
前橋市 027－280－6511

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

1 西善の神楽廻し 前橋市 （1月最終日曜日）
年番
（祭当番）

全町内毎年悪魔祓いをして廻る。 順調 順調 中断中 ○ 中断中 25

2 中内町の天王祭り 前橋市 （7月下旬）
町内小学生
（自治会）

小学生男子が神輿を繰り出し、全戸家内
安全、無病息災を祈願し、悪魔祓いを行
う。

順調 順調 順調 中断中 〇 15

3 西善の天王様 前橋市 （7月下旬～8月）
年番
（祭当番）

悪魔祓いの神様を祀る。 順調 順調 順調 中断中 〇 15

4 中内町の天道念仏 前橋市 （7月下旬） 老人会
聞き伝えによるが、村の長老が無病息
災、家内・交通安全と五穀豊穣等を祈願
する。

順調 順調 順調 中断中 〇 24

5 東善のお不動様 前橋市 （8月19日） 保存会
2日間のうちに公民館に安置してあるお
不動様までの道筋に子供が絵を描きいれ
た燈籠（辻灯篭）にロウソクを灯す。

順調 順調 順調 中断中 〇 8

6 おとり様 前橋市 11月第１の酉の日 熊野神社氏子会
熊野神社の参道や立川町商店街に露店
が立ち並び、熊手やその他の縁起物が
売られる。

盛況 盛況 順調 順調 27

7 後閑町の梵天祭 前橋市 1月15日 祭り世話人

飯玉神社境内の一番高い木に氏神様が
ここにあるということを示すために梵天を
掲げる。竹の棒の先に巻藁を付け、それ
に神々のお札を付けたものである。

順調 順調 順調 順調 順調 3

8 後閑町の天王様 前橋市
7月最終の土･日曜
日

八坂神社氏子

大正初期より八坂神社の余興として山
車、又はマンドウを出して夜祭りで賑わ
い、現在、氏子会による樽神輿で一巡す
る。石宮にシメ縄を張り、長い竹竿の先に
梵天を掲げ、松の木に結びつける。参加
者全員でお祓いをする。

順調 順調 順調 順調 28

9 亀里のどんどん焼き 前橋市
1月中旬までの日曜
日

自治会
あらかじめ作っておいた小屋に、シメ縄飾
り、達磨などを集め、燃やす。

盛況 順調 順調 順調 22

10 下阿内のお獅子様 前橋市 3月中旬
自治会
（祭典委員）

新田郡世良田の八坂神社に代参人を送
り、祈祷祈願し、お札を配り御幣を先頭に
太鼓をたたいて町内各戸にお祓いに行
く。

順調 順調 順調 順調 25

11 房丸町の百万遍 前橋市 海の日に実施 自治会
直径4m位の数珠を使って、念仏を唱えな
がら家内安全の御札とお供物を各戸へ配
る。

順調 順調 順調 順調 24

12 下阿内の天道念仏 前橋市 7月（土用の日）
自治会
（祭典委員）

7月土用の3日めの日の出から日の入りま
で鉦や太鼓をたたいて休むことなく日光
菩薩の掛軸に念仏を唱える。

順調 順調 順調 順調 24

13
八坂神社祭礼
（天王祭り）

前橋市 7月中旬
自治会（八坂神社
氏子を含む）

石宮にシメ縄を張り、長い竹竿の先に梵
天を掲  げ、桜の木に結びつける。参加
者全員でお祓いをする。

順調 順調 順調 順調 28

14 さんげさんげ 前橋市
7月28日
8月28日の間3回

自治会
（祭典当番）

28日の午後、用水路にシメ縄を張る。阿
夫利神社と書いた燈籠も立て、川に御神
酒を注ぎ、その後全員お祓いする。8月28
日（〆返し）を行う。

順調 順調 順調 順調 16

15
力丸町の天王祭
（悪魔祓い）

前橋市 7月下旬 子供会

獅子頭を先頭に各家庭を巡回する。安政
末期に大火災があり、疫病が流行しこの
時に獅子頭を奉納、悪魔祓いを行ったと
いう。

順調 順調 順調 順調 28

16 下沖の秋葉講 前橋市 1月17日 秋葉講中
当番の家集合、秋葉大明神掛軸を全員
で拝み、会食。火に対する感謝と敬虔の
気持ちを養い、防火の意識を高める。

順調 順調 順調 順調 8

17 江木の薬師女人講 前橋市 （3月8日） （氏子）
第二次世界大戦で途絶えたが、昭和48
年再開。1日中民謡踊りなどをして祈る。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

18 三俣町の灯籠祭 前橋市 （7月第1日曜日） （子供育成会）
子供会主催で燈籠に自分の好きな絵を
書き、灯を入れ道路に飾る。【現在は行わ
れていない】

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 22

19
幸塚町の薬師様灯籠
祭り

前橋市 7月23日 薬師様世話人会
燈籠を点灯し、薬師様の参道及び付近の
道路端に飾る。燈籠に小中学生が絵を張
り、大人の年番が指導し、実施。

順調 順調 順調 順調 22

20 亀泉の地蔵様 前橋市 7月中旬 祭典世話人
子育て厄除けの地蔵尊として、土地の
人々の信仰を集め、夕方より本堂におい
て護摩を焚き、多くの人々が参拝。

順調 順調 順調 8

21 西片貝の大山講 前橋市 （7月27日）
（西片貝町町民有
志）

農家の人々が田植え後、雨乞いをして水
不足を祈る会である。川にシメ縄を張り、
水をかけ、お祈りする。大山は神奈川の
阿夫利神社である。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 16

22
疫病祓い悪魔祓い
（春祭り）

前橋市 4月第1日曜日 八坂神社氏子
八坂神社を起点に、町内全戸を若衆50
名が大獅子神楽を担ぎ、疫病退治に暴
れ回る。

順調 順調 順調 順調 25

23 亀泉の薬師様 前橋市 8月下旬
亀泉町地区
（世話人）

如意寺のお坊さんが来て、薬師堂で読経
する。目によいといわれている。

順調 順調 順調 8

西片貝町

後閑町

江木町

三俣町

幸塚町

亀里町

力丸町

下沖町

中内町

西善町（阿
夫利神社）

中内町

テーマ 備考

亀里町阿内
宿（女体神
社）

亀泉町

亀泉町

西善町（上
両家地区）

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況

房丸町

下阿内町

後閑町

亀里町
（阿内宿）

下阿内町

東善町

千代田町三
丁目(立川町
熊野神社)

後閑町
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24 下沖の道祖神祭り 前橋市 （7月下旬） 下沖町5組1班
石碑が土中に入り、一時中断したが、石
碑が再発見され復活。夕刻、石碑の前に
集まり供物を供え、会食をする。

順調 順調 中断中 中断中 15

25 荻窪の石尊様 前橋市 8月1日 西荻窪上組
江戸末期に起源。昭和40年頃までは赤
城鍋割山頂を参拝。現在では登山はせ
ず、当番が毎夜燈籠をあげる。

順調 順調 順調 順調 16

26
幸塚の観音堂灯籠祭
り

前橋市 7月最後の日曜日 観音堂世話人会
燈籠を点灯し、観音堂付近の道路端に約
50個飾る。燈籠に小中学生が絵を張り、
大人の年番が指導し、実施。

順調 順調 順調 順調 3

27 上沖町のきのえね 前橋市 きのえねの日 大国主神社氏子
年度初のきのえねの灯を初甲子として盛
大に祀り、参拝客で賑わう。

順調 順調 順調 18

28 勝沢のどんどん焼き 前橋市 1月第2日曜日 自治会 だるま・正月の松飾・お札等を焼却する。 盛況 順調 順調 順調 22

29 勝沢の百万遍 前橋市 7月中旬 自治会
長寿会・氏子会・育成会・自治会役員で
無病息災を願い念仏を唱える行事。

盛況 順調 順調 順調 24

30 小坂子の地蔵尊祭 前橋市 8月下旬の縁日 自治会
享保21年に地蔵尊を製作以来、小坂子
の宝物としてお祭りを続けている。現在は
子供神輿、舞踊等が行われる。

順調 順調 順調 22

31 五代の木福様 前橋市 旧暦10月14日
五代神社氏子総
代・自治会祭年番

町内全戸が境内に参拝、子供達が中心
に金銭を投げ、それを子供達が拾う。昔
は団子を作り奉納。

順調 順調 順調 順調 22

32 総社神社水的の式 前橋市 1月6日 総社神社氏子
宮司が竹で作った弓で2本の矢を的に向
い射る。的に対する遠近により、降雨の多
少を占う。

順調 順調 順調 順調 11

33 鳥羽の道祖神祭 前橋市
1月第2土曜日又は
日曜日

鳥羽町東部自治
会

町内の厄除け、安全を祈願して公園で行
われている。

順調 順調 順調 順調 15

34 総社神社筒粥の神事 前橋市 1月15日 総社神社氏子
米の粉を入れた鍋に、藁で縛った12cmの
筒を2つの束にしてよく煮て、中に入って
いる粥の量の多寡で豊凶を占う。

市 順調 順調 順調 順調 11

35 総社神社置炭式 前橋市
1月14日深夜より15
日にかけて

総社神社氏子
筒粥神事の際に、21cmの木炭12本を火
の中に入れ、真っ赤な炭が黒くなった部
分の多少により降雨を占う。

市 順調 順調 順調 順調 11

36
道祖神祭り
（どんど焼き）

前橋市
成人の日近辺の休
日

自治会（子供会育
成会）

子供たちが松飾等を集め、太鼓や鉦でふ
れをだ し、大人たちが小屋作りをする。翌
朝、小屋に点火し、ミカンと甘酒が来た人
に振る舞われる。

順調 順調 順調 順調 15

37 総社神社節分祭 前橋市 2月3日 総社神社氏子
千数百人もの参加申込があり、豆撒（厄
払い）を行う。

順調 順調 順調 順調 8

38
元総社二区二十二夜
様

前橋市 （2月22日） （二十二夜様）

女講中の人達が町内の宿宅へ集まり、二
夜様の掛軸を掛け、供え物をし、会食、和
讃の詠唱を行う。現在は2区公民館で行
われている。

順調 順調 順調 廃絶 8

39 下石倉の念仏講 前橋市
3月彼岸の入・
７月中旬

下石倉町婦人念
仏会

文政7年に二十二夜塔（如意輪観音菩
薩）を建立し、以来今日まで、念仏講とし
て長く続いている。掛軸を飾り、お供え物
をして念仏講をとり行う。

順調 順調 順調 順調 24

40 大友町二十二夜講 前橋市 3月中旬 女人講
女性だけの祭り（女人講）や如意輪観音
に対する信仰で、現在は昼間公民館に
集まり、飲食して穏やかに過ごす。

順調 順調 順調 順調 8

41 鳥羽の道祖神祭 前橋市 1月第2日曜日 自治会【西部】
町内の厄除け、安全を祈願して道祖神場
で行われる。

盛況 順調 順調 順調

42 鳥羽の二十二夜講 前橋市 毎月22日
自治会【西部】
（女人講役員）

二十二夜堂で行われている。江戸時代初
期から始まった講の一つで安産や女性の
病気などの厄除 けを願う女人講である。

順調 順調 順調 順調 8

43 薬師灯籠祭 前橋市
納涼祭と交互（隔
年）9月頃

昭友会・自治会
(西)

目の神様で、子供達が思い思いの時世
の絵を描いて、燈籠にロウソクを灯し、夏
の夜を楽しむ。

順調 順調 順調 順調 22

44
元総社町殿小路辻念
仏

前橋市
7月第2土曜日また
は日曜日

自治会・殿小路町
内会

十三仏の掛軸を掛け、大数珠で円陣を作
り念仏を唱える。終了後、隣接町の境に
八坂神社の厄除けのお札をたてる八丁じ
めを行う。

順調 順調 順調 順調 24

45 殿小路の天王様 前橋市
7月第3土曜日また
は日曜日

自治会・殿小路町
内会

八坂神社の分社から祭神をお迎えして、
飲食し、屋台の飾り幕等の虫干しも併せ
て行う。

順調 順調 順調 順調 28

46 立石道祖神祭 前橋市 1月中旬
自治会（子供会・
育成会・諏訪会
他）

午前4時頃から子供達が唄を歌いながら
町内を練り歩き、午前6時頃道祖神に点
火する。

順調 順調 順調 順調 15

47 山王の道祖神祭り 前橋市 （1月15日） （自治会・子供会）
子供達が唄を歌いながら町内を練り歩
き、道祖神に点火する。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 15

48 山王の鳥追い祭り 前橋市 （1月15日） （自治会・子供会）
どんどん焼きを済ませた後、小学生が繰り
出し、樫の木の御幣束を持った子供達が
唄を歌い、太鼓をならしながら行う。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 21

49 高井の道祖神祭り 前橋市 1月第2土・日曜日
自治会・高友会
（青年会）

正月の門松、昨年購入したダルマ、正月
のお札を当日焚く。

順調 順調 順調 順調 15

山王町

山王町

総社町高井

元総社町
（3区）

元総社町（3
区）

総社町立石

鳥羽町 追加

鳥羽町

鳥羽町

元総社町
（2区）

下石倉町

大友町

元総社町

大友町

元総社町

元総社町

鳥羽町

元総社町

勝沢町

小坂子町

五代町

幸塚町

上沖町

勝沢町

下沖町

荻窪町
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50 巣烏の道祖神祭り 前橋市 1月中旬まで 自治会・子供会
1月中旬までの祭日の早朝、太鼓に合わ
せて子供達が呼び声で町内を一周し、ど
んどん焼きを行う。

盛況 順調 順調 順調 15

51 大屋敷のお炊き上げ 前橋市 1月中旬 自治会

一時中断したことがあったが、その後復
活し、現在に受け継がれている。正月飾り
を村内から集め、12本からなる竹で作っ
た丸い小屋を造り無病息災を願って焼い
た。

順調 順調
順調
形式
変更

順調 15

52
初午祭り
（丁間稲荷祭典）

前橋市
2月節分以後の初
午の日

自治会・丁間稲荷
神社氏子

慶長７年に秋元長朝が天狗岩用水開発
起点の丁間台を祈り、伏見稲荷を勧進し
て以来、家内・交通安全、合格祈願を行
う。

盛況 順調 順調 順調 26

53 大屋敷の百万遍 前橋市 7月中旬
自治会
（子供会）

古くは青年会を中心に神社前にて数珠を
引き合い悪魔祓いをした。現在は子供を
中心に鉦と太鼓で念仏を唱え、数珠玉を
廻す。

順調 順調 順調 順調 24

54 巣烏の百万遍 前橋市 7月中旬まで
自治会・生涯学習
連絡協議会

戦後中断するも、昭和53年に復活。鉦・
太鼓に合わせて念仏を唱えて数珠を廻
す。無病息災・家内安全を祈願する。

盛況 順調 順調 順調 24

55 光厳寺の薬師祭り 前橋市 8月22日 自治会
無数の疾病を治すという如来様であり、昔
は目の病を治す神様として信仰されてき
た。

盛況 順調 順調 順調 8

56 出口子育て地蔵尊祭 前橋市 8月23日 鍛治町青年会
祭典は地蔵盆の8月24日でその宵祭りの
23日が盛大であり、古くは市もたった。

盛況 順調 順調 順調 8

57
植野稲荷神社渡御行
列

前橋市 隔年10月初旬 総社植野自治会
行列は道案内・御神旗・猿田彦大神・神
官等・太鼓の順で進む。その後に一般の
氏子や子供神輿が続く。

順調 順調 順調 順調 2

58 巣烏の秋葉講 前橋市 10月17日
自治会
（青年会）

火伏せの神の掛図を飾り、町内を火災か
ら守ってくれたことに感謝する。

盛況 順調 順調 順調 8

59 西箱田のどんど焼き 前橋市 1月第2土・日曜日 自治会

かつては約1週間前から、関係者と子供
で小屋立てを行ったが、現在は場所との
問題で小屋を立てずに行っている。当日
は町内一円で無病息災を祈願。

順調 順調 順調 順調 22

60
前箱田の道祖神
（どんどん焼き）

前橋市 1月15日前後
親睦会・子供育成
会

一時中断したことがあったが昭和54年に
復活。正月のしめ飾り・門松・お札等を燃
やし、無病息災を祈願する。現在は、親
睦会と子供育成会が中心となり行われて
いる。

順調 順調 順調 順調 15

61
川曲の道祖神
（どんどん焼き）

前橋市 1月中旬の日曜日 自治会
子供会の子供たちが太鼓を叩きながら町
内を。お正月飾り等を焼き、お清めをす
る。

順調 順調 順調 順調 22

62
上新田の道祖神祭
（どんどやき）

前橋市 1月中旬 子供会育成会
昭和30年頃まで続くが、中断、平成元年
に復活し、現在、多くの参加者で賑わう。

盛況 盛況 順調 順調 15

63 小相木の道祖神祭 前橋市
1月の第3土・日曜
日

自治会
平成元年に20年ぶりに復活。その時、1
月14日より15日に日程変更。現在では、1
月の第3土曜・日曜。

盛況 順調 順調 順調 15

64 古市のどんど焼き 前橋市 1月・成人の日 自治会・子供会
1週間前より竹や松枝で、高さ3mほどの円
錐形の小屋を作り、当日松飾りやだるま
等を加え、午前8時に点火。

盛況 順調 順調 順調 22

65 前箱田の二十二夜様 前橋市 2月22日近辺 二十二夜様有志
女人講として安産信仰で如意輪観音に
供え物をする。

順調 順調 順調 順調 8

66 江田の二十二夜講 前橋市 2月22日
二十二夜様保存
会

約250年前の如意輪観音像の掛字が伝
承されており、特に婦人の信仰が厚く、石
像の前で和讃を奉納する。

順調 順調 順調 順調 8

67 古市の二十二夜様 前橋市 3月13日 二十二夜様

文政の頃から安産の神を信仰する女性の
講があった。縁日は3月13日だが、現在
は月2回（第2第4の月曜）に和讃を唱え
る。

順調 順調 順調 順調 8

68 古市の天道念仏 前橋市 春秋彼岸の中日 天道念仏講中
男性のみの念仏講。日の出から日の入り
まで念仏を唱え続ける。

順調 順調 順調 順調 24

69 小相木の八丁じめ 前橋市 7月10日 自治会
寺にて祈祷を受けた札を、町境8ヶ所に
立て疫病神への防ぎとともに町内の平和
祈願。平成元年に復活。

順調 順調 順調 順調 15

70 古市の八丁じめ 前橋市 7月13日 自治会
大徳寺の住職に祈願してもらった「オンベ
ロ」を3mほどの竹に付け、町境の辻13ヶ
所に立て、疫病の侵入を防ぐ。

順調 順調 順調 順調 15

71 子育て地蔵尊祭 前橋市 7月最終土・日曜
自治会・子供育成
会

生まれた子供の健康・成長願い、氏名・
生年月日を三角布団に記し、奉納。和讃
を唱え地蔵神輿とともに町内巡行。平成
元年、30年ぶりに復活。

順調 順調 順調 順調 12

72 青柳大師縁日 前橋市 1月3日 竜蔵寺檀家他
天明の浅間大噴火の折に多くの人々の
救済にあらわれたとして、信仰を集める。
厄除大師にお参りしてお札を求める。

順調 盛況 順調 順調 27

73 川原町のどんどん焼き 前橋市 1月成人の日近辺 育成会・自治会
お正月のお飾りやだるま等を各家庭から
集めて焼き、残り火で餅やお正月の供物
を焼いて食べ、健康を祈る。

盛況 順調 順調 順調 22

74 上小出どんどん焼き 前橋市
1月成人の日近辺の
休日

子供育成会・みこ
し会

一時中断していたが、昭和57年より正月
の縁起物や松などを子供の厄払も兼ねて
焼き、豚汁などを振る舞う。

順調 順調 順調 順調 22上小出町

小相木町

青柳町竜蔵
寺

川原町

古市町

小相木町

古市町

前箱田町

江田町

古市町

上新田町

小相木町

古市町

西箱田町

前箱田町

川曲町

総社町鍛治
町

総社町植野

総社町巣鳥

総社町大屋
敷

総社町巣鳥

総社町粟島

総社町巣鳥

総社町大屋
敷

総社町粟島
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75 青柳のどんどん焼き 前橋市 1月15日 青柳町自治会 古いだるま、お札類を焼く。 順調 順調 順調 順調 22

76 御獅子祭り 前橋市 2月第2日曜日 自治会

150年前に、桐の根っこを材料として彫っ
た白木の獅子頭を神棚にあげたところ、
足の痛みがなおり、その後、この獅子に
霊力があるとして悪魔祓いを行う。獅子が
人々の頭をかじりに1軒1軒まわる。

順調 順調 順調 順調 25

77 北代田八幡宮 前橋市
4月14日・7月1日・
10月14日

氏子総代

ムラの鎮守様、同族神、屋敷神が氏神と
して祀られるようになったもので、地区の
人が参道にのぼりを立て、お供物をあげ
る。

順調 順調 順調 順調 8

78 北代田のアキヤ様 前橋市
（3月16・17日、9月
16・17日）

（地区の方々(旧五
組の一部の方々)）

正しくは秋葉様。火伏せの神として祀ら
れ、世話人が中心となって各家からお賽
銭を集めお祭りを継続している。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

79 上細井子育地蔵尊 前橋市 3月・8月第3日曜日 自治会

地内のシンボルとしてまた子供を救済す
る子育地蔵尊として信仰。年間赤いお掛
け、赤い帽子が着せられ、祭りは線香を
焚き、全戸にお札等を配付。

順調 順調 順調 順調 12

80 北代田の目薬師 前橋市 （9月8日）
（沼地区(組長が中
心)）

高さ60cm程で赤い帽子に赤いお掛け。
胸の前に両手で薬箱を支える。地区の人
達はごちそうを作り、お参りをする。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

81
青梨子の天神待
【菅原神社】

前橋市 2月下旬
自治会（子供会・
老人会）

菅原神社に集まり、習字を書いた後奉納
し、食事をする。

順調 順調 順調 順調 29

82 青梨子町の庚申待ち 前橋市 3月第1日曜日 自治会
庚申塚を清掃し、参拝し、会食会（こども
会や老人会を招待して）を行う。

順調 順調 順調 順調 8

83 北内出町の庚申祭 前橋市 3月か4月の申の日 地区
当番の家に集まり、掛軸を掛けて、祝い、
酒食をともにする。

順調 順調 順調 順調 8

84 上青梨子町の百万遍 前橋市 10月第1日曜日 自治会
数珠玉を老人、子供が囲んで念仏を唱え
て廻す。百万遍後、会食会（こども会や老
人会を招待して）を行う。

順調 順調 順調 順調 22

85 上大島節分会 前橋市 2月3日
老人会
（観音様親交会）

約50名ほどの参加で太鼓や鉦を叩いて
天道念仏を行った後、豆まき、お札の配
付を行う。

盛況 順調 順調 順調 8

86 上大島十日夜 前橋市
旧暦10月10日 10月
下旬から11月上旬

老人会
（観音様親交会）

五穀豊穣の感謝祭で午前、午後にかけ
て行う。

順調 順調 順調 順調 8

87 野中町庚申講 前橋市 (毎年12月申の日) （庚申講）
庚申を祭る講で江戸時代から伝統を継続
している。かつては年に6回行われていた
が現在は年一回になってしまった。

順調 危機 廃絶 廃絶 15

88 上増田の天道念仏 前橋市 彼岸の入 大塚田組
組住民を4等分して組当番が年1回行う。
以前は日の出から日の入りまで鉦を叩い
たが、今は9時から昼頃で終了。

順調 順調 順調 順調 22

89 笂井三峯講 前橋市 （4月19日） （三峯の講）
かつては、三峯神社代参5名で、お札を
受けてき て、日待ちの家で赤飯で会食
し、お札を分ける。今は、代参。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

90 笂井水神祭 前橋市 8月中旬 自治会

以前は組長以上全員、川に入って、川上
に向かって両手で水を汲み上げ、唱えな
がら水難除けを祈願していたが現在は川
岸で祈願のみとなった。

順調 順調 順調 順調 15

91
二宮赤城神社夏越の
祭り（輪くぐり）

前橋市 7月31日
赤城神社氏子総
代

午後2時過ぎ、神事後老若男女の人達が
茅の輪をくぐり、無病息災を願う。

順調 順調 順調 順調 15

92 大祓い
粕川村・宮
城村

6月30日、12月31日
市之関住吉神社
氏子

宮司より渡された白い和紙で、体の悪い
部分をさすって川へ流すと体が良くなると
いう。カヤで輪を作り、鳥居の下に吊し、
拝殿にお参りを3回繰り返す。

順調 順調 順調 順調 順調 15

93 筒粥神事
粕川村・宮
城村

1月15日 神主・氏子

宮司・ゴンネギによって執り行われるもの
で、神主・氏子総代立ち会いのもと、ヨシ
を開き中に入っている米の量でその年の
農作物の出来や今年一年を占う。

市 順調 順調 順調 順調 順調 11

94 灌仏会（花まつり） 前橋市 4月8日
自治会
（老人会）

地内の人々が集まり、お釈迦さまの掛軸
を飾り、お釈迦さまの生誕を祝う。水盤に
12cmほどのお釈迦様（誕生仏）を立て、
小さな柄杓で甘茶を注ぎ祝福し、手料理
を供える。

順調 順調 順調 順調 8

95 涅槃会（寝釈迦様） 前橋市 2月15日
自治会
（老人会）

地内の人々が集まり、江戸中期頃の涅槃
絵の掛図（3メｰトル四方程度）を飾り、手
作りの料理を供えて供養。

順調 順調 順調 順調 8

96 御神幸祭 宮城村
4月・12月の最初の
辰の日

神主・氏子

御鎮祭神事（3月最後の午の日、11月最
後の午の日に三夜沢・二之宮それぞれの
神社でとりおこなわれる）をとりおこなった
のち、二宮赤城神社と三夜沢赤城神社の
間を神輿が往復するという行事。三夜沢
神社に行く途中、近戸神社と宮城村柏倉
御輿掛で小休止する。

市 順調 順調 順調 順調

97 八坂神社例大祭 大胡町 7月最終土・日曜日 自治会
神輿を出し、町内を練り歩く「天王様」と獅
子を担ぎ、練り歩く「あばれ獅子」の2行事
がある。

盛ん 盛ん 盛況 盛況 順調 28

総社町巣鳥

三夜沢赤城
神社

大胡八坂神
社

市之関町
（市之関住
吉神社）

三夜沢赤城
神社

総社町巣鳥

笂井町

笂井町

二宮町

上大島町

野中町

上増田町

青梨子町

上青梨子町

上大島町

北代田町

青梨子町

上青梨子町

北代田町

北代田町
（5組）

上細井町
（新田地区）

青柳町

上細井町
（新田地区）
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98 雀様 前橋市
春の大（4月27日）・
秋の大祭（10月17
日)

青柳町自治会・氏
子総代

子供たちが集まり、太鼓をたたいたり、八
木節を 踊ったりする。古くは「麻疹神社」
とも言われ麻疹が軽く済むことをねがう人
たちがお参りした。

順調 順調 順調 順調

99 千手観音様祭礼 大胡町 8月17日 自治会
お宮の中の観音様を大人が担ぎ、子供た
ちは大きな珠数を持ち合い町内を練り歩
く。

順調 順調 順調 順調

100 子育て地蔵尊 大胡町 9月第2日曜日 自治会
子供達の健康を願い行われている。昔は
灯篭流しを行っていたが、現在は灯篭を
道々に刺していく形で行われている。

順調 順調 順調 順調

101 総社神社春の礼大祭 前橋市 3月15日 総社神社氏子 神社長が多く集まり春の礼大祭を行う。 順調 順調 順調 順調

102 三てこばやし 前橋市 11月10日近辺 自治会
子供たちが集まり、鉦や太鼓、笛を吹い
て、お囃子を行う。

順調 危機 順調 順調

103
諏訪神社春・秋の礼
大祭

前橋市
4月上旬
10月上旬

諏訪神社総代・祭
典委員

前日から当日にかけて行われる。昔は赤
飯がふるまわれ、太鼓が叩かれ諏訪様を
お祀りするなど盛大に催された。現在は
太鼓が叩かれることはなくなった。

順調 順調 順調 順調

104 八坂神社の天王宮 前橋市 7月25日
自治会
（祭典委員）

竹竿の先端に祭り花をつけて各戸へ配
り、そのご家内安全をお不動様に祈願
し、御札を持ち帰るというもの。

順調 順調 順調 順調

105 三峯神社ののぼりたて 前橋市 1月8日
自治会
（祭典当番）

地区の年始の日として行われてきた。三
峰の神社でのぼりをたて、祭典を行って
いる。

順調 順調 順調 順調

106 諏訪神社の祭典 前橋市
3月26日～28日、10
月16日～18日

自治会
亀里の部落の神社としてお祀りし、祭典
で部落で持ち廻りで大のぼりたてを行う。

順調 順調 順調 順調

107 地藏祭 前橋市 7月中旬
自治会
（祭典当番）

地藏様におかけをつけて、おかけを借り
て赤子につけると丈夫に育つという子育
て地藏として信仰されている。

順調 順調 順調 順調

108
八坂神社祭典
（神心ごり）

前橋市 7月中旬
自治会（自治会役
員・祭典当番）

八坂神社の神主を呼び、お清めをし、地
内の安全祈願を行う。

順調 順調 順調 順調

109
天王祭
（阿内宿・八坂神社）

前橋市 7月中旬 自治会
地内の大人が集まり、しめ縄や灯篭を飾
り、神主を招き家内安全・厄除けを祈願す
る。

順調 順調 順調 順調

110 女身神社 前橋市
3月26日～28日、10
月16日～18日

自治会
町内の道々に灯篭を飾り、五穀豊穣を祈
願する。

順調 順調 順調 順調

111 総社神明宮 前橋市
2月18日
10月8日

自治会・神明宮氏
子

近隣の地区（粟島・新田等）の人々が集ま
り、神主を招いて奉納する。家内安全・五
穀豊穣を祈願する。

順調 順調 順調 順調

112 近戸神社祭典 前橋市
前日～元旦、4月
10日、8月第1土曜
日、11月23日

自治会・近戸氏子
総代

五穀豊穣、無病息災を祈願し神主を招い
て祭典を行う。

順調 順調 順調 順調

113 愛宕神社祭典 前橋市 1月24日
自治会・愛宕神社
総代

地内を火災から守る火伏せの神として祈
願される。

順調 順調 順調 順調

114 薬師様 前橋市 10月12日
親睦会・子供育成
会

八木家の墓地の中央に薬師様があり、麦
わらの小屋を造る。そこにお供え物をし、
無病息災を祈願する。特に目に効くとい
われる。

順調 順調 順調 順調

115 稲荷神社の祭礼 前橋市 10月第1土曜日 稲荷神社氏子
氏子の会が中心となって境内を掃き清
め、境内に灯篭を飾る。その後、神主を
招いてお払いをし稲荷様を奉納する。

順調 順調 順調 順調

116 和尚人祭の宵祭 前橋市 7月14日 自治会
宵祭といい、和尚塚までの道々に灯篭を
飾る。

順調 順調 順調 順調

117 和尚人祭 前橋市 7月15日 自治会
お供物を供え、正午になると、神社の総
代と大徳寺の住職が訪れ、住職がお経を
あげる。地内の安全祈願をおこなう。

順調 順調 順調 順調

118 淡島大明神 前橋市 4月3日 二十二夜様講中
お念仏をあげて、子宝祈願、安産祈願を
願う。

順調 順調 順調 順調

119 地藏祭 前橋市 （8月22日）
円満寺・子供育成
会

先祖をお参りし、敬い、仏様を楽しませた
りする行事。昔は、本堂に子供たち同士
で宿泊した。

順調 順調 順調 中断中 〇

120 金比羅祭 前橋市 8月25日 子供育成会 飯玉神社の参道を灯篭で飾る。 順調 順調 順調 順調

121 輪くぐり 前橋市 7月第１日曜日
祭世話人・神社総
代

飯玉神社において、無病息災を願いとり
おこなわれる。

順調 順調 順調 順調

122 収穫祭 前橋市 11月23日 神社総代・自治会
参道から本殿まで手渡し収穫されたもの
を持っていき奉納する。今年の収穫を感
謝する。

順調 順調 順調 順調

123
東善の祭ばやし
（七かご）

前橋市 （8月の第1日曜日） 保存会・自治会
子供たちが山車の中で太鼓や鉦をたたき
お囃子をする。町内総出で盛大に行われ
る。

盛況 順調 順調 中断中 〇

後閑町 追加

東善町 追加

後閑町 追加

後閑町 追加

後閑町 追加

古市町 追加

古市町 追加

鳥羽町 追加

上大島町 追加

前箱田町 追加

前箱田町 追加

亀里町 追加

総社町粟島 追加

上大島町 追加

亀里町 追加

亀里町 追加

亀里町 追加

房丸町 追加

亀里町 追加

亀里町 追加

元総社町
（2区）

追加

総社町大屋
敷

追加

川曲町 追加

青柳町 追加

大胡・下町 追加

大胡・向町 追加
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124 阿夫利様 前橋市
（7月の下旬からお
不動様の祭の前一
か月間）

保存会
川の淵においてしめ縄を張り、灯篭をた
て、水の神である阿夫利をお祀りしその
年の豊作を願う。

順調 順調 順調 中断中 〇

125 お諏訪様 前橋市
毎年異なるが納涼
祭と同日

自治会
（祭当番）

五穀豊穣・家内安全を願い昔から受け継
がれ、現在では、子供たちが願い事を書
いて灯篭をつくり、祭当番が点灯する。

順調 順調 順調 順調

126 土用ぴとう 前橋市 7月下旬 自治会

夏の暑さに負けないようにと、お寺（禅養
寺）で護摩を焚いてもらいお払いをし、そ
の後、寺の住職と共に、日枝神社でお払
いをし、暑気払いを行う。

順調 順調 順調 順調

127 石尊様 前橋市 8月1日 熊野神社氏子
石尊様のまわりにしめ縄を飾り豊作祈願
をする。

順調 順調 順調 順調

128 絹笠祭 前橋市 4月15日
自治会・育成会・
熊野神社氏子

養蚕の神様である衣笠様に、養蚕に対す
る感謝の気持ちをこめ祈願する。繭玉を
作って食べる。

順調 順調 順調 順調

129 百万遍 前橋市 7月13日 自治会
鉦や太鼓を叩き。大きな珠数を子供たち
が輪になって廻す。

順調 順調 順調 順調

130 江木町の納涼祭
（六所神社の大祭）

前橋市 隔年8月上旬
7月下旬から8月上
旬

子供神輿や大人神輿で神社のまわりをま
わり、その後、奉納という形をとる。

順調 順調 順調 順調

131 元総社成人会盆踊り 前橋市 （8月中旬） 成人会
元総社中学校の校区で成人式を迎える
人が主催して、盆踊りを開く。

順調 順調 順調 中断中 〇 13

132 下増田の天道念仏 前橋市 春彼岸中日 須永組・阿久津組

天道様に向かい祭壇を作り、念仏を唱
え、鉦や太鼓を叩く。4つ組（須永・阿久津
奥原・中屋敷）で行われていた。現在は、
春彼岸中日3月21日（須永）・（阿久津）の
み。

順調 順調 順調 順調 24

133 上大島の十六日念仏 前橋市 毎月16日 観音親交会
観音様の前に十三仏の掛軸をかけて祭
壇を作り、鉦・太鼓にあわせて念仏を唱え
る。

順調 順調 順調 順調 24

134 前橋初市まつり 前橋市 1月9日 実行委員会
かつての六斉市の流れを引く。八坂神社
の市神様の神輿出御とダルマなどの露店
販売。

順調 盛況 順調 順調 27

135 天道念仏 前橋市 3月15日・7月15日 観音親交会
天道様に向かい祭壇を作り、念仏を唱
え、鉦や太鼓を叩く。

順調 順調 順調 順調 24

136 どんどん焼き 富士見村 1月上旬～中旬 子供会等 だるま・正月の松飾等を焼く。 盛ん 盛ん 順調 順調 順調 22

137 山開き例大祭 富士見村 5月8日 赤城山の山開きの行事。 順調 順調 順調 順調 順調 8

138 八坂神社のまつり 富士見村 7月19日 八坂神社氏子 4台の山車が村内を練り歩く。 盛ん 盛ん 順調 順調 順調 28

139 土用念仏 富士見村 7月29日 高松区
数珠は12m位の輪に、玉が2cm直径のも
のでできており、長老が鉦・太鼓を鳴ら
し、村中の子供が数珠を廻す。

順調 順調 順調 順調 順調 24

140 上州桂会のお囃子 前橋市 10月（前橋まつり）
上州桂会祭り囃子
愛好会
（上州桂会）

平成４年に創立した「上州桂会」。幅広い
年齢層が、太鼓・笛・鉦・踊りを、八木節
やまつり芸能を現代風にアレンジも加え、
披露している。

順調 順調 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

東善の神楽獅子 前橋市
成人の日近くの日
曜日・7月下旬の日
曜日

保存会
面を被った子供達が家内安全・五穀豊
穣・病魔退散を唱え各戸訪問後、獅子を
被った大人が続いて家庭訪問する。

順調 順調 順調 順調 順調 25

堤町の獅子舞 前橋市 （7月第3日曜日）
自治会・育成会・
熊野神社氏子

無病息災、家内安全を願って町内全戸を
獅子が廻る。

順調 順調 順調 中断中 〇 15

阿弥陀寺町百万遍念
仏

前橋市 7月16日
阿弥陀寺町町内
会

十四仏の掛軸を掛け、大数珠で円陣を作
り念仏を唱える。終了後、隣接町の境に
八坂神社の厄除けのお札をたてる。八丁
じめを行う。

順調 順調 順調 順調 24

栗島の百万遍 前橋市 8月22日
粟島百万遍保存
会

光厳寺内で百万遍を済ませて、子供神輿
は町内を練り歩く。町内の厄を払い、福を
招く行事である。

盛況 順調 順調 順調 24

青柳町祇園祭 前橋市 8月夏祭り 青柳町自治会

町内を上・下・西の3組に分け、それぞれ
に山車がお囃子を演奏し組内巡行。その
後三台の山車が合同の町内一円の巡行
を行う。

順調 順調 順調 順調 28

駒形上町の祇園 前橋市
7月最終の土･日曜
日

上町祭典委員会
讃岐の金毘羅様からご神体を受け琴平
神社に納めている。

順調 順調 順調 順調 28

二子山由来和讃 前橋市 （随時） （東・西大室個人）

明治11年、前二子古墳より立派な副葬品
が多数発見されたことにより、発見時の様
子や由来を後世に残すために作成。昭
和51年より復活。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

立石の鳥追い 前橋市 1月中旬 子ども会・育成会
午前中に子供達が南天の枝に神札を付
けて各家庭を廻り悪魔祓いをする。

順調 順調 順調 順調 21

日輪寺祭り
（ナンマイダボ）

前橋市 8月3日 自治会
桐の棒を5cm程に切り、数珠のように108
繋いだものを輪にして唄を唱えながら観
音堂前や家々を練り歩く。

順調 中断中 復活 順調 24

西大室町

総社町立石

日輪寺町

総社町粟島

青柳町

駒形町

東善町

堤町

元総社町（3
区）

大洞赤城神
社

横室八坂神
社

高松

本町2丁目 ※

上大島町観
音堂

※

村内各地

元総社町
総社神社

※

下増田町 ※

上大島町観
音堂

※

堤町 追加

総社町高井 追加

江木町 追加

山王町
（日枝神社）

追加

山王町 追加

堤町 追加

東善町 追加

東片貝町 追加3
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東上野天道念仏 前橋市
4月15日に近い日
曜日

東上町自治会

午前6時から午前8時まで行われる。お払
いをしたのち、厄除の御札・供物を各戸
に配り、それと共に獅子が台所で舞い厄
除けを行う。

順調 順調 順調 順調 22

裸みこし
（粋人裸祭り）

前橋市 7月12日
南町二丁目自治
会・水神社氏子会

旧宗甫分村（現前橋市南町2丁目）が、村
域を流れる利根川の水難防止を願い、氏
神として祭ってきた水神社の夏祭り。

順調 順調 順調 16

江田かつぎ地蔵 前橋市 8月14日
江田町育成会子
供会

かつては男の子だけの行事で、毎年、盆
の8/15の早朝、子供達に担がれた地藏
尊が、子供達が唱える和讃に導かれて地
区をまわる。辻々で人々は地藏尊に線香
を手向け、子供達の無病息災を祈る。戦
後絶えていたがＳ54に復活し、現在に到
る。

順調 順調 順調 22

大友百万遍 前橋市 7月15日
大友町百万遍保
存会

長尾山長見寺境内で祈祷を行った後、大
友神社に参り、そのまま大珠数を担いで
町内を駆け巡り、辻々で百万遍を唱え、
人々は先を争って珠数の下をくぐり、無病
息災を願う念仏としては他に見ない勇壮
な行事。

順調 順調 順調 24

月田近戸神社の獅子
舞（近戸神社御川降
神事）

粕川村 8月最終土・日曜日
月田獅子舞保存
会

御川降神事が終わると、神体を神輿に移
し、担がれ粕川へ神幸。粕川に神酒を注
ぎ、獅子舞を奉納、神社に帰り、御川降
は終了となり、獅子舞を行う。

県 順調 順調 順調 30

高崎市 027－321－1203

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

141 道祖神焼き 高崎市 1月14日か15日 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

順調 順調 順調 22

142 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

（各地区）
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

一部
順調

廃絶 廃絶 廃絶 8

143 道祖神焼き 高崎市 1月14日か15日 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

盛ん 順調  順調 22

144 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

（各地区）
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

一部
順調

順調 順調 廃絶 8

145 天王様 高崎市 （7月15日） （地区）
天王様は厄除けの神様で、お祓いをした
後、天王様の前で飲食し、花火をする。

一部
順調

順調 順調 廃絶 28

146 百万遍 高崎市
（7月17日・22日・
23日など）

（各地区）
子供達が大きな数珠を持って村中を一巡
し、各 家々の庭先や土間で唱えながら回
り、数珠をたたきつける。

一部
順調

順調 順調 廃絶 24

147 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

中断中 復活 中断中 22

148 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

各地区
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

順調 順調 中断中 中断中 中断中 8

149 城峯様（三峯講） 高崎市
2月初め・4月8日・4
月末～5月初

各地区
代表数人で埼玉の城峯様へ行き、お札を
受けて、お仮屋に納め、宿に戻り講員に
配り、飲食する。

一部
順調

順調 順調 不明 8

150 百万遍 高崎市
7月17日・22日・23
日など

各地区
子供達が大きな数珠を持って村中を一巡
し、各 家々の庭先や土間で唱えながら回
り、数珠をたたきつける。

一部
順調

盛ん 順調 順調 24

151 地蔵祭り 高崎市 （8月23日） 各地区

子供のお祭りで、地蔵尊の前に燈籠を並
べ提灯を吊す。地蔵をお参りに来た人に
果物を売り、代金と賽銭を子供達で分け
る。

一部
順調

盛ん 順調 中断中 19

152 二十二夜講 高崎市
（毎月22日・年2 回・
正月22日など）

各地区
安産・子育ての神として、女人講で祀る。
掛軸を掛け、供物を供え、和讃を唱えて、
会食する。

一部
順調

盛ん 順調 中断中 8

153 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

盛ん 順調 中断中 〇 22

154 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

（各地区）
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

一部
順調

廃絶 廃絶 廃絶 8

155 地蔵祭り 高崎市 （8月下旬） 各地区

子供のお祭りで、地蔵尊の前に燈籠を並
べ提灯を吊す。地蔵をお参りに来た人に
果物を売り、代金と賽銭を子供達で分け
る。

一部
順調

廃絶 廃絶 中断中 〇 19

156 二十二夜講 高崎市
（毎月22日・年2 回・
正月22日など）

（各地区）
安産・子育ての神として、女人講で祀る。
掛軸を掛け、供物を供え、和讃を唱えて、
会食する。

一部
順調

廃絶 廃絶 廃絶 8

上豊岡町・
中豊岡町

上豊岡町前
村

八幡町

上豊岡町

藤塚町下藤
塚花見堂

藤塚町道久
保

八幡町

上小塙町

八幡町

八幡町

下豊岡町十
二社

上小塙町

上小塙町

上小塙町字
東原

備考

寺尾町館

寺尾町館

伝承状況
祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ

大友 ※

粕川町月田 ※

問合せ先 総務部文化課

東上野町

南二 ※

江田 ※
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157 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

順調 順調 中断中 〇 22

158 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

（各地区）
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

一部
順調

順調 順調 廃絶 8

159 二十二夜講 高崎市
（毎月22日・年2 回・
正月22日など）

（各地区）
安産・子育ての神として、女人講で祀る。
掛軸を掛け、供物を供え、和讃を唱えて、
会食する。

一部
順調

廃絶 廃絶 廃絶 8

160 城峯様（三峯講） 高崎市
2月初め・4月8日・4
月末～5月初

各地区
代表数人で埼玉の城峯様へ行き、お札を
受けて、お仮屋に納め、宿に戻り講員に
配り、飲食する。

一部
順調

順調 順調 順調 8

161 地蔵祭り 高崎市 8月下旬 各地区

子供のお祭りで、地蔵尊の前に燈籠を並
べ提灯を吊す。地蔵をお参りに来た人に
果物を売り、代金と賽銭を子供達で分け
る。

一部
順調

順調 順調 順調 19

162 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） 各地区
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

順調 順調 中断中 22

163 庚申講 高崎市
（春・秋・12月の申
の日・10月など）

各地区
青面金剛の掛軸を飾り、宿に集まり飲食・
歓談する。

一部
順調

順調 順調 中断中 8

164 太子講 高崎市
（1月から2月の都合
の良い日）

高崎職工組合

大工・鳶・ブリキ屋・瓦屋が1月15日に
祀っていたが、最近は年番の人の都合で
日にちを決める。養報寺よりお札を受け、
餅を奉納する。

順調 順調 中断中 17

165 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） （各地区）
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

順調 順調 廃絶 22

166 道祖神焼き 高崎市 （1月14日か15日） （各地区）
子供が主体となり、正月のお飾りを子供
達が集め、竹とワラで作った道祖神小屋
と一緒に燃やす。

一部
順調

順調 順調 廃絶 22

167 二十二夜講 高崎市
（毎月22日・年2 回・
正月22日など）

（各地区）
安産・子育ての神として、女人講で祀る。
掛軸を掛け、供物を供え、和讃を唱えて、
会食する。

一部
順調

順調 順調 廃絶 8

168
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月14日（15日） 子ども組・青年会 小屋造りを行い、松飾り等を燃やす。 順調 順調 順調 順調 15

169 甲州稲荷 群馬町 2月初午 上ワ組
本光寺境内にあり、養蚕信仰の一つとし
てまゆ玉の倍返しなどがあった。現在は
会食中心の簡単なものとなる。

順調 順調 順調 順調 26

170 桃山稲荷 群馬町
初午（以前は八十
八夜）

保存会
養蚕や農・商業の神として信仰され、大勢
の参詣者があった。現在は初午の日に行
われる。

順調 順調 順調 順調 15

171 二十二夜講 群馬町
（4月8日・10月18
日）

（女人講）
如意輪観音像の掛軸を掛け、和讃、会
食。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

172 観音様 群馬町 （4月8日） （女人講）
子育観音。念仏を唱え、歳の数だけ甘茶
をかける。

廃絶 復活 順調 廃絶 8

173 妙義様 群馬町 4月8日・9月8日 地区
火伏せの神として祀られる。燈籠をたて
る。

順調 順調 順調 順調 8

174 天王様 群馬町 4月15日・10月9日 八坂神社氏子 オギヨン厄除け・病虫害除けを行う。 順調 順調 順調 順調 28

175 庚申講 群馬町 庚申日 講中
五人組・七人組などを中心に行われてい
る。宿は輪番制で、場所によっては「食い
ごろしん」など月待ち行事をする。

順調 順調 順調 順調 8

176 愛宕様 群馬町 1月24日・10月9日 地区
雨乞い、火難・盗難を防ぐとして信仰され
る。

順調 順調 順調 順調 15

177 十二様 群馬町
10月12日を過ぎた
日曜日

地区
沢の十二山お宮にオンベロ赤飯・塩・魚
（オコゼ）・煮干し・秋刀魚・酒

廃絶 復活 順調 順調 17

178 太子講 群馬町 5月21日 職人講
五職講（大工・左官・鳶職・建具・畳）掛軸
を掛け、供え物をし、会食を行う。

廃絶 廃絶 復活 順調 8

179
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月14日 区民・道祖神子
小屋造り（7日）を行い、松飾り等を燃や
す。

順調 順調 順調 順調 15

180 福守様 群馬町 4月12日・10月9日 地区
祭神は木之花咲夜昆売命で、男根を奉
納、子供の生まれない人やしもの病の人
等が願かけに来る。

順調 順調 順調 順調 8

181 武州御嶽講 群馬町 (3月～4月) （講中）
講員15～16人、代参を行い、お犬様の掛
軸を掛け、「オヒマチ」を行う。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

国府内の各
大字ごと

後疋間　福
守神社公会
堂

西国分  新
田

愛宕

金古（内金
古）

金古  諏訪
神社前

金古（木戸
際）

足門八坂神
社

金古  諏訪

金古桃山稲
荷

金古上宿

内金古観音
堂

大沢町・京
目町・西島
町・元島名
町

足門

本光寺隣

倉賀野町字
下樋越

上滝町中
島・下斎田
町・八幡原
町

大沢町・萩
原町・西島
町・西横手
町

山名町字山
ノ上

倉賀野町内
全域

倉賀野町下
町

南大類町

上大類町淵
ノ上

山名町天水

南大類町・
下大類町

―40―



182 庚申講 群馬町 (4月庚申日) （庚申組）
シメ縄を用意し、赤飯・うどん等で会食す
る。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

183 天王様 群馬町 （7月15日） （地区） 赤飯を上げ、参詣。 廃絶 危機 廃絶 廃絶 28

184 百万遍祭り・八丁〆 群馬町 7月16日 地区
鉦と太鼓に合わせて念仏を唱和し、大数
珠を廻す。

順調 順調 順調 順調 順調 24

185 薬師様 群馬町 9月の平日 地区
染谷川をはさみ、薬師様の取り合い。一
把線香とロウソクをあげる。

順調 順調 順調 順調 8

186 二十二夜様 群馬町 (毎月22日) （女人講） 掛軸を掛け、和讃を唱え食事。 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

187
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月14日 青年会地区 小屋作り及びドンド焼きを行う。 廃絶 復活 順調 順調 15

188 二十二夜講 群馬町 (3月・10月22日) （女人講） 和讃を唱える。 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

189 庚申講 群馬町 (春秋庚申日) （地区） ぼた餅を供え、会食。 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 15

190 庚申講 群馬町 （4月の庚申日） （全戸順番制）
シメ縄を用意し、アンコロ餅を供え、五目
飯を会食。

廃絶 復活 廃絶 廃絶 15

191 二十二夜様 群馬町 (4月・10月22日) （女人講） 和讃を唱える。 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

192 虎薬師 群馬町 9月7日 講中 眼病・腰・膝の病の平癒。 廃絶 復活 順調 順調 8

193 薬師様 群馬町 (9月8日) （地区）
薬師堂があり、眼病治療の効験あり。
「め」札配付。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

194
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

195
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

196
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

197
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

198
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

199
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

200
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調 順調

201
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 中断中 ○

202
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

203
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

204
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 中断中

205
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 中断中

206
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

207
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 中断中

柏木沢今宮 追加

生原1区 追加

下芝 追加

柏木沢本田
上

追加

柏木沢本田
下

追加

矢原原中

東明屋 追加

第15区 追加

西松原 追加

東松原 追加

天神 追加

第4区 追加

金敷平 追加

松之沢 追加

棟高公会堂

菅谷石塚古
墳

保渡田西光
寺

菅谷浄眼寺

観音寺棟高

菅谷

引間  後疋
間

西国分

堤ヶ岡各地
区

西国分  後
疋間他

西国分  三
ツ屋

西国分  地
蔵堂内

―41―



208
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

209
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 中断中 〇

210
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

211
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

212
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

213
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

214
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 （1月7日～15日） （地区）
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 廃絶

215
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

216
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調 順調

217
道祖神祭り
（どんどん焼き）

箕郷町 1月7日～15日 地区
各家の門松・正月飾り等を集め、道祖神
小屋を造り、小屋に火をつける。

順調 順調 順調 順調

218 鬼子母神 箕郷町 11月12日 寺世話人・露天商
子育鬼子母神祭典が本堂において行わ
れる。参道及び付近に多くの露天の出店
がある。

順調 順調 順調 順調

219 箕輪市 箕郷町
（2月28日、12月28
日）

露天商
年に2度あり、節句用品を売る2月28日の
雛市、正月の飾り物を扱う暮れの市があ
る。

順調 危機 危機 中断中 中断中 27

220 今宮地蔵尊 箕郷町 8月13～16日 地区

江戸時代中頃より開始した。子供の無病
息災祈願で、神輿を中心に燈籠で囲み、
太鼓・鉦に併せて和讃を唱えながら練り
歩く。

市 順調 順調 順調 順調 順調 19

221 九頭竜待 箕郷町 4月第2日曜日 宿地区
明治43年に起きた榛名白川の大水害以
降開始。信州戸隠神社で九頭龍神の御
札をもらい、石宮にお参りし、会食する。

順調 順調 順調 順調 順調 16

222
道祖神祭
（どんど焼き）

榛名町
1月15日前後の日
曜日

各地区
各地区で、青竹とワラを組み合わせた円
錐形の道祖神小屋を作り、正月の松飾り
や注連縄などと一緒に燃やす。

順調 順調 順調 順調 順調 22

223 百庚申 榛名町 （4月29日） （本郷地区）
本郷・新井下長地区で、庚申塔が数多く
建立されている百庚申に対する祭りで、
穢れの祓い及び無病息災を祈願。

順調 順調 中断中 中断中 廃絶 8

224 地蔵盆 榛名町 （8月14日） 白岩新田地区
子供たちがあらかじめ準備しておいた神
輿に地蔵尊を乗せ、地区内を廻る。

順調 順調 順調 中断中 中断中 19

225
道祖神祭
（どんど焼き）

榛名町
1月15日前後の日
曜日

各地区
各地区で、青竹とワラを組み合わせた円
錐形の道祖神小屋を作り、正月の松飾り
や注連縄などと一緒に燃やす。

危機 順調 順調 順調 順調
(中断

地区有)

22

226 天王さま 榛名町 （7月21日） 室田地区
掛声とともに、子供たちが神輿を担いで
ねりだし、各戸をお祓いする。

順調 順調 順調 中断中 中断中 28

227
道祖神祭
（どんど焼き）

榛名町
1月15日前後の日
曜日

各地区
各地区で、青竹とワラを組み合わせた円
錐形の道祖神小屋を作り、正月の松飾り
や注連縄などと一緒に燃やす。

順調 順調 順調 順調
(中断

地区有)

22

228 涅槃会 榛名町 2月15日 上大島地区
地区の女性が、会場となる公民館に集ま
り、涅槃図を掛け、供物を供え、お経を唱
え、懇談する。

順調 順調 順調 順調 順調 8

229 天神講 榛名町 2月中旬 神山地区
もとは子供たちだけが集まり、天満宮にお
参りした後、飲食したが、現在は育成会
の役員と一緒に行う。

危機 順調 順調 順調 順調 29

230 念仏講 倉渕村 3月彼岸の中日 陣田地区
仏像に念仏玉を入れて、鉦と太鼓を叩
き、念仏を唱え、計13回繰り返す。

危機 順調 順調 順調 順調 24

231 産泰講 倉渕村 （3月内適宜） 暖井地区
若い嫁が身軽で出席し、産泰様に供物を
し拝んだ後、温泉や料理屋に行き会食。

順調 順調 中断中 ○ 中断中 8

232 百万遍 倉渕村 （8月第1日曜日） 綱取地区
観音堂に集まり、鉦・太鼓を叩きながら、
念仏を繰り返し唱え、終了後はお札を持
ちかえる。

順調 順調 中断中 中断中 24

233 天神講 倉渕村 12月25日 長井地区他
小学生から中学生が主体で実施し、天神
様にのぼりを立て、お参りした後、宿で飲
食し、一夜を過ごす。

順調 順調 危機 危機 29各地区

陣田

三ノ倉暖井

綱取

里見

里見

里見

久留馬

室田

室田

白川宿地区

久留馬

久留馬

妙副寺 追加

上芝 Ｃ

柏木沢今宮
地区

駒寄区 追加

白川区

白川辻区 追加

富岡蟹沢区 追加

下善地区 追加

中善地区 追加

東区 追加

富岡本村区 追加

富岡原山区 追加

生原中区 追加
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234 水沼観音縁日 倉渕村
1月16日・17日、8月
16日・17日

蓮華院
蓮華院境内で1月に初市。8月に夏の縁
日がたつ。現在も30軒程の露天が並ぶ。

順調 順調 順調 危機 危機 8

235 産泰講 倉渕村 3月28・29日 各地区
産泰神社にお参りをし、温泉・保養施設
に会場を借り、掛軸を下げ、拝礼して会
食。

順調 順調 順調 順調 8

236 天神講 倉渕村 12月25日 各地区
男女一緒で、公会堂を会場として半紙に
各人の願いを書き入れ、まとめて天神様
の祠に納め、会食、歓談。

順調 順調 危機 危機 29

237 庚申講 倉渕村 10月 各組
岩氷には3組の庚申講があり、現在は旅
館等に掛軸を掛け、会食をする。

順調 順調 順調 順調 8

238
道祖神焼き
（どんどん焼）

倉渕村 1月14日頃 各地区

各地区で、青竹とワラを組み合わせた円
錐形の道祖神小屋を作り、正月の松飾り
や注連縄などと一緒に燃やす。令和4年
現在、団体（商工会青年部や英語村）が
行っている。

順調 危機 危機 順調 22

239
ふるさと祭り
（山車まつり）

新町
8月中旬
（隔年開催）

地区
午前中に地元の各区を廻り、夕方から駅
前通りに集結する。各区により色々な山
車の種類がある。

順調 順調 順調 順調 順調 2

240 香煎祭り 高崎市 （7月29日） （氏子連と小澤組）
香煎を作り、神輿と人形櫃を渡御。神官
による神事の後、人形を碓氷川に流す。

廃絶 5

241 高崎えびす講市 高崎市 11月第4土･日曜日
高崎商工会議所・
えびす講市実行委
員会

高崎の商業振興を祈願する美保大国神
社の祭礼と、商店街での廉売。

順調 順調 順調 順調 17

242 鹿島神社の七日火 高崎市 8月7日 鹿島神社氏子連
夏祭りの夜、天下太平、五穀豊穣、家内
安全、交通安全等を祈念して花火を奉納
する。

順調 順調 順調 順調 19

243 少林山ダルマ市 高崎市 1月6日～7日 少林山達磨寺他
宵山にあたる6日の夕方から7日にかけ
て、目なしのえんぎだるまを売る初市。

順調 順調 順調 順調 27

244
榛名山の雨乞い
（榛名講）

田植え前の水不足
になった時随時

榛名山神は、農耕の神と各地に伝わり、
特に雨乞いに霊験あらたかであると信じ
られ、農村では参拝のための講が結成さ
れた。

16

245 どんどん焼き 吉井町
1月14日近辺の日
曜日

育成会他
松・竹を三角形に立てかけたやぐらを組
み早朝燃やす。

順調 順調 順調 順調 順調 22

246 祇園祭り 吉井町 7月第4土曜日 第1区・2区
第1区・2区所有の町指定山車が町内を
太鼓をたたきながら練り歩く。

順調 順調 順調 順調 順調 28

247 みそぎ流し 吉井町 7月31日 辛科神社氏子
茅萱を巻いた直径6尺の輪を神主がはら
え詞を唱えながら人々を頭からくぐらせ
て、病・災・厄をはらい去る。

順調 順調 順調 順調 順調 15

248 百万遍 高崎市 7月頃 各地区
子供達が大きな数珠を持って村中を一巡
し、各 家々の庭先や土間で唱えながら回
り、数珠をたたきつける。

順調 順調 順調 24

249 二十三夜様 群馬町 7月23日 地区
本光寺境内の二十三夜堂に祀ってある
勢至菩薩をお参りする。夜店や和太鼓の
演奏などが行われる。

盛ん 順調 順調

250
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月 地区 小屋作り及びドンド焼きを行う。 順調 順調 順調

251 金稲冶稲荷 群馬町 2月10日前後 地区
のぼり旗をたて、神酒を供え参拝し、簡単
な会食を行う。

順調 順調 順調

252 産泰様 群馬町 3月9日 地区
おんべろを飾り、神酒を供え参拝し、簡単
な会食を行う。

順調 順調 順調

253 八丁じめ 群馬町 7月15日 八坂神社氏子
各大字界に3～4本、多いところで7本程
の八丁じめを行う。

順調 順調 順調

254 八丁じめ 群馬町 7月 地区
小さい笹竹に「きりはぎ」をつけ、村境の
辻に立てる。村の外から「はやり病」が入
らないようにする。

順調 順調 順調

255 観音寺大祭 群馬町 1月17日 地区 護摩たきを行い、正月飾りを燃やす。 順調 順調 順調

256 大般若 群馬町 3月21日 地区
弘法太師様の祭で、護摩たきと般若経典
6百巻の虫干しを行う。

順調 順調 順調

257 二十二夜様 群馬町 4月22日、10月22日 講中
お産の神様。しめ縄とおんべろを飾り、参
拝する。お札を配る。

順調 順調 順調

258 薬師様 群馬町 2月8日、9月8日 講中
目の神様。しめ縄とおんべろを飾り、参拝
する。お札を配る。

順調 順調 順調

259
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月 地区 小屋作り及びドンド焼きを行う。 順調 順調 順調

天昌寺
（三ツ寺）

追加1

天昌寺
（三ツ寺）

追加1

桜山各地区 追加1

観音寺 追加1

観音寺 追加1

太師堂
（観音寺）

追加1

金古
（上宿）

追加1

金古
（上宿）

追加1

足門 追加1

山名町 追加1

本光寺境内 追加1

金古各地区 追加1

町内各所

吉井町吉
井・吉井川

神保辛科神
社

根小屋町 ※

鼻高町 ※

※

新町

鼻高町 ※

大国神社及
び市内中心
街

※

下道、他各
地区

岩氷
（他数地区）

倉渕各地区 ※

水沼

中尾、他各
地区

―43―



260
道祖神
（どんど焼き）

群馬町 1月 地区 小屋作り及びドンド焼きを行う。 順調 順調 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

火生祭
（火わたり）

群馬町 4月17日 講中
行者が中心となる祭りで、祈祷の後、無病
息災・五穀豊穣を祈願し火わたりを行い、
一般の人たちもわたる。

順調 順調 順調 順調 8

山車囃子
（高崎まつり）

高崎市
8月(第1土･日曜日
（高崎まつり)

山車保存会
山車行列や神輿の連合渡御、各種パレｰ
ド、花火大会などが行われる。

順調 順調 順調 2

屋台囃子
（鳥追い祭）

高崎市
1月(成人式前の日
曜日)

八幡六郷流お囃
子保存会

太鼓や鉦をたたき笛を吹く屋台を出して
鳥を追い、悪疫退散、五穀豊穣を願う。

順調 順調 順調 2

桐生市 0277－46－1111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

261 月例祭 桐生市
（毎月9日の前の日
曜日）

（講） 供物を供え、講員で御嶽経を唱える。 廃絶 廃絶 8

262
八坂祭典
（桐生祇園祭）

桐生市
8月第1金曜日～月
曜日

惣七町祭典委員
会

8月第1金曜日から御神輿出御、宵祭り、
御神輿渡御、本祭り、祝宴、御神輿遷
御、お旅所引継ぎ、翁祝で終了。

順調 順調 順調 28

263 金比羅様のおまつり 桐生市 ４月第2日曜日 エノキ地区
新年御例祭、4月のおまつりとも、地区住
民の社の前に集合、宮司の代わりを務め
る住民により祝詞をあげ、拝礼。

順調 順調 順調 8

264 初午 桐生市 3月初めの日曜日 町会
享和の大火が2月の初午の日だったこと
から、この日に山の稲荷にこもって祈願し
たのが始まり。

順調 順調 順調 26

265 日限地蔵尊 桐生市
4・10月の24日に近
い日曜日

寄居地区住民
旗2本を立て、読経の後、参拝者には御
姿（地蔵尊を描いた原画）・ごふう（半紙で
くるんだお菓子）を配る。

順調 順調 順調 8

266 天王祭 桐生市
7月20日に近い日
曜日

寄居地区住民
石宮とその隣に3つある庚申塔の前に斉
竹をたて、祝詞をあげ、地区の無病息災
を祈願する。

順調 順調 順調 28

267 一本木祭り 桐生市
8月24日頃の土・日
曜日

町会
八坂神社のお祭り、東澤寺の地蔵盆を統
合。お札を焚き、翌日神輿の渡御。

順調 順調 順調 8

268 薬師講 桐生市
10月16日前後の日
曜日

後谷薬師講
夕方6時頃、薬師様の御堂に集合し、十
三仏を唱えた後、直会。

順調 順調 危機 8

269 庚申さま 桐生市 12月中旬頃
広沢町西地区住
民

庚申塔に行き、おさご（米）と線香をあげ
て拝む。宿（当番）に行って掛軸を掲げ、
供え物をしてお参りする。

中断中 復活 順調 8

270 観音様まつり 桐生市
1月第3日曜日、8月
16日

梅田2丁目の8組
合

7組合が交代で当番。しのに旗を立て、お
供えをする。

順調 順調 順調 8

271 庚申さま 桐生市 （庚申の日） （天神組（組合））
宿に集まり、庚申の掛軸を掲げ、供え物
をしてお参りし、各人願い事をする。平成
7，8年頃から中断。

中断中 中断中 中断中 廃絶 廃絶 8

272 天祭り 桐生市
（3月第1日曜日、以
前は7月15日）

（穴切組合）
宿（当番）が精進料理・一升搗きのお供え
をする。八坂神社の石宮に集まり、供物を
供える。

廃絶 廃絶 廃絶 28

273 ぼんでんまつり 桐生市 3月第1日曜日 上ノ原組合
ぼんでん2本をあらかじめ作っておき、登
り口にぼんでんを立てる。石宮の前の木と
木の間にシメ縄を張り、拝礼。

順調 順調 順調 3

274 天祭り 桐生市
（3月第1日曜日、以
前は3月3日）

（前東組合）
当番が供物を用意し、拝礼。直会。この
時供えたおさごを妊婦に配ると、お産が
軽く済むという。

廃絶 廃絶 廃絶 28

275 天祭り 桐生市 3月第2日曜日 皆沢組合
集会所で宮司に書いてもらった御札を篠
に付け、各家の耕地に立てる。

順調 順調 順調 28

276 愛宕さまのおまつり 桐生市
4月10日前後の日
曜日

梅田町6組合
6組合が交代で1年ごとに当番。山に登
り、石宮に幣束などの供物を供え、拝礼。

順調 順調 順調 8

277 雷電さまのおまつり 桐生市
（4月第3か第4日曜
日）

小谷戸（組合） 石宮にお供えと御幣を供える。 順調 順調 中断中 8

278 弁天さままつり 桐生市 （4月15日）
（弁天様の近所有
志）

供物やろうそくを持って石の祠へ行き、お
供えをして拝礼。女の子が健やかに成長
するよう祈願する。

廃絶 廃絶 8

愛宕神社

雷電石宮

弁天様

山の石宮

大神宮さま

皆沢地区

浅部観音堂

宿

穴切八坂神
社

広沢町7丁
目東澤寺

後谷薬師堂

西

広沢7丁目
山の稲荷

寄居日限地
蔵尊

寄居地区石
宮前

御嶽神社

八坂神社
（本町1～6
丁目）

広沢5丁目
金比羅宮

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

八幡 ※

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

伝承状況
祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

上郊各地区 追加1

中里児童館

※
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279 山神まつり 桐生市
（4月15日に近い日
曜日）

（石鴨4組合）
7軒で行う。根本山神社奥の院や十二社
など50社に御弊と御神酒を手分けして供
える。

廃絶 廃絶 廃絶 17

280
おしょうじん
（山の神祭り）

桐生市 （4月第2日曜日） （中村(組合)）

7軒で行う。2人づつ組んで、手分けして
山神神社19社と庚申塔2カ所の計21社に
参拝し、御幣、おさご、煮干し、御神酒を
供える。

廃絶 廃絶 廃絶 17

281 山神さままつり 桐生市 4月第3日曜日 忍山氏子 お供え（2段のもち）・赤飯等をそなえる。 順調 順調 17

282 庚申さま 桐生市
（4月下旬・10月中
旬）

（上ノ原上組合）
宿（当番）の人が、庚申塔にうどん・酒・団
子などを供える。

廃絶 廃絶 廃絶 8

283 庚申さま 桐生市
（年に2回春・秋(以
前は年4回)）

（東間谷戸組合の
有志）

交代で宿をつとめ、十三仏の掛軸を掛
け、御膳に供物を用意し、灯明と線香を
用意する。

廃絶 廃絶 8

284 大黒さまのおまつり 桐生市
（5月第1日曜日(以
前は八十八夜)）

金沢組合
三峰さまと山の神などの祭り統合。供物を
供え、三峰や山の神の石宮まで登り、参
拝。

順調 順調 中断中 8

285 大杉さま 桐生市
（8月第1日曜日、以
前は7月23日）

（大杉神社氏子）
前日に八丁じめ作成。集落の境界に張
る。祝詞をあげ、玉串奉奠。疫病除を祈
願する。

廃絶 廃絶 廃絶 8

286 観音堂まつり 桐生市 （9月）
3～5年毎に行われる。うどん・煮物・御神
酒などを供え、お経をあげてもらう。

廃絶 廃絶 廃絶 8

287 薬師ごもり 桐生市
相談して決定（10月
～11月）（旧9月9
日）

桐生川の西側集
落

8時ころ、団子・煮物・花・線香・灯明をあ
げて除病・健康祈願を行う。

順調 順調 8

288 庚申さま 桐生市
（10月か11月の都
合の良い日）

（細谷戸）
7時に集まり、用意された掛軸と御膳にう
どんや料理・酒を供え線香を立てる。

廃絶 廃絶 廃絶 8

289 山神さまのおまつり 桐生市 （10月10日前後） （小谷戸(組合)） 石宮にお供えと御幣を供える。 廃絶 廃絶 17

290 庚申さま 桐生市
（11月23日、以前は
4回）

（中井組合） 供物をし、拝礼、飲食。 廃絶 廃絶 8

291 山神さまのおまつり 桐生市
（4月第2か第3日曜
日）

大上組合
山神宮の前に参集し、供物を供え、お参
り。

順調 順調 中断中 17

292 阿弥陀さまの供養祭 桐生市 （5月中の日曜日） （奉讃会）
弥陀三尊像に上新粉と白玉粉で作った
団子を供える。

廃絶 廃絶 廃絶 8

293 薬師堂祭典 桐生市 （7月最終日曜日） 勝島薬師講
男性は行灯を用意し、街道沿いに並べ、
女性は団子の用意。祈祷後、お詣り、数
珠繰りが行われる。

順調 順調 中断中 8

294 観音さまのおまつり 桐生市 （8月17日） （大上組合）
お堂に集まり、馬頭観音にお詣りをした
後、直会。点されたろうそくは安産のお守
りとされる。

順調 廃絶 廃絶 8

295
名久木観音さまのおま
つり

桐生市
9月初めの土・日曜
日

5丁目第4町会
前夜祭では、お経の後、法話。護摩修行
の後、直会。

順調 順調 順調 8

296 庚申待 桐生市 （庚申の日） （庚申講員）
青面金剛像の掛軸に供物と線香を供え
る。飲食、歓談。

廃絶 廃絶 廃絶 8

297 山神さまのまつり 桐生市 2月第1日曜日
上小友（上・中・下
組合）

ボンゼンを作り、仮宮で拝礼し、供物を供
える。山の安全・風水害除け・火事除けな
どを祈願。

順調 順調 順調 17

298
灸天稲荷の初午おま
つり

桐生市
旧初午の前の日曜
日

和田・小此木・久
保田家

3家で会費を出し合い、回り番で当番と
なって準備。参拝者は一対のオビヤッコ
（御白狐？）を奉納し、お参り。

順調 順調 順調 26

299 天祭り 桐生市
（3月第1～3の都合
の良い日曜日）

（上平下組のうちの
元農家12軒）

小麦粉を5合くらいずつ宿に持ち寄りうど
んを作  る。床の間に小さな机を置き、供
物を供え、床の間に向かい拝礼。

廃絶 廃絶 廃絶 28

300 観音様のおまつり 桐生市 （春の彼岸） 観音近くの7・8軒
小雀馬頭観音と書かれた幟旗を2本立て
る。供物を供え拝礼。御札と赤飯等を参
拝者に配る。

順調 順調 中断中 8

301 不動さんのおまつり 桐生市 （4月第1日曜日） （菱町5丁目）
供物を供え、読経をする。病気平癒を祈
願。

廃絶 廃絶 廃絶 8

302 雷電さまのおまつり 桐生市
（4月第1か第2日曜
日）

（雷電神社氏子）
梵天を作り、供物用意。頂上で梵天を松
の木に縛り付け、拝礼。その後、直会。

順調 廃絶 廃絶 8

303 子育て観音のおまつり 桐生市 （4月第2日曜日） （茂倉・籾谷地区）
供物が供えられ、読経。子供の健康祈
願。

廃絶 廃絶 廃絶 8

304 雷電さまのおまつり 桐生市 （4月第3日曜日） 上小友（3組合）
ボンゼンを作り、山の石宮へ行き、木に縛
り付ける。供物を供え、拝礼し直会。

順調 順調 中断中 8

子安観音堂

雷電神社

小雀観音

不動

雷電神社

山神の石宮

灸天稲荷社

宿

駒形子安観
音

高源寺

5丁目第3町
会

大上組合

三丁目

勝島薬師堂

宿

山神石宮

宿

大杉神社

忍山、観音
堂内

馬立集会所
（元薬師堂）

上ノ原

宿

大黒さま石
像と社務所

山神神社

山神神社

忍山、山神
の石宮前
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305 お釈迦さまのおまつり 桐生市 5月第2日曜日 茂倉・籾谷地区
1時間ほど山を登り、釈迦のクボまで行く。
供物を供え、全員で拝礼。山仕事の安全
祈願、現在は各人の願い事。

順調 順調 順調 8

306 機神さまのおまつり 桐生市 7月第1土曜日 菱織物協会
幟旗2本設置。神事、直会を行い、御札を
配る。

順調 順調 順調 3

307 石尊さまのおまつり 桐生市
（7月最後の日曜
日）

引田・小松組合
八坂神社のお祭りと統合され現在は天王
様のお祭り。御幣・梵天を木に縛り付け
る。

順調 順調 中断中 16

308 お地蔵さまのおまつり 桐生市 8月最後の日曜日
育成会により運営
上平（上・下組）

旗を参道の両脇に立て、供物を供える。
和讃も行われ、参拝者は拝礼し、数珠繰
りを行う。

順調 順調 順調 8

309 産土さまのおまつり 桐生市 10月第1日曜日 引田組合
男性だけ石宮に出向き、拝礼。供物を供
え、御神酒で乾杯。後、社務所で女性を
含めた全員で拝礼し直会。

順調 順調 順調 8

310 道陸神 桐生市 （2月）
（道陸神の近所5・
6軒）

道陸神にお供えをあげ、拝礼する。不自
由な足を直すことや健康を祈願。

順調 廃絶 廃絶 22

311 桑ノ代十二山神社祭 黒保根村 （4月12日）
十二山神社氏子
連

以前は講が組まれたが、現在はない。安
産子育てを祈願する。

順調 順調 順調 順調 中断中 15

312 蚕影様のおまつり 黒保根村 (4月23日） （栗門全戸）
石尊山があって、山頂に石祠があり、順
番の宿の人が赤飯を炊く。

廃絶 廃絶 廃絶 17

313 庚申講 黒保根村 （旧暦10月16日） （高楢組）
床の間に庚申の掛軸を掛け、だんごが
16，ご飯、うどん、おかゆを供え、飲食し
た。

危機 危機 廃絶 廃絶 廃絶 8

314
諏訪神社の奉納子供
相撲

黒保根村
（8月下旬の日曜
日）

（城子ども相撲保
存会）

以前は大人の草相撲として実施。現在は
子供会育成会が核となり、子供相撲を
行っている。

順調 順調 順調 廃絶 廃絶 22

315 荒神まつり 黒保根村 （秋の道普請の後） （八木原地区）
地区民はこぞって登山し、神事の後に宮
の庭前で祝宴を張る。

順調 順調 危機 廃絶 廃絶 30

316 武井天笠天神講 新里村 （1月5日） （武井天笠地区） 順調 廃絶 廃絶 29

317 庚申待 新里村
（春を中心に一部秋
行う）

中断中 中断中 中断中 8

318 赤城の山開き 新里村 （5月8日） 板橋・新川地区 コミネ峠をこえて大洞まで行った。 中断中 中断中 中断中 8

319
新川宿天王様（祇園）
祭

新里村
（7月最後の日曜
日）

新川地区 中断中 中断中 中断中 28

320 赤城神社八坂まつり
(武井赤城神社祇園)

新里村 8月第１土曜日 小林・武井地区 順調 順調 順調 28

321 榎薬師縁日 新里村 （11月12日） 目の神様 順調 順調 中断中 8

322 桐生日限地蔵尊 桐生市 毎月24日 観音院能満寺
1月初地蔵12月納地蔵は参詣者と露店で
賑わう。

順調 順調 順調 27

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

ゑびす大講 桐生市 11月19・20日
関東一社桐生西
宮神社

11月19日が「宵祭り」、20日が「本祭り」。
参道には露店が並び、商売繁盛を願う多
くの参詣客で賑わう。

順調 順調 順調 17

地蔵盆百万遍念仏 桐生市 8月24日 北泉会

墓地に無数の裸ロウソクが灯されるなか、
地区の住人が鉦と太鼓の拍子に合わせ
「ナムアミダブツ」と念仏を唱えながら桐材
の大型母珠を多用した念珠を繰りまわ
す。

市 順調 順調 順調 24菱 ※

山上西後閑

東  観音院
境内及び周
辺

※

宮本町 ※

村内各地

新川八坂神
社

武井赤城神
社

八木原

武井天笠

各地

栗門全戸

高楢

城

産土組合

道陸神

八木原

栲機姫神社

石尊神社

地蔵の前

お釈迦のク
ボ（釈迦の像
前）
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伊勢崎市 0270－75－6672

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

323 御嶽様 伊勢崎市

4月3日
（春季祭典）
10月17日
（秋季祭典）

華蔵寺町民
祭典の前日には宵祭りを行う。宵祭りは
幟を立て、燈籠も50ほど出る。祭典では
昔は踊りをお寺の境内でやった。

順調 順調 順調 順調 順調 8

324 寿町天王様 伊勢崎市
4月初めと10月半
ば。前日に前夜祭
がある

寿町区

役員、組長代表・子供達が集まり、一同
揃って参拝後、大人にはお神酒と弁当、
子どもにはジュースと菓子が配られる。前
夜祭は簡単なもので、大人のみが参加す
る。

順調 順調 順調 順調 順調 8

325 節分会 伊勢崎市 節分の日 大手町三区
区民挙げて、昼は抽選会・子供用ダルマ
菓子配り等を行い、夜は宴会（節分会）を
催す。

順調 順調 順調 順調 順調 8

326 庚申講 伊勢崎市 庚申の日（年１回）
大手町三区庚申
講

庚申様参りにくる人と町内で信仰している
人とで、庚申の日に一夜寝ずに過ごす。

順調 順調 順調 順調 順調 8

327 茂呂の灯籠流し 伊勢崎市 7月31日夜
美茂呂町祭典委
員会

水難防止・雨水の恵み祈念しての祭り。
明治末からは水難者の慰霊を込めて広
瀬川に浮かべる燈籠流しを行う。

順調 順調 盛ん 順調 順調 4

328
秋葉神社奉納子供相
撲

伊勢崎市 （11月23日） 子供育成会

かつては、親戚、縁者を招待しての町内
をあげた祭りであったが、最近は相撲を
取る人が少なくなり、子供育成会を中心
に行っている。

順調 順調 順調 順調 中断中 22

329 どんどん焼き 伊勢崎市
初市（1月11日）後
の最初の日曜日

東本町親和会
正月飾り等を一ヶ所に集めて燃やす行事
である。

盛ん 盛ん 順調 順調 順調 22

330 三峯講 伊勢崎市 （4月中旬日曜日） （東本町三峰講）
西組・中組・東組の3グルｰプの講が別々
にお宮を祀り、活動している。

危機 危機 廃絶 廃絶 ○ 廃絶 8

331 十日夜 伊勢崎市 （旧暦10月10日）
わら鉄砲で大地をたたきながら大声で騒
ぐ。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

332 秋葉様のお祭り 伊勢崎市 （11月23日）
秋葉神社は火伏せの神であり、各地毎に
相撲大会が行われている。

順調 順調 順調 順調 中断中 8

333 玄蕃広場相撲大会 伊勢崎市 （3月第2日曜日） 間ノ山区

江戸期に上岡玄蕃が税負担に苦しむ農
民の窮状を領主に直訴した結果、斬刑に
処せられた。相撲好きであった玄蕃の供
養のために相撲が行われた。

危機 順調 順調 順調 中断中 10

334 神楽廻し 伊勢崎市
3月15日に1番近い
日曜日

八坂区
幣束を作り、太鼓を先頭にお祓いし、続
いて神楽（獅子）が頭を軽く噛み、無病息
災を願う。平成10年より復活。

順調 順調 順調 中断中 順調 15

335 波志江祇園祭り 伊勢崎市 （10月17日）
波志江町各組屋
台囃子保存会

毎年行うわけではないが、最近では、平
成2年、12年、20年にそれぞれ行われた。

市 順調 順調 順調 順調 中断中 28

336 稲岡組の秋葉祭り 伊勢崎市 11月23日 稲岡組
行政役員が中心となり、石宮に参詣、飲
食する。

盛ん 盛ん 順調 順調 順調 8

337 社日講 伊勢崎市
（3月・10月の土･日
曜日）

（田中島町区民） 当番の家に集まり飲食、談笑。 危機 危機 廃絶 廃絶 廃絶 8

338 おくんち 伊勢崎市
10月17日前後の日
曜日

飯玉神社氏子

昔は花馬を出したり、各町内に幟を立て
た。現在は、神社より様々な衣装を着て
町内を練り歩く。御神講といい1年置きに
やっている。

順調 順調 順調 順調 順調 8

339 八十八夜 伊勢崎市
（通年は5月2日閏
年は5月1日）

檀信徒・縁者

農事、蚕業の振興、厄除け、家内安全の
祈祷法要を行う。かつては稲含様から奥
の院まで弊をつけたシメ縄を張り、その幣
を蚕につけておくと良い繭がとれたとい
う。

順調 順調 順調 順調 中断中 17

340 本妙寺鬼子母神祭 伊勢崎市 11月第4土・日曜日 本妙寺檀家信徒
山王町各町内で万灯を作り、それを引い
て鬼子母神様に奉納する。両日にわたっ
て開扉法要と大衆法要加持祈祷を行う。

危機 順調 順調 順調 順調 4

341
お手長講
（お手長様）

伊勢崎市 1月2日
下道寺町お手長
講

講の当番が、年末に埼玉県大里郡寄居
町の壱岐天手長男神社に参詣してお札
を貰い受け、元旦の朝、講中の家々に順
に廻し、水をかけることで、火事を防ぐこと
ができると信じられている。

順調 順調 順調 順調 順調 15

342 庚申様 伊勢崎市
11月・12月の日曜
日

清水町区
庚申様を祭った後に区の会議所で飲食
する。

順調 順調 順調 順調 順調 8

343 摩利支天尊 赤堀町 元旦 火雷神社氏子
勝負の神であり、願いが成就すると木刀
をお礼に奉納することになっている。

順調 順調 順調 順調 順調 8

344 観音供養会 赤堀町
2月最終土曜日また
は日曜日

赤堀今井町一丁
目・二丁目

二体あった観音様のうち一体を売却した
後、異変が起きたので、買い戻して、宝珠
寺に安置し、観音供養としてお経をあげ
る。

順調 順調 順調 順調 順調 24

345 お念仏 赤堀町 4月8日 香林地区
お釈迦様の誕生日に、前年度の死亡者
を弔うために老人会が堂内で念仏を唱和
する。

順調 順調 順調 順調 順調 24

今井宝珠寺

香林下

下道寺町

馬見塚清水
町

香林火雷神
社境内

堀口町

柴町泉龍寺

山王町

波志江町

波志江町稲
岡組

田中島町

宮前町

波志江町

波志江町

東本町

東本町西・
中・東組

殖蓮全域

大手町

美茂呂町水
神宮

茂呂町秋葉
神社

華蔵寺町

寿町天王宮
石宮前

大手町

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

伝承状況
祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織
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346 飯玉神社祭典
(八坂神社祭典）

赤堀町 4月10日 飯玉神社氏子 神主の神事終了後、拝殿で飲食する。 順調 順調 順調 順調 順調 28

347 蚕影山祭 赤堀町 （5月八十八夜） （農事組合）
養蚕村であったため、養蚕のなくなった
現在でも引き継がれ、家内・交通安全祈
願を行う。

順調 順調 順調 順調 廃絶 17

348
葉端庚申様八十八夜
のお祭り

赤堀町 (5月八十八夜)
葉端又は一本杉庚申様が祀られており、
初夏の八十八夜に蚕・五穀豊穣・家内安
全祈願を行う。

順調 順調 廃絶 廃絶 廃絶 17

349 八幡宮の祭典 赤堀町
4月第2日曜日
(春の祭典)、10月第
2日曜日(秋の祭典)

下触地区
神社の清掃後、シメ縄を張り、供物を供
え、区民の幸を祈願する。

順調 順調 順調 順調 順調 28

350 天王様祭り 赤堀町 7月20日 五目牛地区

天明の飢饉の時に疫病がはやり、天王様
を祀ったことから、疫病が終息した。その
後、現在まで、幟を立て、供物を供え祈願
する。

順調 順調 順調 危機 危機 28

351 八坂神社祭 赤堀町 7月最後の日曜日 今井仲地区

今井神社に合祠した八坂神社の石宮鳥
居にしめ縄を張り、御神燈を立て、供物を
供え拝礼し、家族の無病息災を祈願す
る。

順調 順調 順調 順調 順調 28

352 天王様 赤堀町 7月最後の日曜日 祭典委員会
明治初期から行われていたお祭りで、神
輿を出し練り歩いた。現在は山車の巡行
をしている。

順調 順調 順調 順調 順調 28

353 七夕灯籠祭り 赤堀町 盆前の土･日曜日 健全育成会
中央を通る大通りの両側に燈籠を立て、
疫病の流入を防ぎ、併せて亡くなった人
達への供養を行う。

順調 順調 順調 順調 順調 15

354 地蔵様祭り 赤堀町 （8月23日）
（子育地蔵保存
会）

明治初年にエンガで掘り当てた地蔵を疫
病の時祈願して効験があったので、以
後、子育地蔵として供物を供え祀る。

順調 順調 順調 廃絶 廃絶 15

355 薬師様 赤堀町 10月22日 香林地区
中原地区に祠が以前からあり、目の守り
神として信仰されてきた。縁日には燈籠を
立て、飲食歓談する。

順調 順調 順調 順調 順調 15

356 秋葉権現祭 赤堀町 (12月16日） （今井・西原地区）
防災・防火の神として火伏の信仰により、
家内安全五穀豊穣を祈願する。

順調 順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

357 地神講 境町
（2～3月彼岸までの
雨か雪の日かその
翌日）

（下渕名字東横町
9軒）

元治元年（1864)から始まっていたといわ
れる講。夕刻、宿の家に集まり地神様の
掛軸を拝み、豊作を祈念する。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

358 毘沙門様祭り 境町 （4月8日） 毘沙門講
平塚・米岡・境地区を主体とした講員と一
般の信仰者により祭りが執り行われる。

順調 順調 順調 順調 中断中 8

359 観音様祭り 境町 （4月9日） （隅谷一家7軒）
隅谷家墓地の西に隣接した観音堂に納
められる観音様を同族集団の講組織で祀
る。

順調 順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

360 大祓と八丁注連 境町 6月30日 赤城神社氏子
大祓いの祭事後、村の出入り口に当たる
主要道路 6ヶ所に八丁注連を立てかえ
て、交換する。

順調 順調 順調 順調 順調 15

361 境町の祇園祭 境町 8月第1土・日曜日 境区長会
瑳珂比神社に合祀された八坂神社の祭
り。石宮であるが、祭りは盛大に行われ
る。

順調 順調 順調 順調 順調 28

362 瑳珂比弁財天祭り 境町
（8月21日に近い日
曜日）

（瑳珂比弁財天奉
賀会）

境公園沼の祠堂に安置された弁財天前
に幟を立て、本尊の開帳と供物が供えら
れる。

順調 順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

363 川施餓鬼 境町 （9月第1土曜日）
（ヤングスズラン
会）

大正12年の関東大震災の殉難者供養か
らはじ まった行事で、燈籠流しを行い、
お経の掛軸が掲げられる。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 19

364 小此木の石尊様祭り 境町 7月28日
小此木地区の一
部

石尊様を祀る石燈籠（安政6年(1859)建
立銘)にシメ縄を張り、供物を供え拝礼。こ
の日より1ヶ月間夕方世話人が燈籠に灯
明を灯す。小此木の一部の地域、20戸ほ
どで行っている。

順調 順調 順調 順調 順調 15

365 奉納子供相撲 伊勢崎市 1月5日 新宿行政役員
摩利支天奉納相撲。組内の子供が取り組
みを行う。

順調 順調 順調 順調 10

366 初市天王祭り 伊勢崎市 （1月11日）
（伊勢崎織物協同
組合）

近世の頃の一・六の六斉市の名残をとど
める。市神牛頭天王を迎えての伊勢崎織
物協同組合の式典。

順調 順調 順調 廃絶 27

367 お川入れ 境町 7月7日
氏子総代・祭り世
話人代表

赤城神社に安置する懸仏二体を利根川
の川瀬に浸して、洗い清める神事。

順調 順調 順調 順調 30

368 奉納子供相撲 伊勢崎市 1月8日
下波志江行政役
員

秋葉様の奉納相撲。組内の子供が取り組
みを行う。

順調 順調 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

倭文神社の田遊び 伊勢崎市 1月14日
倭文神社の田遊
び保存会

晩方、白装束を着けた氏子の祭員が、笹
竹を振りながらご神歌を唱え、鳥居と拝殿
を三往復した後、町内を巡行する。その
後、再び鳥居前に整列し同様に三往復
する。このご神歌は県内に類例が無く貴
重である。

市 順調 順調 順調 4

波志江町字
下波志江

追加1

東上之宮町 ※

波志江町字
新宿

※

伊勢崎織物
協同組合事
務 所・本町
通り

※

平塚  赤城
神社

※

境

境佐波新田
用水路

小此木

米岡隅谷家
の観音堂

平塚赤城神
社

境

今井・西原

下渕名

平塚天人寺

西久保

五目牛

香林

五目牛

今井沖今井
神社

西久保

今井南区

間野谷

下触八幡宮

堀下
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太田市 0276－20－7090

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

369 冠稲荷神社初午大祭 太田市 3月第3日曜日 冠稲荷神社氏子
獅子舞や厄除け稚児行列、稲荷神餅祭
（神籖餅、ツジウ繭玉餅奉献、御弓奉射）
などが行われる。

順調 順調 順調 順調 順調 26

370 蚕影祭り 薮塚本町 （1月14～16日）
1月14日の朝に山から採ってきた山桑の
枝にマユダマを木に吊し、神社に奇数個
奉納。15・16日の間飾る。

廃絶Ｂ 廃絶 廃絶 廃絶 17

371 大原祇園祭 薮塚本町 7月最後の土曜日 大原5区 屋台が出てお囃子を演奏。 順調 順調 順調 順調 28

372
新海霊神（御嶽様）例
祭

薮塚本町 （11月第1日曜日）
春と秋の例祭にひょっとこ踊りを行う。（橋
本さん個人でやっている）

順調 順調 中断中 〇 中断中 8

373 風の神送り 薮塚本町
12月31日（12月
15日）

湯ノ入育成会

ターラベシという俵の蓋をつないで、幣束
を立ててその回りを四方旗（風の神）で囲
み、風の神送りと唱えながら地区内を一
巡する。

順調 順調 順調 順調 3

374 色地蔵祭 新田町 8月23日・24日
子育色地蔵保存
会

地蔵堂・本尊様の清掃、仮設舞台の設置
などを前日に行い、当日午後から供養が
行われる。

順調 順調 順調 順調 19

375 八幡神社例祭 新田町 10月第3日曜日
赤堀獅子舞保存
会

神主・氏子が参拝の後、獅子舞奉納、村
内を一周する。

順調 順調 順調 順調 8

376
おぎょんまつり
（祇園）

新田町 7月末の日曜日 育成会・子供会
御輿をかついで回る。獅子頭は3体ある
が重くて担げず、神社の前に飾る。夕方
からゲｰム、カラオケ等を実施。

盛ん 順調 順調 順調 28

377 諏訪祭 新田町 8月上旬の日曜日 体協・育成会
子供会の鼓笛隊とリヤカーに乗せた御輿
を引きまわす。お札は諏訪神社真璽を各
戸配付。

盛ん 順調 順調 順調 8

378 雨乞い天王様 新田町 不定期 大根神社氏子

日照り続きの時期に真夜中に神輿を担ぎ
出し大根神社東方約400ｍにある矢太神
沼へ放りこむ。雨が降ったら沼から引き上
げ、村中を担ぎまわす。

盛ん 順調 順調 順調 11

379 観音講 新田町 4月20日 四軒の曲輪
4月20日は大祭で、観音様を祀り、赤飯を
炊いて飲食する。

盛ん 順調 順調 順調 8

380 祇園祭 新田町 7月後半日曜日 神明宮氏子
屋台でお囃子をしたり、余興で踊りを行
い、最後にくじ引きで景品がもらえる。

盛ん 順調 順調 順調 28

381 祇園祭 新田町 7月28日
御神輿（大人用・子供用）をかつぐ。大人
用はかつぎてがいない。

盛ん 順調 順調 順調 28

382 雨乞い 新田町 （不定期）

干天続きの時、八大龍王様と呼ばれた
10cm足らずの小さい石片を高寺川の分
水の箇所に持って行き水をかけて雨乞い
をした。

盛ん 順調 順調 廃絶 11

383 蓑笠不動 新田町 （不定期）

日照りが続くと小祠の中に60cm位ある蓑
笠不動と呼ばれている像を三角池などに
入れて若人がもむ。地区内を担いでまわ
る。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 11

384 獅子廻し 尾島町 7月第1日曜日 氏子
厄神除けを祈り、獅子頭の入った神輿の
ムラ回り。各戸の屋敷前に着くと神輿の下
を家人がくぐり、お札をもらう。

盛ん 順調 順調 順調 15

385 祇園祭 尾島町 7月19・20日 町内、神社総代他
2日間にわたり、各町内会所に町全戸の
人が集まる。八カ町を大人神輿が渡御す
る。

盛ん 順調 順調 順調 28

386 水神まつり 尾島町
7月25日前後の日
曜日

嶋耕地住民

大館には河岸があり、発祥は明らかでは
ないが、水神祭と川施餓鬼の一体化した
行事。大杉様と水神宮に祈り、川施餓鬼
の行事を行う。

盛ん 順調 順調 順調 16

387 恵比須講 尾島町 11月19・20日
神社奉賛会・神社
総代

神社奉賛会と商店会との合同祭。奉賛会
はお参りした人にお札と熊手を配る。

盛ん 順調 順調 順調 17

388 鎮火祭 尾島町 12月15日 氏子総代

秋祭りの奉納の時に奉納された阿久津の
獅子舞で使用した消炭を保管しておく。
消炭に火をおこしてお札を炙り、各戸に
配る。

盛ん 順調 順調 順調 1

大館子嶋耕
地

尾島雷電神
社

岩松八幡宮

村田

押切三柱神
社

尾島須賀神
社

新田市町神
明宮

小金井

小金井般若
高寺川分水
地

花香塚

大根神社・
矢太神沼

村田四軒

木崎橋下長
命寺門前

赤堀

金井

大原中町

寺下・杉塚
新海霊神

湯之入

備考

細谷町冠稲
荷神社

湯之入

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

問合せ先 教育委員会（文化財課）
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389 閻魔様 尾島町 1月16日・8月16日 南八区民
万灯・辻灯を新しく張り替え、立てる。賽
銭をあげてせんべいをいただく。

盛ん 順調 順調 順調 3

390 ナイダーナイダー 尾島町 7月1日 出塚本村地区
竹縄を数珠に見立てて、円陣を作り、左
回りに3回「ナイダー、ナイダー」と唱えな
がら回す。綱を切り、各戸に配る。

盛ん 順調 順調 順調 15

391
石尊様（アフリ（阿不
利））様

尾島町 7月25日～8月16日 下新田区民
八坂神社の祇園祭終了後、アフリ神社に
燈篭を立て、燈篭を中心に四隅に若竹を
立ててシメ縄を張る。

盛ん 順調 順調 順調 16

392 義貞様 尾島町 8月1日
世良田上町・上新
田・今井

新田義貞を祀った祭礼である。3地区の
行司により義貞様と呼ばれる木造を本堂
須弥壇の廊下に据え置き、祈祷。

盛ん 順調 順調 順調 8

393 雨乞い地蔵 尾島町 （10月第3日曜日） 下町区民

「地蔵尊」の幟を立て、行灯を下げ辻灯を
立てる。参拝者に団子を分け、夜になると
読経する。（火災にあってからはやってい
ない）

盛ん 中断中 中断中 中断中 16

394 粟がら薬師 尾島町 11月上旬 粕川字本郷地区
供物を供えた後、読経。以前は一晩中粟
がら（今は古材）を燃やし続けたが、今は
係の人がいる間だけ燃やす。

順調 順調 順調 順調 17

395 世良田祇園 尾島町 7月第4土・日曜日 氏子
引き屋台の巡行。かつては神田明神、秩
父の妙見祭りとならび関東三代祭りの一
つに数えられていた。

順調 盛ん 順調 順調 28

396 秋葉様 尾島町 春・秋 下新田区民
春と秋の年2回行う火難除け（火伏せ）の
行事。米、塩、酒等をお供えし、八坂神社
の宮司による厄払いを行う。

順調 順調 順調 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

御嶽神社御筒粥神事 太田市 （2月9日） 御嶽神社氏子

大鍋に粥をつくり、すだれ状に麻でおら
れた長さ 10cmの中空のヨシガラ33本を二
つ折りにして入れ、粥の入り方で農作物
の豊凶を占う。

順調 順調 中断中 中断中 中断中 11

祇園祭
（沖之郷祗園囃子）

太田市 7月第2日曜日 沖之郷町地区
八坂神社の祇園祭で、式典の後、山車3
台を地区内に巡行。祇園囃子を奉納す
る。

市 順調 順調 順調 順調 順調 28

伊勢神宮弓引き 太田市 1月7日 伊勢神社氏子
神社境内にて、4～6歳の男子が弓で矢を
1本放ち、的の黒星を射る。子供の成長
祈願を祈念して行われる行事

順調 順調 順調 危機 順調 12

浅間神社初山参り 太田市 7月24日 浅間神社氏子
子供の無事成長を願い、1歳未満の子供
をお参りさせる、参拝した後、額や着物の
ひもに神社の神印を押してもらう。

順調 順調 順調 順調 順調 23

浅間様火祭り 太田市 8月26日 浅間講社
境内にしめを張り、薪を中に山積みにし
て、祈祷の後、火をつけオタキアゲする。
火難除けや安産祈願。

順調 順調 順調 危機 順調 1

浅間様火祭り 太田市 8月25日 御霊神社氏子
浅間様の境内にしめを張り、薪を中に積
み上げ、祈祷の後オタキアゲをする。火
難除けや安産祈願。

順調 順調 順調 順調 順調 1

鏑矢祭 新田町 5月8日 氏子総代会
以前は市野井の柿塚八幡で行われてい
た。今は生品神社で新田義貞の鎌倉幕
府討伐にちなんで矢を神社で放つ。

盛ん 盛ん 順調 順調 12

龍舞賀茂神社の萬燈
祭

太田市 4月第2日曜日 龍舞萬燈保存会
龍舞町の各コウチで製作した十数基の萬
燈を賀茂神社に奉納し、神社境内や通り
で子供たちが萬燈を担ぎ振り回す。

県 盛ん 盛ん 順調 順調 3

東長岡神明宮お田植
祭

太田市 4月第2日曜日
東長岡神明宮お
田植祭保存会

神社の境内にシメ竹をたて、神官の祈祷
の後、氏子が鍬の振り起こし、種蒔き、堆
肥ちらし、田植えという田植えの一貫作業
の真似をする。

市 順調 順調 順調 順調 4

長手の浅間神社初山
参り

太田市 7月第4土・日曜日 金山浅間神社
一年以内に生まれた子供を連れてお参り
し、神印をひたいや帯におしてもらい、子
供の無事成長を願う。一晩中行っている。

順調 順調 順調 順調 23

沖之郷のナイド（百万
遍）

太田市
7月25日に近い日
曜日

沖之郷町

やり方は各コウチで若干の違いがある
が、数珠をひっぱった子供たちがコウチ
内の各戸をナイド、ナイドといいながらま
わる。

順調 順調 順調 順調 24

沼田市 0278－23－ 2111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

397 十二山神まつり 沼田市 旧2月12日
町内の十二軒の仲間で講をつくり山の神
の信仰を行っているものである。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 17

398 お観音様 沼田市
4月28日・29日（旧3
月18日を中日）

正覚寺・三光院

正覚寺では百体観音の祭典でお観音様
と呼ばれる。観音堂が開かれ、境内及び
参道等に出店などが出て市が開かれる。
三光院では十一面観音を祀る観音祭りで
ある。かつては4月18日に行われた。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 27

柳町

鍛冶町・柳
町

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考
伝承状況

沖之郷町 ※

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

龍舞町 ※

東長岡町 ※

長手町 ※

古戸町長良
神社境内

茂木町御霊
神社

市野井

沖之郷町地
区

内ヶ島町伊
勢神社

岩瀬川浅間
神社

世良田  八
坂神社

※

世良田下新
田西側（庚
申様）

追加3

金山町御嶽
神社

世良田総持
寺

世良田普門
寺
（地蔵堂）

粕川字本郷
地区

世良田閻魔
堂

出塚大和神
社
（行者堂）

世良田下新
田会館庭

―50―



399 茅の輪くぐり 沼田市
8月31日～9月1日
（旧7月25日）

須賀神社氏子連

須賀神社の祭神須佐之男命が仏教の魔
除けの神、蘇民将来と結びつき茅の輪を
掛けて疫病から免れた故事にならい、茅
の輪をくぐると悪魔除けとなる。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 15

400 原田の火祭り 沼田市
11月23・24日に例
大祭が行われる

祭りが近づくと子供たちが農家をまわり、
まき・豆がらなどを集め、それを夜燃や
す。この火は悪魔を払い、疫病除けとな
る。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 15

401 富士大権現まつり 沼田市 （消滅）
（富士浅間神
社？）

富士浅間信仰の一つでワラを盛大に燃
やし、境内では相撲大会が行われてい
た。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 23

402 百万遍 沼田市 8月7日～9日

祇園祭の後日、子ども達が祭に使った鉦
を鳴らしながら町内を回る。沼田市史の
民俗編等によれ ば、上之町・下之町・鍛
冶町・馬喰町・柳町・高橋場町・榛名町の
旧沼田町のほか、旧村部の硯田町・佐山
町・横塚町・沼須町・新町でも同様の行事
があった。柳町や馬喰町では盛んに行わ
れているが、中断したところも多い。

盛ん
一部
盛ん

一部
盛ん

一部
順調

一部
順調

24

403 湯の平地蔵春まつり 沼田市 （3月21日）
地蔵峠の湯の平地蔵が祀られ、この地蔵
は子育て、無病、旅人の安全を願うとさ
れ、祭日にはクジなども行われる。

順調 順調 中断中 中断中 中断中 12

404 天狗さま 沼田市 4月1日・10月1日 上川田地区

鏡山（天狗山）はコブトリ天狗と呼ばれ、コ
ブを取ってくれるといわれ、鏡山神社に進
ぜられた小石を祭日に借りに来て、患部
をなでるとなおる。

順調 順調 順調 順調 順調 17

405 マダラ様のまつり 沼田市
4月24日直前の日
曜日、10月24日直
前の日曜日

下川田地区
遷流寺持の摩多利尊を祀るもので、祭日
には護摩が焚かれ、のぼり旗が立てら
れ、お札が配られる。

順調 順調 順調 順調 順調 15

406 高瀬の春まつり 沼田市 （4月28日）
馬の守り神様として知られる観音様で、馬
が病気・怪我の時や出かけるときにお参り
をして馬の無病息災・旅の安全を祈る。

順調 中断中 中断中 廃絶 廃絶 17

407 ドンドン焼き 白沢村 1月第2日曜日
厄年の人が中心となり、各戸の松飾り等
をたきあげる。

順調 順調 順調 22

408 十二様の例祭 白沢村 11月12日 高平地区
高平には8カ所の十二様が祀ってあり、2
月と8月の12日の日のみ年2回祭る。

順調 順調 順調 順調 順調 17

409 十二山神社春祭り 白沢村 4月12日 岩室地区
山の神を祭るもので、塩を供え、地域中
の米を集めて赤飯をつくり、参詣者に渡
す。

順調 順調 順調 順調 順調 17

410 祇園祭り 白沢村 7月 高平地区 萬燈を飾った御輿を出して村中で祭る。 順調 順調 順調 28

411 エｰチョ祭り 白沢村
（生枝神社の祭礼
は4月3日と10月1
日）

社殿のまわりを供え物を持って「今年も
エｰチョ、来年もエｰチョ」と言いながら3回
まわる。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 12

412 天神様祭り 白沢村 11月23日（2月） 高平地区育成会
子供たちが村内を寄付集めを行い、天神
様を掃除し、くじを引いてもらう。

順調 順調 順調 順調 順調 29

413 平川不動尊の祭り 利根村 4月28日 平川地区 修験者が滝に打たれ、祈りを捧げる。 順調 順調 順調 順調

414 老神温泉大蛇祭 利根村 5月第2金・土曜日 老神地区

赤城神社の神様である大蛇に見立てた
蛇をかつぎ歩く。昼は子ども用の蛇みこ
し、夜は大人若人衆の大蛇みこしが、老
神温泉街を練り歩く。

順調 順調 順調 順調

415 園原エｰッチョ祭り 利根村 11月15日 園原地区

各組代表がお供え餅を掲げて「ｴｰｯﾁｮ、
今年も ｴｰｯﾁｮ、来年もｴｰｯﾁｮ、再来年も
ｴｰｯﾁｮ、千年も ｴｰｯﾁｮ、万年もｴｰｯﾁｮ、
寄合ｴｰｯﾁｮ」の祝言を繰り返しつつ本殿
を三回まわる。宮外では、9歳くらいの男
の子を選び、抱き合わせて「ｴｰｯﾁｮ、ｴｰｯ
ﾁｮ、」と声を上げて参詣者一同で胴上げ
を行う。

順調 順調 順調 順調 12

416 おしくら祭り 利根村
11月中旬頃の日曜
日

大楊地区

拝殿後ろの柱に「とめ」という両手を張っ
た若者がおり、前に進まないように遮る役
をする。その「とめ」を、御幣を先頭に参詣
者全員で押しながら廻る。これを3回繰り
返す。

順調 順調 順調 順調 17

417 一切経祭り 沼田市 4月3日 沼須町
一切経を納めた木箱をこもで包み、担ぎ
手棒を付けて、梵天先頭に子ども達が担
いで村を回る。経典のみ市指定文化財。

市 順調 順調 順調 順調 15

418 ヤアヤアどり 白沢村
4月下旬・9月下旬
の日曜日

氏子他
神事の後、「ヤアｰヤアｰ」と声をあげてお
櫃の赤飯を握りあって奪う。

順調 順調 順調 順調 5

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

獅子神楽 沼田市 （4月3日） 岡谷地区
獅子頭を使い、悪魔払いのために舞う
太々神楽であり、岡谷地域の名家をまわ
る。

順調 中断中 中断中 中断中 中断中 15

尾合  尾合
神社

※

岡谷町

武尊神社 追加

二荒山神社 ※

沼須町砥石
神社

※
H27

高平天神山

平川不動の
滝

追加

赤城神社 追加

岩室十二山
神社

高平八坂神
社

生枝生枝神
社

屋形原高瀬
戸の観音堂

高平新井橋
場道祖神前

高平

岩本町田幸
地蔵峠

H24

上川田町東
光寺、鏡山

下川田町十
二越

高橋場町神
明宮

新町

町内

中町須賀神
社
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追貝獅子舞 利根村 3月最終日曜日 追貝地区

獅子役と獅子取り役が太鼓と笛の音に合
わせて踊り、無病息災・家内安全を祈願
し、大国神社や追貝地区の家々をまわ
る。

順調 順調 順調 順調

根利獅子舞 利根村 （9月17日） 根利地区
御神体を持った人、獅子、参詣者の順に
社殿を廻る。

順調 順調 中断中 中断中

沼田祇園囃子
（沼田祇園祭）

沼田市 8月3日～5日
沼田祇園囃子保
存会連合会

迦葉山の大天狗面を神輿に仕立てて渡
御する他、各団体等の神輿などが巡行に
参加する。本町通を中心に10ヶ町から華
麗な山車が繰り出し、祇園囃子が奏でら
れる。

市 順調 順調 順調 28

館林市 0276－74－4111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

419 寄居の庚申様 館林市
（11月最後の日曜
日）

（庚申講員）
寄居地区が東と西に分かれて行う。庚申
様の掛軸を掛け供物を供え五穀豊穣を
祈る。

順調 順調 廃絶 廃絶 廃絶 8

420 山王金仏様の念仏 館林市
（毎月3日・13日・ 23
日）

（念仏講員）
山王の地蔵堂に金仏様と呼ばれる延命
地蔵があり 3のつく日に集まり、念仏を行
う。

危機 危機 危機 廃絶 廃絶 24

421
花山町富士嶽神社の
初山参り

館林市 4月30日～5月1日 富士嶽神社
参拝に来た乳児の額に丸い朱印を押し、
健やかな成長を祈る。

順調 順調 順調 順調 順調 23

422 駒方神社の弓取式 館林市 1月25日 駒方神社氏子
神主や地区役員らが矢を射て、その年の
吉凶を占う。矢は葦(よし)、弓はウツギの
木を材料とし、毎年新しく作る。

順調 順調 順調 順調 順調 10

423 子神社例大祭 館林市 3月15日 子神社
足の神様として良く知られ、足が強くなる
ようにと参拝する。参拝客は金属製の草
鞋に願い事を書き、奉納する。

順調 順調 順調 順調 順調 4

424 長良神社の夏越祭り 館林市 7月30日 長良神社氏子 茅の輪を作り、参拝者は輪をくぐる。 順調 順調 順調 順調 順調 15

425 十九夜様の念仏 館林市 毎月19日 念仏講員
女人講として、安産・子育て祈願が多い。
縁日の時はお堂の中に集まり念仏をあげ
た。数年前からやらなくなった。

危機 危機 順調 危機 順調 24

426 庚申講 館林市 （旧暦10月14日） （庚申講）
羽附地区のうち、下志柄・上新田・他宗場
の三つのコウチで講を組織。庚申様の掛
軸を掛け供物を備え食事をする。

順調 順調 順調 順調 廃絶 67

427 七夕のカツモウマ 館林市 8月7日 各家庭ごと
マコモから七夕馬を作り吊す。以前は七
夕後、馬を川へ流したが今は燃やしてい
る。

順調 危機 危機 危機 4

428 石尊様（アフリサマ） 館林市
7月27日から8月末
日

各地区
コウチの四辻に石尊様を祭る。燈籠立て
が行われ、灯明を上げる。

順調 順調 順調 順調 16

429 どんど焼き 館林市
1月15日に近い日
曜日

堀工町地区
堀工町ふれあい運動公園で、門松や古
いお札やダルマなどを持ち寄って行う。

順調

430
本町一丁目天王祭の
山車

館林市
７月15日　八坂祭
7月第3土・日　館林
まつり

本町一丁目自治
会

館林まつりでは、神輿囃子と山車による
神輿の先導を行う。

順調

431
日向義民地蔵尊念仏
講

館林市 毎月旧暦15日
日向義民地蔵尊
念仏講

義民の月命日にあたる旧暦15日に、地蔵
堂に集まり念仏を行う。

順調

432 十九夜念仏講 館林市 毎月旧19日
日向新田地区念
仏講

毎月旧19日に集会所に集まり、念仏を行
う。

順調

433 十九夜念仏講 館林市 年2回（春・秋）
大島岡里地区念
仏講

西コーチの１０名程が、安産や子育てを
祈願し念仏を行う。

順調

434 獅子の土用干し 館林市 ８月第1日曜日 足次町キタウチ 獅子頭が各戸を廻る。 順調

435
富士原町富士嶽神社
の初山大祭

館林市 5月31日～6月1日 富士嶽神社
参拝に来た乳児の額に小槌の形状をし
た朱印を押し、健やかな成長を祈る。

順調

市内各地区 ※

市内各地区 ※

足次町 追加3

富士原町 追加3

赤生田本町
長良神社

上三林町十
九夜堂

羽附地区 ※

花山町富士
嶽神社

H29

上赤生田町
駒方神社

赤生田町
（子神社）

堀工町

本町一丁目

日向町

日向町

大島岡里

追加3

追加3

追加3

追加3

追加3

備考

大島町（字
寄居）

大島町山王
の地蔵堂

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

根利諏訪神
社

追加

旧沼田町 ※

問合せ先 教育委員会（文化振興課）

大国神社 追加
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渋川市 0279－52－2102

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

436 みそぎ流し 渋川市 7月31日 地区
利根川の坂東橋下で行われる。身の汚れ
を流し、水難除けとなる。茅の輪くぐり、人
形を流す。

順調 順調 順調 15

437 どんどん焼き 北橘村 成人の日の前日 育成会
前日に新しくついた餅を長い竹串にさし
て焼き、無病息災を祈って食べる。

順調 順調 順調 順調 順調 22

438 念仏講 北橘村 春彼岸の中日 八崎1区長寿会
十三仏の掛軸の前で太鼓と鉦をたたきな
がら念仏を唱え、数珠まわしをする。

順調 順調 順調 順調 順調 24

439 人形流し 北橘村
6月30日と12月の第
3日曜日

各区区長
各区の区長が三社神社で大祓をし、村の
出入り口の三本辻に八丁じめを立てる。
人形を下箱田区長が利根川に流す。

順調 順調 順調 順調 順調 15

440 三原田西の堂縁日 赤城村 1月10日 長岡一族（20軒）
通称「長岡の観音像」と呼ばれ、長岡一
族（20軒）により祀られている。

順調 順調 順調 順調 順調 8

441 三峰講 赤城村 1月中旬 講員
講の代表者2名が、埼玉県の三峰神社に
参詣し、代表が帰宅すると講員はその年
の安全を祈願する。

順調 順調 順調 危機 危機 8

442 八ツ沢観音祭り 赤城村 春彼岸の中日
角田・石田の両族
（14軒）

八ツ沢観音堂は樽の角田・石田の両族
14軒で祀っている。祭礼は二人一組の当
番が一年交替で当 たる。

順調 順調 順調 順調 順調 8

443 古峯原講 赤城村 5月8日 講員

講の代表者が栃木県の古峯神社に参詣
し、お札を受けて帰る。代表が帰宅すると
講員は当番の家に参集してその年の安
全を祈願する。

順調 順調 順調 危機 危機 8

444 祇園祭 赤城村 7月の最終日曜日 地区
行政8組ごとに花まんどを作成し、八幡宮
神社に担いで奉納し、祭典を行う。

順調 順調 順調 順調 順調 28

445 三峰講 赤城村 （廃絶）
（持柏木西組三峰
講）

講の代表3名が埼玉県の三峰神社に参
詣し、お札を拝受し、お仮屋で供物を供
え祈願する。

危機 危機 廃絶 廃絶 廃絶 8

446 十二講 子持村 （1月12日） 講中
十二山神社（石祠か藁で作成）を拝み、
当番宅に集まり飲食。

中断中 中断中 中断中 17

447 天神待ち 子持村 （1月24日・25日） 地区
小学生の三年以上が参加する。オヤカタ
の家で醤油飯などを煮てくれる。習字を
し、そのまま皆で寝る。

中断中 中断中 中断中 29

448 櫃山開き 子持村 （5月8日） 地区
櫃山(665m)の崩れを防ぐために富士浅
間を勧請した。4地区より氏子総代・世話
人が出て供物とお札を登山者に配る。

中断中 中断中 中断中 8

449 祇園祭り 子持村
（7月下旬の日曜
日）

育成会 子供のみこし祭りとして行われている。 中断中 中断中 中断中 28

450
地蔵まわし
（地蔵様）

子持村 8月1日～13日 育成会
期間中の早朝、旗、地蔵みこし、鳴らしも
のの順で行列を組み「ナンマイダｰ」など
と唱え各戸を廻り、奉賀を集める。

順調 危機 危機 22

451 どんど焼き 子持村 （中断中） 育成会 門松やシメ縄飾り等を焼く。 中断中 中断中 中断中 22

452 稲荷祭り 子持村 2月の初午 稲荷地区の氏子
幕末、島田新左衛門の屋敷稲荷を共同
化して氏子が祭典をするようになった。五
穀豊穣を祈願する。

順調 順調 順調 26

453 弁天様祭典 子持村
4月及び10月の第3
日曜日

鯉沢自治会
木版で弁天様を刷り、供物を供え式典
後、各家庭にお札と餅を配付する。

順調 順調 順調 8

454 どんど焼き 小野上村
（1月15日前後の日
曜日）

堀の内地区
子供達と竹を切り、松等を集め建て、古く
なったダルマや祈祷札などを一緒に燃や
す。

順調 順調 中断中 中断中 中断中 22

455 天神待ち 小野上村 1月25日 程久保地区
福引き品（たわしなど日用品）、御神酒、
赤飯などが用意され、近隣地区からの参
加もある。

順調 順調 順調 29

456 お稲荷さん 小野上村 2月11日
金甲稲荷神社氏
子

木の間地区を中心とした祭典の場所で古
くから初午の日に年番世話人が中心と
なって行われる。

順調 順調 順調 順調 順調 26

457 観音様祭り 小野上村 3月後半中日 上・下中尾保存会
若者が中心となって、神輿を担いで上・下
中尾地区を一軒一軒廻り、地区内の人々
の無病息災を祈願する。

順調 順調 順調 順調 順調 22

458 荒神様 小野上村 3月27日 田島地内氏子
かまど・火の神として、荒神は三面六臂の
木造で三宝荒神社屋に納められている。
供え物をして飲食する。

順調 順調 順調 順調 順調 15

459 金比羅様のお祭り 小野上村 4月第1日曜 中尾地区
五穀豊穣・氏子繁盛を祈念し、中尾獅子
舞を奉納。福引も出して盛大に行われ
る。

順調 順調 順調 順調 順調 8
村上中尾地
区

小野子木の
間地区

村上中尾地
区

村上田島地
区

鯉沢

村上堀の
内、田島の
空田

小野子程久
保地区

中郷

北牧河原

北牧西稲荷
地区

上白井

上白井櫃山
の頂上

上白井

深山金山八
幡宮

持柏木

上白井

津久田

樽

津久田

八崎1区

下箱田木曽
三社神社

三原田

備考

半田利根川
坂東橋下

八崎3区

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）
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460 浅間神社の祭典 小野上村 4月13日 村上地区
子授け、安産の神として信仰される。かつ
ては太々神楽・獅子舞の奉納もあったが
現在は無く、お札配付と福引のみである。

順調 順調 順調 順調 順調 23

461 延命地蔵尊祭り 小野上村 7月24日 平地区
トラックの荷台に地蔵様の神輿を乗せて
子供達の無病息災を願い行われている。

順調 順調 順調 順調 順調 22

462 藤葉観音様 小野上村
7月末または8月初
め

昭和地区
地区全戸が御堂に集まり、僧侶読経の
後、念仏を唱え数珠を廻す。お供物・お
札を参詣者に配る。

順調 順調 順調 順調 順調 8

463 根利本明神日待 小野上村
八十八夜または二
百十日の前夜のい
づれか

西部地区
100年以上続いているもので、春は遅霜
が降りない様、秋は台風が来ない様御神
酒をお供えして拝む。

順調 順調 順調 順調 順調 16

464 十二様のお祭り 小野上村
9月29日（平日に当
たった場合は日曜
日に開催）

上中尾地区
地区の人が裏山に登り、御神酒、赤飯を
供えお祭りをする。山の中腹と頂上に石
宮がある。

順調 順調 順調 順調 順調 17

465 お的神事 渋川市 1月7日 氏子
神社前の的田に設けられた的を矢で射て
豊凶を占う。廻り番で各町内から「お的っ
子」を2人選んで矢を射る。

順調 順調 順調 順調 12

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

祇園祭り（猫祗園） 赤城村 7月の最終日曜日 地区
明治22年敷島村が発足した時から記念と
して山車を作り祇園祭りに全地域を運行
している。

盛ん 盛ん 順調 順調 28

祇園祭 赤城村 8月下旬 地区
神輿を担ぎ練り歩く。昔は「あばれみこし」
の異名をとるほど多数の若者衆の熱気に
包まれた。

順調 順調 順調 順調 28

地蔵かつぎ 赤城村 8月1日～8月12日 日向組管理部
上三原田日向地域の中央に薬師堂があ
り、その中の地蔵尊を奉侍し、ナンマイダ
ンボと唱えながら巡行する。

順調 順調 危機 危機 22

神明宮・諏訪神社
太々神楽（子持神社
春季例大祭）

子持村 5月1日
神明宮・直松太々
神楽保存会

氏子による式典と奉納太々神楽 市 順調 順調 9

猿田彦神社の大和神
楽（石原のお庚申さ
ま）

渋川市
立春後の第2庚申の
日

猿田彦神社大和
神楽保存会

宮司が神事を執り行った後、大和神楽を
奉納する。

市 順調 順調 8

藤岡市 0274－23－5997

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

466 人形流し 藤岡市
（6月30日・12月31
日）

（富士浅間神社氏
子）

大祓の人形で身体を撫でた人形を集め
て大祓の式を行い、北の川まで行き、拝
みながら人形を流す。個人的にやってい
る人はいるかもしれないが、氏子全体とし
てはない。昔は6月と12月に行っていた。
女性は赤、男性は白の人形を使用。

順調 危機 廃絶 廃絶 廃絶 15

467 祇園祭り 藤岡市 7月下旬 各町

計13台の屋台が引き出され、当番の町内
を先頭にお囃子を演奏しながら引き回
し、最終日の夜13台の屋台がシャギリの
競演を行う。藤岡まつりと一緒になってい
る。

順調 順調 順調 順調 順調 2

468
どんど焼き
（道祖神祭）

藤岡市 1月第2日曜日前後 各町
無病息災を願い、竹をくんだワラ小屋と一
緒に正月飾りを燃やす。

順調 順調 順調 順調 順調 8

469 二十二夜様 藤岡市 2月22日 温井地区婦人会

二夜様（如意輪観音）の掛軸を掛け、供
え物をして短くなったロウソクを安産を願う
女性に分ける。お産の時にこのロウソクを
使うと安産できる。

順調 順調 順調 順調 順調 8

470 天王様 藤岡市 （7月24日）
（北・黒田組西・前
組）

2台の子供神輿を、両組が1年交替で担
ぐ。神社を振りだしに氏子の家々を順に
練り回る。金毘羅・神明・飯玉神社

順調 順調 中断中 中断中 廃絶 22

471 百万遍念仏 藤岡市 1月16日・7月16日 長津地区

村に疫病がはやらないように、20人位の
女衆が輪になり鉦を叩く音に合わせて、
大数珠を念仏を唱えながら廻す。回数に
決まりは無い。

順調 順調 順調 順調 順調 8

472 お手長様 藤岡市 12月～3月 地区

春（3月）毎日地区内の家庭で回り番で神
社にこうがんじ（ロウソク）をたてにいく。
3/15に神社に竹を飾りしめ縄を張って拝
む。連番という役員が2名で組んで中心と
なり行う。1年交替。

順調 順調 順調 順調 順調 8

473 神田雨乞い獅子 藤岡市 （日照りの後）
（神田獅子舞保存
会）

榛名神社に向かい御神水を貰いうけて戻
る間に獅子舞が神流川の中に入って獅
子舞を奉納。その 後、浅間神社の北にあ
る井戸に御神水を注いで雨を祈る。

危機 危機 廃絶 廃絶 廃絶 11
神田浅間神
社

中上郷

上落合

本郷風久保

藤岡

藤岡

岡之郷

テーマ 備考

藤岡

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定

上三原田日
向

中郷 ※

石原 ※

半田  早尾
神社

※

敷島

溝呂木

伝承状況

小野子昭和
地区

小野子西部
地区

村上上中野
地区

村上浅間神
社境内

村上堀の内
平地区
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474 北原の花火 藤岡市 8月5日 北原地区
村に悪いことが起こらないように、北原の
鎮守様の十二天様に花火を上げる。200
年も続いている。

順調 順調 順調 順調 順調 1

475 辛科八幡のお的 藤岡市 （1月3日） 辛科八幡社氏子
正月七草に弓取り・矢取りの子供を中心
にしてお的を射て、今年の月ごとの天候
を占う。

順調 中断中 復活 中断中 中断中 11

476 大日精進 藤岡市
（7月の初丑の日の
前後の日曜日）

鈩沢地区

大日様を守護仏として、百八灯を上げて
祀る。麦ワラ束で作った梵天の上に御神
水という幣束を立てたものを大日山山頂
の杉の御神木にくくりつける。

順調 順調 順調 順調 中断中 4

477 ワカレ塔婆 藤岡市
（2月～5月と9月～
12月の月1回）

（念仏講）
順番の宿の家の都合の良い日に、毎月
（2～5月と 9～11月）1回、各組ごとに女
衆が集まって念仏を唱える。

順調 中断中 廃絶 廃絶 廃絶 8

478 鬼子母神祭り 藤岡市
（4月15日前後の日
曜）

（大平地区）
観音堂に女衆が集まり、念仏を唱えて
祭った後、飲食する。子供のない女性が
祈願すると子宝に恵まれるという。

順調 順調 順調 順調 廃絶 8

479 精進 藤岡市 （7月の第1日曜日） （地区）
公会堂に各戸一人ずつ男子が出て、アン
ピンやうどんを作り、お精進様に供物を捧
げ、一晩中飲食する。

順調 中断中 廃絶 廃絶 廃絶 8

480 鹿島神社例祭 藤岡市
（4月15日に近い日
曜日・10月10日に
近い日曜日）

鹿島組

鹿島神社の例祭は、春季例祭が神楽殿
にて太々神楽を、秋季例祭は境内にて獅
子舞の奉納と山車による屋台ばやしが行
われる。

順調 順調 順調 順調 中断中 2

481 犬様念仏 藤岡市 （10月の初戌の日） （鹿島組）

水田が無い鹿島では、畑に麦を栽培して
主食にしたが、犬と麦との関係について
伝説があり、戌の日に麦蒔きをしないで
「犬の念仏」が女衆によって唱えられる。

順調 中断中 廃絶 廃絶 廃絶 8

482 鬼石夏祭 鬼石町 7月第3の土･日曜日 各町
江戸後期から始められた祭りで、現在、全
町5台の山車が揃い、盛大に行われてい
る。

盛ん 盛ん 盛ん 盛ん 盛ん 2

483 八丁ジメの大ワラジ 藤岡市 （7月第1日曜日） 印地地区
ムラ境の道にシメ縄と大ワラジなどを吊
し、悪病が入らないように祈る行事。

順調 順調 順調 中断中 15

484 出歩き地蔵 藤岡市 9月24日 地区
地蔵尊の縁日に石地蔵立像をリヤカｰに
乗せ町内を巡回する。

順調 順調 順調 順調 22

485 流鏑馬、花馬 藤岡市
10月19日に近い日
曜日

本郷・根岸花馬保
存会

土師神社の秋祭りに行われる神事。流鏑
馬は3頭の馬、射手6人で行い、1頭が三
回繰り返して走り、その馬上から騎者が鏑
矢を射る。花馬は花飾りで飾られ、幣束を
立てた飾り馬を長い引き綱で氏子たちが
引いて拝殿前から鳥居までを往復する。

復活 盛ん 盛ん 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

田本神楽獅子
（アンドン祭り）

藤岡市
（行灯祭りは旧暦の
10月19日に近い日
曜日）

田本神楽舞

各家に名前入りの提灯があり、それに灯
をともして拝殿を明るくした境内で神楽を
奉納する。神楽は 10月19日に近い日曜
日にも奉納する。

順調 順調 中断中 4

地守神社の大祭（高井戸神楽
獅子、印地・塩平獅子舞、地
守神社太々神楽、芝平・駒留・
岡本屋台ばやし）

藤岡市 （4月第1日曜日）
地守神社の集落がそれぞれ演し物を持
ち寄って奉納する。

危機 危機 中断中 9

三嶋様の夜祭り 藤岡市 11月14日 三嶋神社氏子
神社の秋季大祭。下の宮から、御神体を
神輿に移して上の宮に渡御し、翌早朝上
の宮から下の宮に渡御する。

市 順調 順調 順調 順調 順調 8

富岡市 0274－62－1511

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

486 ドンド焼き 富岡市 1月中旬 市内各地区
道祖神を祀った後、当番が廃材などを燃
やし、近所に人々が来て、それぞれ正月
飾りや繭玉飾りを持って焼く。

順調 順調 順調 順調 22

487 餅投げ 富岡市 2月8日 上黒川地区
雨宮神社の西裏に山の神を祀る祠があ
り、この屋根の上にのぼって餅を投げるこ
とが行われる。

順調 順調 順調 17

488 道祖神祭 富岡市 1月中旬 一ノ宮各組

花や人形を飾った5台の屋台が各組内を
巡行し、貫前神社に集合する。屋台は紙
で作った花で飾り、各組で趣向をこらした
人形を付ける。

順調 順調 危機 2

489 百八燈 富岡市 8月17日
神農原百八燈保
存会

上信越自動車道の測道沿いに108つの
灯りを灯す。現在は缶に石油を浸した布
を入れて燃やしている。

順調 順調 順調 19

490 大島火まつり 富岡市 8月16日
大島火まつり保存
会

大島地区の各世帯から1名ずつ集まり、
城山の中腹に火文字をつくる。文字はそ
の年に因んだこと等から決める。

市 盛ん 順調 順調 19

一ノ宮

神農原

大島

富岡

黒川

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

芦田町地蔵
堂及び芦田
町内

※

本郷 追加3

上日野 ※

上日野字鹿
島

鬼石

下日野字印
地

※

伝承状況

西平井三嶋
神社

下日野字大
平

下日野字芝
平

上日野字鹿
島

上日野字田
本

下日野字鈩
沢大日山

上日野字鹿
島

白石字北原

下日野 ※
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491
石尊講
（石尊山例祭）

富岡市 9月第1日曜日
小倉・梅沢・千平
地区

鍬柄岳山頂にボンデンを奉納。ボンデン
は計3本立てられる。参拝者は新しいオタ
チ（木製刀）をオコモリヤに供え、納めて
あるオタチを借りて神棚や玄関に置き、家
内安全・五穀豊穣を祈願する。

順調 順調 順調 3

492 道餐祭り 富岡市 7月20日 打越地区
竹にお札と縄をつけて、集落境に立て
る。疫病除けだという。お札は妙義神社か
ら貰う。

順調 順調 順調 15

493 ナイダ 富岡市 7月中旬 下丹生東区
小1から小6までの男女が、数珠と太鼓を
持ち、地区内の各戸をまわり、疫病除けを
祈願する。

順調 順調 順調 22

494 石尊講 富岡市 7月下旬 上丹生八幡
丹生川に降りてボンテンと小さな棒にオン
ベロを挟んだものを立て、「犬山権現」と
いいながらオンベロに水を掛ける。

順調 順調 順調 16

495 百八燈 富岡市 8月16日
上丹生百八燈保
存会

悪魔除けの行事で、城山へのぼり、百八
つの灯りを灯し、平坦地にカンテラを下
げ、花火を打ち上げる。

順調 順調 順調 19

496 燈籠祭り 富岡市 8月27日・28日
鳴沢不動尊燈籠
保存会

疫病鎮めのために、菅原富岡線沿いと、
鳴沢不動までの道沿いに燈籠を立てる。
燈籠には思い思いの絵を描く。

順調 順調 順調 4

497 庚申講 富岡市 （4月第2日曜日） （各組・講中単位）
庚申様の場所を掃除し、シメ縄を張り、オ
タキアゲをし、酒を供えて豊作を祈願し、
飲食をする。

順調 順調 廃絶 8

498 オショウジン 富岡市 7月下旬 田篠地区
7月に行われる川原掃除の時に、竹にお
札を付けて集落内の辻々に立てる。

順調 順調 順調 24

499 天神講 妙義町
2月15日・24日・3月
24日

講中
女性の講であり、毎年宿を決めて集まり、
餅やけんちん汁を作って会食歓談する。

危機 危機 危機 8

500 行沢の北向き観音 妙義町 1月18日 行沢地区
北向観音堂にて厄除札を配付し、参道に
旗を10数本立て、地区の各入り口に八丁
ジメを作る。

順調 順調 順調 順調 15

501 行沢の石尊講 妙義町 7月後半の日曜日 行沢地区

二つ岩の深い渕（精進場）で大山石尊を
祀る。岩に張ったオシメの紙が落ちるまで
水をかけて祝う。ヒトガタで身体を撫でて
川に流すと、災厄が流れるという。

順調 順調 順調 順調 15

502 凶事流し 富岡市 7月24日
高瀬神社凶事流し
保存会

大祓いの神事で、疫病除けを祈願するた
め、茅の輪を立て氏子が1人ずつくぐり、
その後、鏑川の川べりより、枝舟と茅の輪
を流す。

盛ん 順調 順調 2

503 中寺田夏越し祭り 富岡市 7月31日 宇田中寺田地区
茅で輪を作ってこれをくぐり、自分にかか
る災いを紙の人形に身代わりさせる。

順調 順調 危機 15

504 新堀百八燈 富岡市
4月第1、2いずれか
の土・日曜日

新堀百八燈保存
会

魔除けの行事で、百八つの灯りを灯し、
無病息災を祈願する。

順調 順調 順調

505 貫前神社の鹿占習俗 富岡市 12月8日 一ノ宮貫前神社

焼いた錐で鹿の肩甲骨を貫き、そのヒビ
の具合によって甘楽郡内の旧31カ村の
吉凶を判断する神事で、古くは春・冬の
御戸開祭に関連して行われていた。

国
県

順調 順調 順調

506 鳥追い 富岡市 （1月15日）
御神楽・悪魔っ払いという名称で継承して
いるとのこと。しかし近年の交通事情から
実際に実施しているかは定かでない。

廃絶 廃絶

507 御精神 富岡市 7月24日 蕨地区 大数珠を持って地域をまわる 廃絶 順調 順調

508 茅の輪くぐり 富岡市 7月24日 東小野神社氏子 廃絶 順調 順調

509 御岳講 富岡市 4月中旬 打越地区
道路清掃時に合わせ、ホラ貝を先頭に神
成山に登り、赤飯、まんじゅうを供える。

順調 順調 順調

オカグラ 富岡市 1月第2日曜日 上黒川地区

子供達が、太鼓と獅子頭を持って各戸を
まわり、獅子が家人の頭を噛み、木製の
箱を家人の頭にかざし、無病息災を祈
る。

順調 順調 順調 15

下丹生 追加1

蕨 追加

後賀 追加

宇田 ※

神成 追加

一ノ宮 追加

行沢

行沢

高瀬 ※

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

黒川

田篠

各地区

上丹生

上丹生

上丹生

南蛇井

下丹生

下丹生

下黒岩 追加

田篠
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安中市 027－382－7622

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

510 どんどん焼き 安中市 1月中旬 子ども会育成会等
7日に竹や篠を集めて道祖神小屋を作
り、15日の朝に燃やし、繭玉やスルメを焼
いて食べる。

順調 順調 順調 順調 22

511 鳥追い祭 安中市 （1月中旬） 地区
中学3年生が親方になり、リヤカｰに太鼓
を固定し、太鼓を叩き歌いながら村中の
道路を廻る。

中断中 中断中 中断中 21

512 鳥追い祭 安中市 （1月中旬）
東横野8区
（宮本地区）

道祖神の旗を持ち、鳥追い歌を歌いなが
ら、宮本の中を行進し、村境で、道祖神の
旗を集めて火をつける。

中断中 中断中 21

513 八坂神社例祭 松井田町 （1月中旬） 仲町氏子
神輿を出し、神輿愛好保存会の応援を得
て、街中を練り歩く。

中断中 2

514 三峰講 松井田町 （4月・11月） 南町区民講中
三峰神社まで火除等の御札を代表者が
戴きに参り、線香をたいて祈祷する。

中断中 8

515 城峰講 松井田町 （4月末～5月） 新田講中
埼玉の城峰より火伏の御札を戴き、掛軸
を室内にかけて参拝する。

中断中 8

516 天王尊 松井田町 （7月） 中宿区民
疫病除の神を石宮に祀る。太鼓を鳴ら
し、年番班が寄合い、飲食する。御札を
各戸へ。

中断中 28

517 八幡宮例祭 松井田町 10月中旬 八幡宮氏子

獅子頭が新田に3、仲町に2あり、例祭の
際に先導を務める。山車が区別に4台あ
り、町中を練り歩く。屋台は、市指定文化
財。

市 順調 順調 順調 順調 2

518 犬念仏 松井田町
（10月か11月の戌の
日）

区内女性
当番家の座敷に12匹の犬の描かれた掛
軸を吊 し、ついた餅を食して、夜中12時
に三又辻まで送る。

危機 危機 危機 中断中 8

519 どんどんやき 松井田町 （1月中旬） 地区

正月飾等を集めて燃やす。ヌルデの木で
作った太刀やマユダマを燃やす。太刀は
1本は道祖神に供え、1本は家へ持ち帰り
神棚に上げる。

危機 危機 危機 中断中 22

520 道祖神の火事見舞 松井田町 （2月） 狐萱邑中

疫病神を自分の小屋を焼くことで、村人を
護った道祖神に感謝し、火事見舞いをす
る。道祖神に礼を述べ、道祖神の体中に
ぼたもちを塗りつける。

危機 危機 危機 中断中 15

521 山の神の祭り 松井田町 （3月中旬） 山ノ神の狐萱講中
上座に山の神の掛軸を掛け、その前に供
物を捧げる。山仕事の安全祈願をした
後、会食、歓談する。

危機 危機 危機 中断中 17

522
イナムラサン
（石尊様）

松井田町 （7月） 石尊講中

稲村山頂に登り、石祠のわきに梵天を立
て、供物を供えシメ縄を張り替える。大山
阿夫利神社の主神の降雨の神としての石
尊様に対する信仰である。

危機 危機 危機 中断中 16

523 八幡宮秋祭り 松井田町
9月中旬の土・日曜
日

八幡宮祭典委員
会

神前で御祈祷の後、山車が青年団や子
供達によりひかれ、上宿・中宿・下宿の順
に宿内往還を練る。

順調 順調 順調 順調 2

524 天神講 松井田町 （2月） 熊の谷地区
熊宮三社の天満宮石祠にお供え、お参り
をした  後、年番の家で天神様の掛軸を
掛け、学業成績向上の祈願をする。

危機 危機 危機 中断中 2

525 碓谷戸のおくまんさん 松井田町 （3月） 新井酉見地区
女衆だけの祭りで、おくま大明神にお供
えをし、安全と繁栄祈願。その後、会食、
懇談する。

中断中 8

526 御嶽講 松井田町 （3月・4月） 地区
2地区別個に、高戸山山頂の御嶽神社で
地区の繁栄を祈願する。石祠を清め、飲
食、歓談する。

中断中 8

527 仙ヶ滝の祭り 松井田町
3月28日に近い日
曜日

地区
世話人の準備のもと、不動明王はじめ多
くの念仏、宮が清められ、当日は出店も
出て賑やかな祭りとなる。

危機 危機 順調 順調 8

528 産泰講 松井田町 （4月） 地区
産泰大神宮の掛軸を掲げ、女衆が集ま
り、子供の健やかな成長を祈願し、飲食、
歓談する。

中断中 8

529
精進講
（石尊講）

松井田町 （7月2日） 各地区
「雨ごい」行事。年番代表が河で身を清
め、山の石宮にお供物等をして祈願。そ
の後、飲食、歓談する。

中断中 16

530
秋葉さん
（あきやさん）

松井田町 （12月17日） 地区
秋葉神社にお参りし、供物を供え、安全
を祈願。夜、当番の家に集まり飲食、歓談
する。

中断中 8

531 どんどん焼き 松井田町 1月15日
各地区子供育成
会

地域の小・中学生を集め、竹の周囲に杉
の枝でピラミッド状のやぐらを組み、お札・
ダルマなどとともに燃やし、マユ玉を焼い
て食べる。

盛ん 盛ん 順調 順調 22

532 天神講 松井田町 （1月末の日曜日） 地区の小学生
子供達が中心に集まり、五目ご飯を作り、
手にのせ、神社のまわりを1周する間に食
べ、お神酒をあげる。

中断中 22

533
先祖祭り
（念仏講）

松井田町 （春彼岸） 念仏仲間（女性）
地区の女性だけが長老を中心に集まり、
十三仏の掛軸を掛け念仏を唱えた後、墓
参りし、その後全員で料理を食べる。

順調 順調 順調 中断中 24

下増田・百
国・小日向
地区

下増田

春彼岸

上増田熊の
谷地区

上増田八区
西・東

新井西見地
区

碓谷戸おく
ま大明神

上増田熊の
谷、木馬瀬

土塩

北野牧字狐
萱

坂本

上増田熊の
谷地区

北野牧字狐
萱

北野牧字狐
萱

北野牧字狐
萱

中宿公民館

八幡宮

森崎

仲町公会堂

南町公会堂

新田公会堂

各地

下磯部馬場
地区

鷺宮字宮本
咲前神社

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

問合せ先 教育委員会（文化財保護課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織
伝承状況
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534 天神まつり 松井田町
（3月25日・4月26
日・10月15日）

氏子団体
氏子が中心となり、春秋2回まつりを行う。
春には養蚕用具を中心とした市がたつ。

中断中 29

535 庚申待ち 松井田町 （11月の申の日） 講中
年番の家に集まり、十三仏の掛軸を掛
け、供物を供え、会食する。

順調 順調 順調 中断中 8

536 どんど焼き 松井田町 （1月14日） 子ども育成会
門松や古いお札を燃やして、おまい玉を
焼いて食べる。

中断中 22

537 六夜様 松井田町 （3月26日） 龍洞寺元檀家
明治4年、新堀の金剛寺に合併された龍
洞寺の檀徒が当時を偲び、年とは関係な
く元檀徒が集まって行う。

順調 順調 順調 中断中 8

538 三峰山の横川講 松井田町 （4月15日） 講員
三峰神社本山のお札は郵便代参とする
が、講員の家を順番に宿として家内安
全・健康長寿を祈願し、会食歓談する。

順調 順調 順調 中断中 8

539
矢の沢の子育て地蔵
まつり

松井田町 （8月23日・24日） 宮ノ前地区
古くから信仰の厚い子育て地蔵で、明治
43年の流出後、新しく建立さらに昭和59
年にも新しく地蔵を加え祀る。

順調 順調 順調 中断中 19

540 平の庚申講 松井田町
（11・12月の庚申の
日）

講中
講員（8軒）の家を宿として順番に廻り、青
面金剛絵像を掲げ、供え物をして、健康
長寿を祈り、皆で会食懇談する。

順調 順調 順調 中断中 8

541 鳥追い 松井田町 （1月14日）
子ども育成会・子
ども

リヤカｰに太鼓を乗せ太鼓を叩きながらか
け声をかけながら地区内を廻る。全部で4
地区で鳥追いを行っている。

順調 順調 中断中 中断中 21

542 どんど焼き 松井田町 （1月15日） 子ども育成会
竹・杉等を利用して円錐形のやぐらを作
り、正月飾り等を燃やし、まゆ玉を焼いて
食べる。

危機 危機 危機 中断中 22

543 先祖祭り 松井田町
2月21日に近い日
曜日

須藤一家
須藤姓の家（25軒）で、一族による先祖ま
つりである。宿を毎年順番にまわし、掛軸
を2本掛け、祈祷後、会食。

危機 危機 危機 危機 5

544 庚申講 松井田町 （11月の庚申の日） 講中 順調 順調 順調 中断中 8

545 鳥追い祭り 安中市
1月14日に近い日
曜日

地区

本来は、鳥追い祭りであるが、道祖神祭り
であり、冬祭りになっている。末広町、上
町、仲町、下町の 4地区のヤタイと呼ばれ
る山車が出る。

順調 順調 順調 順調 21

546 鳥追い祭り 安中市 （1月14日） 子ども会
本来の鳥追い祭りに獅子頭やセンタワラ
など他の芸能もまじっている。子どもたち
が各家々を回ってご祝儀をもらう。

危機 中断中 中断中 21

547 お祇園祭り 安中市 7月第2土曜日 地区
板鼻関口の八坂神社（天王さん）の夏越
しの祭りで暴れ神輿が出る。

順調 順調 順調 順調

548 天神講 安中市
2月25日に近い日
曜日

子供会
下後閑の威徳神社に半紙に「天満宮」と
いう字を書いて貼り付ける。

順調 順調 順調 順調

549 雛市 安中市 3月2日 地区
旧中山道の伝馬町あたりで行う。2日は安
中宿の市日だった。むかしは、ひな人形
を売ったが今は露店のみである。

順調 順調 順調 順調

550 雛市 安中市 2月28日 地区
旧中山道の原市四つ角の西あたりで行
う。ひな人形は今は売られていない。

順調 順調 順調 順調

551 雛市 松井田町 3月1日 地区

旧中山道の松井田宿で行う。1日は松井
田宿の市日だった。むかしは、北関東の
名物と言われるほどにぎやかなひな市
だった。ひな人形は今は売られていな
い。

順調 順調 順調 順調

みどり市 0277－76－1933

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

552 十二様
東村
（勢多郡）

（1月12日） ツボ（五軒）
オシトギ・アキミスズ・十二様等の旗を作り
これらを奉納し、当番の家で飲食する。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 17

553 蚕影様
東村
（勢多郡）

（4月24日・25日に
近い土･日曜日）

（6軒）
シメ縄を張り、のぼり旗を立てて、お参りの
人に赤飯等を配る。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 17

554 山の神
東村
（勢多郡）

5月1日 石材組合
東宮神社に供物を供え、神主に拝みお
払いをしてもらい、御神酒をいただく。参
詣者にぐしもちをくれる。

順調 順調 順調 17

555 座間の草鞋
東村
（勢多郡）

6月15日頃 地区で持ち回り
各地区の役員の人が草鞋を作り、日枝神
社のお札を付けて座間地区の入り口6カ
所につける。

順調 順調 順調 順調 順調 15

沢入黒坂石
地区

沢入東宮地
区

座間

テーマ 備考

草木八沢地
区

問合せ先 教育委員会（文化財課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況

安中 追加

原市 追加

松井田 追加

上磯部（新
寺）

※

板鼻 追加

下後閑 追加

大王寺

行田

原市（末広
町・上町・仲
町・下町）

※

五料字平

上人見・高
野谷戸・二
軒在家・鳥
留

八城

横川字二階

横川

横川宮ノ前
地区

下増田

高梨

横川・西尾
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556 太郎神社祭
東村
（勢多郡）

7月25日に近い日
曜日

太郎神社氏子（氏子
総代を中心に、神戸
地区の住民によって
行われている）

赤飯を炊き、子供たちは神輿を担ぎ神戸
地区を練り歩く。

順調 順調 順調 順調 順調 2

557 日枝神社夏祭り
東村
（勢多郡）

7月 日枝神社氏子
各坪から男女2人ずつの当番が出て、赤
飯を炊き、神前に供物等をして拝む。

順調 順調 順調 順調 順調 28

558 山の神
東村
（勢多郡）

（4月第3日曜日） （ツボ(8軒)）
当番の家に集まり、庚申様の掛軸をか
け、皆で拝んでから飲食する。山の神を
拝み、当番の家で飲食（お茶）する。

順調 順調 廃絶 8

559 庚申祭
東村
（勢多郡）

毎年12月中

庚申様に、五穀豊穣への感謝を表す行
事。以前は4軒ごとに集まって開催してい
たが、現在は1軒ごとに行い、1軒が終わ
ると掛け軸や椀、お膳などを次の家に届
けて行っている。

順調 順調 順調 順調 順調 8

560 鳥海神社祭り
東村
（勢多郡）

9月第1日曜日 神社氏子
神社に供物を供え、神主に拝みお払いを
してもらい、御神酒をいただく。獅子舞を
奉納する。

順調 順調 順調 順調

561 八坂祭
東村
（勢多郡）

7月26日に近い日
曜日

神社氏子（花輪、
荻原、小夜戸大畑
の住民による）

当番の組が街道に御仮屋を建てる。御仮
屋には、御神酒、御饌米、御供え餅一重
ね、野株などを供える。神輿を若衆が担
ぎ町をねり歩く。道筋の家ではバケツに水
を汲んで神輿に勢いよくふりかける。神輿
が終わった後、子ども山車が町をねり歩
く。

順調 順調 順調 順調

562 小夜戸小正月飾り
東村
（勢多郡）

1月13日に近い日
曜日

小夜戸小正月飾り
保存会

養蚕の豊作を願ってまゆ玉・削り花などを
飾りつけた後、小豆粥で祝う。

市 順調 順調 順調 順調

563 四天王様の祭り 笠懸町
4月15日、8月第1日
曜日

久宮地区

四天王を祭りの主役とし120貫の大型みこ
し1基と子どもみこし1基で久宮地内をまわ
る。四天王は、久宮の臥龍庵（国瑞寺所
有）に納めてあり、祭りのさいにはのぼり
旗を立てている。

順調 順調 順調 順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

大間々祗園祭り 大間々町 8月1日～3日
大間々おはやし保
存会連絡協議会

世良田、沼田の祇園とともに上州の三大
祇園と呼ばれていた。山車の巡行とお囃
子競演会、神輿渡御などが行われる。

市 順調 盛ん 順調 順調 28

榛東村 0279－54－1133

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

564 下の前地蔵祭り 榛東村 8月14日・15日
下の前地蔵祭り保
存会

観音堂と地蔵堂の間を子供たちで巡行
し、和讃を唱える。「下の前地蔵尊」の印
の入った護符を配 る。

村 順調 順調 22

565
広馬場13区の地蔵祭
り

榛東村 8月15日 親睦会

食料不足や飢饉を乗り越えて子供が健や
かに育つよう地蔵尊（18世紀後半）を立て
たのがはじまり。11種類の和讃を唱えな
がら新盆宅を巡回する。

県 順調 順調 19

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

宿稲荷神社の獅子舞 榛東村
2月初午前後の休
日

宿稲荷神社氏子
現在は2月の初午の頃のみ開催され、近
郷近在から参詣者で賑わう。また獅子舞
の奉納もある。

村 順調 順調 26

広馬場13区
内

広馬場宿稲
荷神社

テーマ 備考

広馬場下の
前地区内

問合せ先 教育委員会（耳飾り館）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況

小夜戸 追加

久宮 追加

大間々町大
間々

※

座間

小中 追加

花輪 追加

神戸

座間

沢入春場
見・名越地
区
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吉岡町 0279－54－9443

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

566 どんど焼き 吉岡町 1月14日 自治会
竹や松かざり等で三角錐状に組み上げ
焼く。

順調 順調 順調 22

567 古峯講 吉岡町 5月連休頃 北部・中部の各講
栃木県鹿沼市の古峯神社（火伏せの神）
を崇拝する人々が講をつくり毎年代参人
が参詣しお札を配る。

順調 順調 順調 8

568 おくんち 吉岡町
（10月8日・9日・隔
年）

（各家）

以前は9月29日に決められていたが、晩
秋蚕を飼うようになって10月9日に変更さ
れた。最近は10月 9日直前の日曜日と
なった。かつては各家で赤飯を炊いて祝
い、嫁は実家に帰ることが許された。現在
は神社に氏子が集まり、幟を立てて秋の
収穫を祝う鎮守の秋祭りとなっている。

危機 廃絶 廃絶

569 道祖神七小屋参り 吉岡町
（1月7日～13日小
正月）

（各地区） 中断中 廃絶 廃絶

570 七晩焼き 吉岡町 （8月1日～7日） （各家）

各家で行っていた盆行事である。家の門
口に上部を縛った藁束を立てて火をつ
け、ある程度燃え上がったら自分の家の
墓の方へ倒す。これを迎盆までの7日間
連続で行う。盆で家に帰る先祖が道に迷
わないようにするためといわれている。

危機 廃絶 廃絶

上野村 0274－59－2657

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

571 初絵売り 上野村 元旦 子供会
元旦の朝に子供達が「宝船」「金のなる
木」「恵比寿」「大黒」などの絵を三枚で千
円程で売る。

順調 順調 順調 順調 順調 18

572 どんどん焼き 上野村 1月15日 乙父地区  他

3基ほどの「ハデ」を作り燃やす。道祖神
のご神体の「オキンマラ」を火中に投じ、
災厄を焼き払う。また、ヌルデの木で作っ
た「ワキザシ」を焦がし、それを持ち帰り、
玄関などに立てかけて魔除けとする。

順調 順調 順調 順調 順調 22

573 薬師様 上野村 旧暦の2月7日
奥名郷、所の沢地
区

眼の神様として、薬師堂に供物を供え
て、お参りしてから宿になった家に寄り御
馳走になる。

危機 危機 危機 危機 危機 4

574 七日の祭り 上野村
9月27日前の土・日
曜日

石神組合
石祠の御諏訪様に供物を供え参拝した
後、宿で飲食する。

盛ん 危機 危機 危機 危機 8

575 十日夜 上野村 旧暦10月10日 子供会

晩に「ワラデッポー」を手にした子供たち
が各家庭を廻りながら大声で怒鳴りなが
ら庭の土を思いっきり叩き、家の者が子供
達に祝い金を渡す。

順調 順調 順調 順調 順調 22

576 ゼンキ様 上野村
12月～4月までの各
月の12日

野栗6組
各月の12日に順番で宿になり、古峰神社
の掛軸を掛け、供物を供え拝礼し、飲食
歓談する。

危機 危機 危機 危機 危機 8

577 天神様 上野村 4月20日前後の日 楢原神社氏子
神事、直会を行う。昔は、芝居、舞踊など
余興もあった。

順調 順調 順調 順調 29

578 火あげ 上野村 8月14日 地区
山の中腹に鳥居を作り麦わらを置いて火
をつける。

村 順調 順調 順調 順調 1

579
神流川のお川瀬下げ
神事

上野村 各神社の祭典日 各神社氏子

祭神をみこしに移し、神流川の川瀬へま
つり、ご神体を清める神事。
※乃久里神社と乙父神社は県指定重要
無形民俗文化財。

県 順調 順調 順調 順調 30

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

おひながゆ 上野村 4月3日 おひながゆ保存会

神流川（かんながわ）の河原の石で「お城
（円形の囲い）」を作り、こたつやお雛様を
運び込む。そして、石でカマを築き、粥を
炊いて食べたり、遊んだりして一日を楽し
く過ごす｡

県
国

順調 順調 順調 20

勝山

乙母・勝山・
新羽・野栗・
乙父

※

乙父 ※

乙母  他

野栗

楢原

乙父  他

野栗沢奥名
郷

乙父字石神

テーマ 備考

川和  他

問合せ先 教育委員会

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況

大久保 追加

大久保他 追加

大久保 追加

備考

各地区の田

下野田地区
古峯神社

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

問合せ先 教育委員会（生涯学習室 文化財センター）
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神流町 0274－58－2111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

580 中山神社お川瀬下げ 中里村
4月15日に近い日
曜日

中山神社氏子

午後、祝詞奏上後、御神体は神輿に移さ
れ、若衆に担がれて神流川に設けられた
神座へと運ばれ、みそぎの神事が行われ
る。

県 順調 順調 順調 順調 30

581 諏訪神社お川瀬下げ 中里村
（4月15日に近い日
曜日）

諏訪神社氏子

午後、祝詞奏上後、御神体は神輿に移さ
れ、若衆に担がれて神流川に設けられた
神座へと運ばれ、みそぎの神事が行われ
る。

順調 危機 中断中 中断中

582 八幡宮例大祭 万場町 8月15日 八幡宮氏子
笛や太鼓のおはやしをかなでながら山車
（1台）を子どもたちが引き町並を練り歩
く。

順調 順調 順調 順調

583 さんたいさま 万場町
4月23日か近い日曜
日

隣組単位
かつては、お産が軽くすむよう産泰様を
祭り会食をした。今は出かけ飲食を行う。

順調 危機 危機 危機 8

584 オンマラサマ 万場町 （1月14日） （詔和会）
ヌルデの木で男根を作って新婚夫婦に送
る習わし。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 14

585 お稲荷様 万場町 節分最初の午の日 神社総代他
氏子が太鼓をたたきながら城山に上り、
祭典をしてご神酒をいただく。子供たちに
は御護符といわれて菓子が配られる。

順調 危機 危機 危機 26

586 土生神社お川下げ 万場町 （9月第1日曜日） （氏子）

午後、祝詞奏上後、御神体は神輿に移さ
れ、若衆に担がれて神流川に設けられた
神座へと運ばれ、みそぎの神事が行われ
る。

危機 廃機 廃絶 廃絶 30

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

オンマラサマ 中里村 1月14日 間物集落

ヌルデの木で男根を作って注連縄の中央
につり下げ、これを道祖神の祀られている
旧志賀坂峠への道と間物の入口の辻の
上とを結んで谷を越えて張り、日没の頃、
谷に向かって呼びかける。その男根の先
の向いた方の家には慶事があるという。

順調 順調 順調 順調 18

下仁田町 0274－82－5345

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

587 諏訪神社例大祭 下仁田町
10月中旬の土・日
曜日

祭典委員会
神輿及び山車7台で悪病や災害の退散
を祈願し、町内を巡行する。

順調 順調 順調 順調 順調 2

588 鬼子母神祭 下仁田町
11月中旬土・日曜
日

鬼子母神社氏子
明治13年、山梨県から鬼子母神の分霊と
して御幣束を受けてきて祀っている。

順調 順調 順調 順調 順調 5

南牧村 0274－87－2011

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

589 どんどん焼き 南牧村
1月14日若しくは近
辺

各地区
正月で使用した飾り物などを焼き、その火
でまゆ玉を焼いて食べて、1年の無病息
災を祈願する。

順調 順調 順調 順調 順調 18

590 御柱のお祭り 南牧村
6年ごと春
（前回平成28年）

諏訪神社氏子
大木を七角に削り、その七面に七色の色
を塗り、 柱には御幣をつけシメを巻き、四
方に竹を立て、御神木として建てる。

順調 順調 順調 順調 危機 4

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

大日向の火とぼし 南牧村 8月14日・15日 大日向地区

盆の行事として行われ、夕刻太鼓の合図
により火とぼし山から点火された麦わらを
うちふりつつ山を下り、大日向橋等では、
鼓状に束ねた麦わらに火を移し縄をつけ
てぐるぐる振り回す。

県
国

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 1

各地区

星尾

大日向

指定 テーマ 備考祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要
伝承状況

下仁田

東野牧

問合せ先 教育委員会

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

間物 ※

問合せ先 下仁田町教育委員会（文化財保護係）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

小平 ※

万場  黒田
稲荷神社

※

小平 ※

神ケ原 追加

万場 追加

生利字戸野 ※

伝承状況

テーマ 備考

魚尾

問合せ先 教育委員会

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況
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甘楽町 0274－64－8324

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

591 小幡八幡宮大祭 甘楽町
4月10日
（5年に1度）

第1区
小幡八幡宮の例祭で横町・上町・中町・
下町の各町で1台ずつ保有し、飾り人形
を備え、屋台はやしがある。

順調 順調 順調 順調 順調 2

592
百八灯
（ナンマイダ）

甘楽町 （8月15日）
（本村育成会(子供
会)）

天王様の石製の祠のまわりや石積の間に
108本のロｰソクを灯し、念仏を唱えながら
数珠を回して無病息災を願う。

危機 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 19

593 庚申待ち 甘楽町
2月の当番の都合の
良い日

25区7組
午前10時に当番（組長）の家に集まり、猿
田彦大神の掛軸を掛け、礼拝し、飲食が
始まり、当番組長の引き継ぎが行われる。

順調 順調 順調 順調 順調 8

594
大祓祭
（お天狗様の禊）

甘楽町 7月第4日曜日 白倉神社氏子

人形と麻入りの紙吹雪で各目を清める。
その後、各組への進入路に1～2ｍ程の
若竹をたて、木製で神社名等を墨書きし
た数十cmの太刀を若竹に取りつけ、悪霊
等の進入を防ぐ行事で明治初期から開
始された。

順調 順調 順調 順調 順調 15

595 太子講 甘楽町
（1月～3月の間の
日曜日）

（地区職人連合）
建設・製材・電気・水道施設・大工・左官
業等の参加者で、太子像の掛図に供物
を供え、飲食懇談し、餅を持ち帰る。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 17

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

天引の麦祭り 甘楽町
8月第4日曜日
10月第3日曜日

諏訪神社天引の
麦祭り保存会

麦飯を炊き、これを神饌として、神社に供
え、神官に拝んでもらい氏子たちに配る。
神事の後には獅子舞が行われる。

県 盛ん 順調 順調 5

稲含神社の御筒粥神
事

甘楽町
1月7日前後の日曜
日

稲含神社

篠で管を作り粥の中に入れて立て、煮あ
がるとそれぞれの篠管を割って見て、米
粒の入り具合で、その年の作物の豊作
や、天候等を占う。

町 順調 順調 順調 11

笹森稲荷神社の太々
神楽（笹森稲荷例大
祭）

甘楽町
3月第2日曜日･10
月第3日曜日

笹森稲荷神社
太々神楽保存会

山車や稚児行列、太々神楽の奉納など
の他、関東でも有数な植木・露店市で賑
わう。

町 盛ん 順調 順調 27

中之条町 0279－76－3111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

596 秋葉さま 中之条町 （1月7日） 祭典幹事だけでお祭りをする。 廃絶 8

597 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 西中之条講中
小正月の行事として、門松を集めて燃や
す。

22

598
中之条町の鳥追い祭
り

中之条町 1月14日

中之条地区(宮元
町・田町・上之町・
仲之町･志茂之
町・堅町･王子町･
小川町)

町中を大小10個の太鼓を引き回す。太鼓
は木の台車に乗せられ、「追いもうせ、追
いもうせ、唐土の鳥を追いもうせ、さらば
よって追いもうせ」と唄い、太鼓を叩きなが
ら練り歩く。

県 順調 順調 順調 21

599 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 只則講中
昔は子供中心で行っていたが、区で行う
ようになった。

順調 22

600 不動祭り 中之条町 1月28日 世話役4人回り番
2寸くらいの石の不動が本尊。婦人が主
に参拝し、賽銭として菓子類をもらう。

8

601 えびす講 中之条町 1月20日・11月20日 17

602 えびす講 中之条町 1月20日・11月20日 17

603 亀石稲荷祭り 中之条町 2月11日 6人で講をつくる
宿は持ちまわり、2月9日は供え物つくり。
10日は女が稲荷宮の掃除。11日は祭日。
夜は庚申講で掛軸を飾る。

26

604 稲荷祭り 中之条町 2月11日 1年交代で世話人
参拝者はお賽銭、甘酒を振舞う。宮崎神
主が拝む。

26

西中之条

市城講員の
家

青山原の稲
荷のお宮

伊勢町只則
地内

青山染川宅
内不動

中之条

伊勢町只則
地内

西中之条

中之条

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

福島

問合せ先 教育委員会（生涯学習課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

秋畑

天引

秋畑

白倉

天引

白倉・造石

伝承状況

テーマ 備考

小幡

問合せ先 教育委員会（教育課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況
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605 あさ山大黒天まつり 中之条町 2月11日 西中之条講中 ミニ市がでたり、くじ引きを行う。 26

606 稲荷様まつり 中之条町 2月11日 伊勢町講中
塚間の稲荷様でお祭りをする。お札・ハタ
を参拝にきた人にくれる。神主もたのむ。

26

607 観音祭り 中之条町 3月下旬の日曜日 青山講中
宗福寺の和尚が拝む。各戸で福引を出
す。

8

608 地神講 中之条町 春秋の社日の日 講中
宿に集まり掛軸を掛け、拝んで酒食をとも
にする。 20人ほど。

17

609 十二講 中之条町 4月第1日曜日 講中
昔は2月1日であった。神主に来てもら
い、宿（回り番）で酒食をともにする。五良
明神も一緒にお祭りをする。

17

610 太子講 中之条町 4月20日頃 講中
宮は吾妻神社の南、名久田川の崖中。代
参の後、全員集まりお札を祀り費用を集
める。代参の前後におたきあげ。

17

611 天王祭り 中之条町 7月21日
以前は子供たち青
山講中

かつては、子供たちが宮を担ぎ、各家を
回り、太鼓をたたきお払い。現在は地内を
回らない。

28

612 中之条祇園祭 中之条町 （8月第1日曜日） 中之条講中
昔は6月だったが、農繁期のため8月に変
更されている。

順調 順調 中断中 〇 28

613 伊勢町まつり 中之条町 9月第1土・日曜日 伊勢町講中 順調 順調 28

614 二十三夜講 中之条町 毎月23日 講中（女性）
以前は太陰暦の23日に宿に集まり歓談し
て月の待ちで全員で月を拝んで解散。現
在は太陽暦。4・ 10月大祭。

8

615 三峰講 中之条町 講中
9戸（上6下6）、代参4人、行く前に古いお
札をおたきあげする。帰ってから代参、お
家に集まり札を配り、歓談。

8

616 秋葉山 中之条町
毎月7日、5～8月は
農繁期で休

5～9人ほどのグ
ルｰプ

秋葉尊や秋葉神社と記す掛軸を拝み、線
香を立てる。飲食や世間話をする。

8

617 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 各組単位 22

618 秋葉さま 中之条町 1月24日頃 長久保中
神官による社前祭後、厄年の者による清
酒等の配付。

8

619 地神講 中之条町 3月と9月の社日 有志3戸 掛軸を飾り、地神を祭る。 17

620 石食稲荷祭り 中之条町 4月9日頃 高津・長久保全域 太々神楽奉納、福引。 順調 順調 8

621 八幡様 中之条町 4月15日頃
八幡・西久保・上
の原中

神を祀り、直会を行う。 8

622 大日如来まつり 中之条町 4月18日頃 栃瀬中
五色旗を立て、戦死者供養。輪番宿で掛
図を掲げる。

8

623 薬師様 中之条町 4月29日 長久保中組
大般若の日に代表2名（輪番）が赴きお札
を受けて帰り全戸へ配る。

8

624 十二講 中之条町 1月11日 宇妻有志
お日待ちにつき11日に行われる。宿は講
中各戸巡回。

17

625 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 各地区単位 22

626 三峰講 中之条町 1月19日 宇妻有志 お日待ち 8

627 不動様 中之条町 1月28日 婦人有志 長晃山の湧き水へ水貰いに登る。 8

628 稲荷様まつり（初午） 中之条町 2月11日 宇妻中
1戸1人が出てかさぼこを作り灯籠をたて
る。

26

629 稲荷様まつり 中之条町 2月11日 世話人8人
平稲荷神社例大祭。平の3・4区で祭る。
宵に行灯 50個を奉納する。幟を立て、太
鼓を奏す。

順調 順調 26

630 毘沙門天祭り 中之条町 春彼岸の中日
平中・総代及び世
話人

大般若の後、平獅子舞を奉納。 順調 順調 8

平

平堂の庭

平宇妻

平3区・4区

平宇妻

横尾長久保
中

平宇妻

平宇妻・2
区・3区・4区

横尾山中

横尾八幡神
社跡

横尾八幡神
社跡

横尾名久
田・竪丘・長
石・長久保

横尾長久保

横尾栃瀬

伊勢町

伊勢町

青山

青山永井正
己宅

中之条

伊勢町

伊勢町

伊勢町

伊勢町

西中之条

伊勢町

青山円通寺
跡の観音堂
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631 不動様のまつり 中之条町 3月28日 宇妻中 参拝人に赤飯・酒を呈す。 8

632 観音様の祭り 中之条町 4月18日 白井沢 供物を捧げ、参拝者には赤飯を振舞う。 8

633 十二神 中之条町 9月19日 平中
供物・赤飯・清酒を捧げ、登山道に添い
糸を張る。

17

634 しょうぼう講 中之条町 12月5日 宇妻有志
現在講中3名、各戸輪番。毎回善立てを
し、小豆粥を食す。「しょうぼう」の意味は
不明。

8

635 西向き観音祭り 中之条町 1月18日
大塚の区長、祭り
世話人

昔は若者が音頭をとる。寄付を出し、くじ
引きなどもある。

8

636 十二講と祭り 中之条町 2月10日昼と宵 竹貝戸集落の人
以前は毎月宿持ち回り、神楽・相撲をし
た。今は年一度、2月10日、昼は境内で
飲食、夜は参道に行灯を灯す。

8

637 越尾不動祭典 中之条町
4月28日に近い日
曜日

9区区長、班長8人
新潟県の菅谷不動を勧請。以前は獅子
舞もあり。お経の後、くじ引きや飲食。

8

638 八幡神社の祭り 中之条町 　 11区 秋の道普請終了後、幟、太鼓。 8

639 塩釜さんの講 中之条町
月末の都合の良い
日

竹貝戸の3軒で講
女性の講。以前は隣村尻高の人も参加。
茶菓子と雑談。

8

640 稲荷様 中之条町 2月11日 12区・14区 幟を立て、懇談。 26

641 天神講 中之条町 2月25日 釜渕17戸
講中17戸より輪番宿に集合、供え物の
後、懇親。

29

642 薬師様 中之条町 4月8日
下赤坂（12区）
42戸

ご馳走持参し、懇談。百万遍の数珠・古
文書保存。

8

643 十二様 中之条町 4月12日・10月12日 13区
寄付を募り、供え物をして祭る。福引を行
う。

17

644 お天狗様 中之条町 4月15日 下赤坂（12区） 神主を招いて祀る。後、懇親。 8

645 お日待ち 中之条町 5月10日 釜渕17戸
供え物をし、輪番宿に集会し、釜淵の神
を祀り、懇親する。

8

646 庚申講 中之条町
当番宿主にて日時
を決める

中組6戸 当番宿にて懇親。 8

647 ドンドン焼き 中之条町
（1月14日夜(前新
田・中村)15日(稲荷
穴)）

（前新田4戸・中村
8戸・稲荷穴3戸）

廃絶 22

648 十王堂供養 中之条町 1月16日・8月16日 世話人 お堂の掃除と供養のお祈り。 順調 8

649 地神様 中之条町
（3月社日、9月社
日）

（稲荷穴3戸）
掛軸を掛け、夜のお祭り。昼間、地蔵に
赤飯を供える。

廃絶 17

650
秋葉さん・天神さん祭
り

中之条町 4月1日 栃窪全戸15戸
秋葉山：山頂にボンデンを立て、天神さ
ん：福引あり、1戸3点奉納。

順調 8

651 ドウロクジンまつり 中之条町 1月14日
各小字ごとの道陸
神組

順調 順調 順調 22

652 観音様まつり 中之条町
3月17日（中組）・
3月18日（上組）

中組・上組 順調 順調 順調 8

653 十日夜 中之条町 （旧1月10日） （十日夜） 廃絶 8

654 親都神社のまつり 中之条町 5月5日 五反田村中 伍長組単位で行う。 順調 8

655 金神様 中之条町 2月 馬込組 春の道普請後、ボンデンを立てる。 順調 8

656 ハバキヌギ 中之条町 11月23日 伍長組 8五反田

五反田

五反田親都
神社

五反田

栃窪ハダカ
ヤ山頂

五反田

五反田

栃窪前新
田・中村・稲
荷穴

栃窪中村

栃窪稲荷穴

赤坂12区天
狗社前

赤坂釜渕

赤坂中組輪
番宿

赤坂釜渕

赤坂薬師堂

赤坂13区

大塚八幡神
社境内

大塚竹貝戸

赤坂12区・
13区

大塚西向き
観音

大塚十二さ
ん参道・境
内

大塚不動堂
境内

平宇妻・白
井沢

平遠望山山
頂

平宇妻

平宇妻
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657 念仏講 中之条町 葬儀の夜 伍長組 24

658 不動まつり 中之条町 春秋2回
五反田滝山の不
動尊

地神講ごとに。 8

659 庚申講 中之条町 庚申の日 庚申組 毎年代参あり。 8

660 地神講 中之条町 社日の前日（2回） 17

661 三峰講 中之条町 4月
中組・大久保組・
嵩山組

危機 8

662 秋葉さま 中之条町 （春秋2回） （馬滑組） 廃絶 8

663 薬師様 中之条町
旧10月10日を中心
に7日

下組 8

664 お日待ち 中之条町 春秋2回 上組 順調 8

665 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 各区ごと 順調 22

666 初不動まつり 中之条町 （1月28日）
上之台・高樅計35
戸

清見寺の和尚さんにお経をあげてもらう。 中断中 ○ 8

667 子育地蔵のお祭り 中之条町 （2月24日） 信仰者
地蔵堂に集まり十三仏の掛軸を掛け、お
経をあげていた。現在は中止。

中断中 中断中 中断中 中断中 中断中 8

668 てんどう念仏 中之条町 （春彼岸中日） 信仰者
地蔵堂に集まり、お経をあげていた。現在
は中止。

中断中 中断中 中断中 中断中 中断中 24

669 薬師様の祭り 中之条町 4月8日 寺尾全戸8戸 現在法印はたのまない。 順調 8

670 オロクブさんの祭り 中之条町 4月8日 下久保 福引あり。 8

671 御嶽さんの祭り 中之条町 （5月5日） 上組・下組
お宮の前で神事とボンデン立て。福引を
上組・下組交代で奉納。

中断中 ○ 8

672
八坂神社・三峰神社
祭り

中之条町 5月5日 3区全戸45戸
神主による祈祷。以前サンテイサンとも呼
ばれ、お産の神として拝んでいた。

8

673
石尊さん・お雷電さん
祭り

中之条町 8月7日 祭幹事と上組有志
石尊さんまでの道の草刈とボンデン立
て、お衣がえ。

16

674 不動さん祭り 中之条町 （9月28日）
上之台・高樅計35
戸

清晃寺の和尚さんによる祈祷。 中断中 ○ 8

675 諏訪神社献穀祭り 中之条町
3月27日・9月27日
に近い日曜日

岩本氏子
神事後、上組は個別に米を献穀、中・下
組は祭り幹事がまとめて献穀。

順調 8

676 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 各地区単位 順調
(中断･廃絶

地区有)

22

677 稲荷祭り（初午） 中之条町 2月11日
行沢・大倉岳・
百々・池田

拝礼後、境内で福引、各戸5点奉納。 順調 26

678 ねはん会 中之条町 2月15日 蟻川姓の12戸
ねはん絵の掛軸を掛け線香を立てて拝
む。宿振る舞いで直会、ヤシヤウンマ（コ
ネモチ）を供える。

8

679 愛宕さんの祭り 中之条町 2月24日 倉沢組19戸 祭典と神事。 順調 8

680
秋葉さん祭り・金比羅
山祭り

中之条町
3月10日前後の日
曜日

大亀組15戸
金比羅山は山の中腹にあるため、若者が
ごへい・しめをもって山に登る。

順調 8

681 秋葉さん祭り 中之条町
3月15日近くの日曜
日

東二組全戸 神事後、福引1戸3点奉納。1年おき。 順調 8

682 塩平観音お祭り 中之条町
3月17日に近い日
曜日

塩平8戸・割石8戸
お坊さんが来て祈祷。R4年現在は、４月
の第3日曜に道路愛護と併せて実施（午
前中）

順調 8

蟻川蟻越・
大亀

蟻川錦戸

蟻川塩平

蟻川大倉
岳・池田

蟻川倉沢地
内

蟻川倉沢愛
宕山

岩本高樅不
動さん

岩本諏訪神
社

蟻川各地区

岩本高縦地
内

岩本お天狗
やま

岩本上組地
内山頂

岩本上組地
蔵堂

岩本寺尾

岩本胡桃田

岩本各地区

岩本高樅不
動さん

岩本上組地
蔵堂

五反田

五反田

五反田

五反田

五反田

五反田

五反田

五反田
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683
蚕影さん・お雷電さん
祭り

中之条町
3月23日に近い日
曜日

宇野原16戸

蚕影さん：3月23日、お雷電さん：4月25日
だったが、現在は一緒に。ボンデンをもっ
て蟻川岳雷電宮に登る。R4年現在は、山
(お雷電さん)には登らず、麓の蚕影さんで
一緒に祈祷している。

順調 8

684 お十二様祭り 中之条町 4月12日 行沢4戸 しめ縄・ご幣束を新しくして拝礼。 順調 17

685
アレーター（荒板）
観音さん

中之条町
4月18日近くの日曜
日

東二組全戸 祈祷後、福引1戸3点奉納。1年おき。 順調 8

686 権現さん祭り 中之条町
11月10日前後の日
曜日

大亀組 順調 8

687 ハバキヌギ 中之条町
（11月10日～20日
前後の日曜日）

各組 中断中 8

688 熊野神社献穀祭 中之条町 9月第1日曜日 蟻川・大道氏子 献穀玄米（ウルチ）1升、全戸164戸。 順調 8

689 庚申祭り 中之条町 （年6回）
（講に入っている
家）

掛軸を掛け、うどんを食べる。 廃絶 8

690 ドンドン焼き 中之条町 1月14日 各組単位 順調
(中断･廃絶

地区有)

22

691
地神様・社日のお日
待ち

中之条町 3月の社日 囀石全戸7戸
3月に社日前夜、宿順番で夕食後掛軸を
掛けお祭りをする。

順調 17

692 十二講・お日待ち 中之条町 （4月11日） 長坂全戸3戸
お十二さんが2体あり。宿は順番でしめ縄
を張り（2カ所）、お日待ちをする。

中断中 8

693
八坂神社のお祭りとお
日待ち

中之条町 5月3日 大道組 お日待ちをし、獅子舞を奉納する。 危機 8

694
地神講・社日のお日
待ち

中之条町 （大道長坂）
（大道16戸・長坂3
戸）

掛軸を掛け、お祭りをする。 廃絶 17

695 天狗講 中之条町 （12月10日） （大道全戸16戸）
石宮2カ所にボンデン2本を立てる。ご幣
束を新しくして祈祷してもらう。

廃絶 8

696 高沼山入り 中之条町 1月3日 高松講中
高沼・畑沢十二社参りを行い、山仕事の
安全を祈る。

17

697
大竹ドンドン焼き・鳥
追い祭

中之条町 1月14日 大竹講中
山車を引き、鉦太鼓を打ち村中の厄除け
をし、河原堂に集まり打ち上げる。同じ日
にドンドン焼きも行う。

22

698 高沼火事祭り 中之条町
1月20 日(山田組)・
12月20日(関組)

町田組・関組
女祭りで、組別に寄り合い火の用心を申
し合わせる。

8

699 大竹五社祭 中之条町
2月1日(表組･中組)・
2月2日(下組)

祭組
各戸年番で賄い（宿振る舞い）、神官を頼
んで参拝。

8

700 中島天狗祭 中之条町 2月卯日 10戸 梵天を掲げ祭り、お参りをする。 3

701 庚申講 中之条町 2月・11月 2戸
講組が減ったため、年2回のみ行われて
いる。

8

702 上の中泉源祭 中之条町 3月10日 祭組14戸
泉源様を祭り良質の湧き水あり、流れを
神沢と呼 ぶ。下流の住民、水を感謝して
社建立。当たり日にお祭りを行う。

16

703 観音祭 中之条町 3月18日 檀家全戸 納経後、福引あり。 8

704 大竹毘沙門天祭 中之条町 彼岸 祭組29戸
当たり日に納経、祭組講員集い酒宴す。
春秋彼岸念仏講。戦後は春彼岸のみとな
る。

8

705 加性薬師様祭 中之条町 彼岸 祭組10戸
薬師如来木像  永禄3（1560)年3月24日。
堂において行われる。

8

706 上養天狗祭 中之条町 4月1日 祭組12戸
昭和4年、天狗社建立。有志12名石社に
刻す。当日梵天を掲げ組員集いお参りを
行い酒宴を催す。

8

707 中の組天狗祭 中之条町 4月15日 祭組6戸
祭組年番制で酒肴を調え、家内安全を祈
る。

8
下山田天狗
社

山田中島毘
沙門堂

山田加性薬
師堂

山田上の山
天狗社

山田

山田下山田
年番制宿

山田善福寺
境内

山田

山田表組・
中居・下組

山田天狗社

大道

山田十二社

山田邑中

大道長坂

大道

大道長坂

蟻川宇野原

大道・囀石・
行沢

囀石

蟻川蟻越

蟻川大亀・
池田・倉沢

蟻川熊野神
社

蟻川宇原野
地内

蟻川行沢地
内

蟻川富士沢
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708 大竹河原堂観音 中之条町 4月18日 祭組25戸
各組員会費で運営。お参りに際しては供
物が振る舞われた。古くは山車を引き馬
追いの厄払いが行われた。

8

709 高沼太子講 中之条町 4月20日 高沼全戸
祭り世話人を年番とし、お参りをする。古く
は太々神楽の奉納もあった。

8

710 麻多利神祭 中之条町
4月24日前後の日
曜日

下山田全戸
一区民全員集い花見の宴となる。村人の
親睦を図るため古くから行われた行事で
ある。

8

711 渋沢不動尊 中之条町 4月28日 祭組28戸 8

712 大竹古峰講 中之条町 4月下旬 講組25戸 栃木県古峰神社参り。 8

713 弁天祭 中之条町 5月4日 清水27戸
神官のお祓いを受け、清水集落中の祭
り。天明2年建立。全戸集い酒宴あり。

8

714 ハバキヌギ 中之条町 11月23日
下山田・大竹・清
水・高沼

各集落ごとに集合し実施される。 8

715 地神講 中之条町 3月17日、9月23日 7戸、当番制 豊作祈願・感謝祭。掛軸。 17

716 テントウ念仏講 中之条町 彼岸中日
下折田13戸、各戸
年番制

日の出より日没まで鉦を打って念仏を唱
えてお互いの先祖を供養する行事。

24

717 毘沙門さん 中之条町
4月13日・10月13日
前後の日曜日

堂境内、祭組65戸 納経・参拝。肴を各自持参し、宴会。 8

718 成田不動 中之条町
4月28日前後の日
曜日

250戸
獅子舞を奉納、家内安全を祈る。4月28
日大祭、折田全戸の祭りとなる。福引あ
り。

8

719 天神講・御嶽講 中之条町 9月25日 中折田講中
道路掃除施行後、境内にて懇親会を行
う。

8

720 ハバキヌギ 中之条町 11月23日 上折田講中 豊作感謝の祭りを行う。 8

721 森上オ日待 中之条町 毎月14日
オ日待組26戸年
番制

組の親交を深めるため毎月集まり懇談す
る。

8

722 森下オ日待 中之条町 毎月14日 順番制
組の親交を深めるため毎月集まり懇談す
る。

8

723 原組庚申講 中之条町
隔月庚申日前後の
土曜日

講組20戸 8

724 永田組庚申講 中之条町 講月当日 講組5戸 8

725 庚申講 中之条町 当たり日 5戸 8

726 ドンドン焼き 中之条町 1月14日夜
上組・下組・加賀
森・新道

各地区に分かれて実施。 22

727 ドウロクジンまつり 中之条町 1月14日夜 中組（10戸） 道祖神にシメを張り、酒を振る舞う。 22

728 ドンドン焼き 中之条町 1月14日夜
金原と沢口に分かれて行う。厄年の人が
みかんを配る。

22

729 地蔵まつり 中之条町 1月16日・8月16日 世話人 世話人（祭り世話人）が交代でする。 8

730 えびす講 中之条町 1月20日、11月20日
菅田（9区）
中組（10区）

各戸で実施。 27

731 観音まつり 中之条町 3月 中組（10区）
村中で赤飯を供える。ヤキマンジュウを子
供たちにやる。

8

732 観音まつり 中之条町 4月17日 菅田（9区）
参詣人に甘酒などで接待。婦人部が中
心で出る。

8

733 稲荷祭り（初午） 中之条町 2月11日 下沢渡講中 26

下沢渡中組
の観音様

下沢渡菅田
千手観音

下沢渡諏訪
神社

下沢渡金原

下沢渡金原

下沢渡菅田
中組

折田

下沢渡菅田
9区

下沢渡道祖
神の十字路

折田

折田

折田

折田

折田

折田

折田

折田

折田

山田清水弁
天堂

山田各地区
集会所

折田

山田下山田
旧社跡

山田大竹渋
沢不動尊

山田

山田大竹河
原堂

山田高沼太
子堂

―67―



734 不動まつり 中之条町 4月28日、9月28日 金原・原口講中
交通安全不動を祭る。20軒くらいの人が
集まり3時より宗本寺の住職が各家をまわ
る。

8

735 祇園祭り 中之条町 8月1日 中組（10区）
中之条10区と沢田10区の交流で、中之
条祇園祭に子供たちが参加する。

28

736 秋祭り 中之条町 9月第2土曜日 下沢渡講中 獅子舞をやり、下沢渡中をまわる。 8

737 ハバキヌギ 中之条町 （11月23日） 金原組
2～30年前までは実施していたが、今は
やっていない。

中断中 中断中 中断中 中断中 8

738 道祖神祭 中之条町 1月14日 区内2名祭典係
夕方正月松を道祖神前で燃やし、無病息
災を祈 る。蛇野より太鼓・鉦で各家路を
鳥追歌を合唱、家内安全を祈る。

15

739 道祖神祭 中之条町 1月14日 久森・前尻16軒 門松、ダルマ等を燃やし、無病を祈る。 15

740 アキヤサン 中之条町 1月24日、11月24日 6区内祭典係2名 早朝秋葉神を参拝、安全を祈る。 8

741 薬師さん 中之条町 4月7日 氏子大岩祭典係 夕方祈祷し、安全を祈り茶会をする。 8

742 薬師さん 中之条町 4月8日・10月8日 氏子 赤飯を炊き奉納、感謝をする。 8

743 沢渡神社春・秋祭 中之条町 4月14日、9月27日 6区内氏子 8

744 おくまんさん 中之条町 4月14日、9月29日 蛇野氏子
年2回、五穀豊穣、感謝を祈る。会食・歓
談をする。

8

745 ひめみやさん 中之条町 4月14日 牧場氏子 五穀豊穣、感謝をする。 8

746 押野講 中之条町 4月15日
講信徒、大岩祭典
係

諏訪神社参拝、茶飲・歓談をする。 8

747 大岩不動尊 中之条町
9月28日が日曜日
の年のみ

大岩区内 大岩獅子舞を奉納。会食・歓談をする。 8

748 諏訪神社祭 中之条町
9月彼岸中日の次の
日曜日

大岩区内 大岩獅子舞を奉納。会食・歓談をする。 8

749 大黒天祭 中之条町 5月28日
大岩祭典係、講信
徒

大黒天に感謝、祈祷をする。 8

750 石尊山 中之条町 7月28日 久森・前尻16軒 注連縄を張る。 16

751 秋葉山 中之条町 9月27日 久森・前尻16軒 注連縄を張る。 8

752 諏訪神社 中之条町 9月27日 氏子
五穀豊穣を感謝し、獅子舞を奉納。会
食、歓談。

8

753 庚申さん 中之条町 庚申の日 蛇野9軒 宿屋で茶飲み会・歓談をする。 8

754 甲子まつり 中之条町 甲子の日（年6回） 反下4軒 甲子の日に当番宿で女性が会食・歓談。 8

755 ドンドン焼き 中之条町 1月14日夜 各地区 22

756 鳥追い 中之条町 1月14日 新湯・桐ノ木平組 若衆が太鼓をたたいて鳥追いをする。 22

757 稲荷祭り 中之条町 2月11日 桐ノ木平講中
子供に菓子、大人は新年会を含めて4常
会の親睦をかねて行っている。

26

758 白岩不動まつり 中之条町 4月
水まつりを兼ねて行った。水道の普及で
中止。

8

759 薬師まつり 中之条町
4月8日・湯前神社
秋季大祭

6常会 10月7・8日  湯前神社秋季大祭 8

四万権現沢

四万日向見
薬師堂

四万

四万新湯・
桐ノ木平

四万桐ノ木
平稲荷社

上沢渡大岩
諏訪神社

上沢渡蛇野

上沢渡反下

上沢渡大岩

上沢渡久森

上沢渡久森

上沢渡大岩
諏訪神社

大岩不動尊

大岩諏訪神
社

上沢渡沢渡
神社

上沢渡蛇野
熊野神社

上沢渡牧場
姫宮神社

上沢渡官舎
山秋葉神社

上沢渡大岩
諏訪神社

上沢渡反下
山

下沢渡金原

上沢渡沢渡
温泉

下沢渡久森

下沢渡金
原・原口

下沢渡中組

下沢渡諏訪
神社
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760 地蔵まつり 中之条町 4月24日 12区 くじ引する。 8

761 ハバキヌギ 中之条町 11月23日 貴湯平組中 くじ引する。賞品あり。 8

762 ボンデン立て 中之条町
初卯の日・11 日・節
分の次の日曜日

各組
5つの組がそれぞれ山の頂に天狗様の依
り代であるボンデンを立て、供え物をす
る。

3

763 安市 中之条町 4月16日 中央商店会他
農作業や庭木の手入れなど活気づく季
節で、苗木や農機具などが多く売られる。

順調 順調 27

764 おぼやしねい 六合村 旧5月5日 引沼地区
区長があずき飯をふきの葉っぱにくるん
だものを地区の子供たちに振る舞う。山
里の境と辻に供える。

順調 順調 12

765 十二様 六合村 5月8日
梨木・品木・田代
原・京塚地区

4地区の人が集まり、田代原地区にある十
二様のお参りをする。

17

766 十日夜 六合村 旧10月10日
引沼子ども会赤岩
子ども会

地区の小学生が中心となり行う。各家を
歌を歌い、わら鉄砲を叩きながら回り、お
金をもらう。

4

767 天神講 六合村 12月25日 赤岩子ども会
中学生が中心となり、小学生、幼児を地
区の公民館に招待して食べ物をご馳走。

29

768 ドンドン焼 六合村 1月14日・15日 各地区

オンベヤ（門松などを持ち寄って積み上
げたもの）を燃やし、作物の豊作や無病
息災を願う。厄年の人がみかんや菓子を
配る。

22

769 小雨・生須の鳥追い 六合村 1月14日・15日
小雨・生須鳥追い
太鼓保存会

夕刻から鉦と太鼓を叩きながら村中をま
わり、途中何ｶ所かで鳥追いの歌をうた
う。

町 順調 順調 順調 21

長野原町 0279－82－5150

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

770 王城山だんご相撲 長野原町 8月28日
王城山神社
（林地区氏子）

王城山神社の例大祭に幼稚園児から中
学生までの子供に相撲を取らせ勇武な御
神徳をたたえた。

順調 順調 順調 順調 10

771 堀の内のお茶講 長野原町 （1月25日）
堀の内組
（地区）

大字林の堀の内地区で初天神の1月25
日にお茶講を行い、新しい年の作物の豊
作・凶作を占う。

順調 順調 危機 中断中

772 百八灯 長野原町 8月16日 川原畑地区

地区内の子供たちが毎戸より盆かざりの
竹を集めてきて松明にし、三ツ堂を中心と
した沿道に灯す。※子供の減少により大
人が出なくてはならなくなった。

順調 順調 順調 19

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

川原湯温泉湯かけ祭
り

長野原町
1月20日
（午前5時）

川原湯温泉観光
協会

大寒の早朝に褌一丁の姿でお湯をかけ
合う天下の奇祭として知られている。

順調 順調 順調 18

嬬恋村 0279－80－2330

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

773 ドンドン焼き 嬬恋村 1月14日・15日 各地区 順調 順調 順調 22

774 かんじん棒 嬬恋村 （1月14日） 子供会
ワラを編んだ棒状のもので「カンジン、カ
ンジン」と言いながら家の中をたたき悪魔
払いをする。

順調 順調 中断中 22

775 かんじん棒 嬬恋村 （1月15日） 子供会
子供たちが各家庭をまわり、米やお金を
集める。

順調 中断中 ○ 中断中 22

776 舞い込めとだるま踊り 嬬恋村 1月15日 子供会
「福の神舞い込め舞い込め」と子供たち
が一戸ずつ回り、だるまの面をかぶり踊り
無病息災を願う。

順調 順調 順調 22

門貝

袋倉（下袋
倉）

備考

各地区

袋倉（上袋
倉）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ

大字川原畑 ※

川原湯

問合せ先 教育委員会（社会教育係）

備考

大字林
※

H30

大字林 追加

伝承状況

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ

問合せ先 教育委員会（文化財係）

赤岩地区公
民館

各地区
※

H27

生須 追加3

伝承状況

入山引沼地
区長の家

入山田代原

入山引沼地
区内、赤岩
地区内

四万貴湯平

五反田（中
組・親都嵩
山組・白久
保組・大久
保成田組）

※

中之条 ※

四万ガニ沢
地蔵の祠
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777 初午祭 嬬恋村
2月旧暦の初めの午
の日

区
節分後、初めて午の日に五穀の神として
の稲荷明神を祭り豊蚕を祈る。悪魔祓い
の獅子舞も行う。

順調 順調 順調 26

778 鎌原神社例大祭 嬬恋村 4月30日～5月1日 鎌原神社氏子
獅子舞の奉納及び各地区回りをして悪魔
祓いを行う。

順調 順調 順調 25

779
天明浅間押し犠牲者
の供養祭

嬬恋村 8月5日 奉仕会
天明3年の浅間山の噴火による犠牲者
477人を弔う供養祭、聖観音前広場にて
念仏・和讃が行われる。

順調 順調 順調 8

780 十日夜 嬬恋村 11月中旬 公民館
ワラの芯に「みょうが・いもがら」を入れそ
れを縄で巻きそれで村中をたたいて回
る。モグラを追い払う風習であった。

順調 順調 順調 8

781 舞い込めと筒粥 嬬恋村 1月14日 子供会
夜半、子供たちが唱和しながら各家庭を
回り無病息災を祈る。その時の奉納米で
粥を煮て農作物の出来具合を占う。

順調 順調 順調 11

782 大前神社祭 嬬恋村 5月1・2日
大前八十八夜祭
典団

八十八夜の宵祭りと翌日の本祭りがあり、
獅子舞は神社での奉納舞のほか、地区
内をまわる。

順調 順調 順調 25

783 大笹神社祭 嬬恋村 9月中旬 大笹神社氏子 獅子舞を奉納し、各所で本舞を行う。 順調 順調 順調 25

784 念仏講・回り念仏 嬬恋村
農閑期
（毎月1～ 2回）

老人会等
各地区へ老女たちが各戸を回って行う。
鎌原区では浅間押しの犠牲者の供養とし
て毎月7日・16日に行う。

順調 順調 順調 24

785 鎌原神社の筒粥神事 嬬恋村 1月14日
氏子総代、区長、
農事組合

奉納米で粥を煮て、米粒の具合により作
物その他の豊凶を占い、作柄を決める。

順調 順調 順調 11

草津町 0279－88－0005

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

786 光泉寺花まつり 草津町 5月7日～8日 光泉寺世話人 お釈迦様の誕生を祝う。 順調 順調 順調 8

787 氷室のふるまい 草津町 5月最終日曜日
草津温泉観光協
会

天狗山の氷室から運んできた氷でお茶を
たて歌会を行う。

中断中 順調 順調 20

788 白根神社祭 草津町 7月17日・18日
各地区白根神社
氏子

神社本神輿や各地区の神輿が町中に繰
り出す。町民中心の祭りで、夜は湯畑に
神輿が集まる。

盛況 順調 順調 2

789 草津温泉感謝祭 草津町 8月1日・2日 草津式典保存会
丑湯祭りとして始められ、湯畑の温泉汲
み上げの儀の後、分湯する。

順調 順調 順調 8

790 金比羅宮祭礼 草津町 （8月10日） 氏子 中断中 中断中 中断中 8

791
鬼子母神八助稲荷祭
り

草津町 （8月20日）
日晃寺総代、世話
人

中断中 中断中 中断中 7

高山村 0279－63－3046

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

792 ドンドン焼き 高山村
1月14日
（地区により違いあ
り）

各地区単位
子供たちが中心となり、正月の松飾り等の
おたきあげを行う。

盛ん 順調 順調 22

793 百万遍 高山村
（1月27日・28日、9
月27日・28日）

（五領共和会）
法信寺住職により読経。参詣者により大き
な数珠を廻しながら念仏を唱える。

危機 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 24

794 十二講 高山村
2月12日、旧10月12
日

清水谷組
十二神社に供物を捧げ、7戸の構成員が
寄り集い食事をとる。

順調 順調 順調 順調 順調 17

795 落岩講 高山村
3月15日、旧10月15
日

清水谷組

中山古墳（落岩）の城明神の石宮を祀っ
たものが落岩講である。明治の頃からの
伝承だが、現在は 7戸の家で石宮に供物
を捧げ食事をとる。

順調 順調 順調 順調 順調 8

796 弘法様 高山村
（3月21日・9月23
日）

（谷地組）

弘法様舎屋で行われる祭り。昭和初期ま
では原全体の祭りであったが、戦時中中
断され、復活したものの周辺の家11戸の
みの祭りとなった。

危機 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

中山・新田・
清水谷

中山・原・谷
地

本宿5、五領2、
判形3、その他
町内各地区

中山五領

中山・新田・
清水谷

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

日晃寺

問合せ先 教育委員会（教育課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

町内各地区

湯畑

金比羅神社

備考

光泉寺

草津温泉ス
キー場 天狗
山

伝承状況

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ

各地区

鎌原神社社
務所

※

問合せ先 草津町教育委員会

大前

大前大前神
社

大笹大笹神
社

伝承状況

鎌原鎌原神
社

鎌原鎌原観
音堂

西窪

袋倉
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797 お天狗様 高山村 4月8日・10月8日 2区（本宿）信徒
迦葉山講との関連で、天狗大明神が祀ら
れた。法信寺住職による祈祷後、振舞い
がある。かつては露天商も出た。

順調 順調 順調 順調 順調 8

798 祇園祭 高山村
7月下旬の土・日曜
日

五領共和会
神事の後、子供・大人の神輿が集落内を
練り歩く。

順調 順調 盛ん 順調 順調 28

799 百八灯 高山村 （8月16日）

百八燈は迎え盆に行うのが一般的だが、
新田では送り盆に行う。墓から家までの
道々に百八本の篠竹に蝋燭を挿し、点
す。

順調 順調 中断中 中断中 中断中 19

800 お十二様 高山村
（11月11日・12日、2
月11日・12日）

向井判形組
廻り番の宿に山の神の掛軸をかけ、供え
物をする。次の日は道具休めで山仕事は
しなかった。

順調 順調 順調 順調 中断中 17

801 不動様祭 高山村 （1月27日・28日） （氏子会）

10日に不動籠りを数人で行い、当日は不
動様を拝んだ後、食事をする。不動様は
火ぶせの神なので、火を扱う女性が主に
参拝に来る。

危機 廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

802 金甲稲荷祭 高山村
2月10・11日
（2月初午前日、当
日）

7区（関田）
関田稲荷神社での神事後、山車に子供
がお囃子連としてのり、地区内を引き回
す。

盛ん 盛ん 盛ん 盛ん 順調 26

803 初午祭 高山村 2月10日・11日 10区・11区住民
北之谷稲荷に供え物をし、福引等を行
う。

盛ん 盛ん 盛ん 盛ん 順調 26

804 祇園祭 高山村 8月第1日曜日 火の口同会
神事の後、神輿をかついで集落内をまわ
る。

順調 順調 順調 順調 順調 28

805 薬師様 高山村 11月1日・5日 北之谷地区
夕方から、囲炉裏に炭火をおこし、電気
のない暗い部屋でロｰソクを灯し、来客を
迎えて食事をする。

危機 危機 危機 危機 危機 8

東吾妻町 0279－68－2111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

806 十二講
東村
（吾妻郡）

5月2日 広場・下中組全員 梵天を立て、飲食する。 順調 順調 順調 17

807
地神さん
（地神講）

東村
（吾妻郡）

春、秋彼岸社日 下組有志10人 堅牢地神の掛軸にお供物。宿は回り番。 順調 順調 順調 8

808
秋葉さん
（お日待）

東村
（吾妻郡）

10～4月17日
（かつては毎月）

下組有志6人
秋葉大神の掛軸に供え物。懇談。宿は回
り番。

順調 順調 順調 8

809
あきやさん
（秋葉信仰）

東村
（吾妻郡）

11～3月17日
（かつては毎月）

奥田中組下5戸
宿は持ち回り秋葉大神の掛軸を飾り、供
え物をして、飲食する。

順調 順調 順調 8

810 天神講 吾妻町 （2月26日・27日）
今度、小学生になる児童を集め、一夜中
楽しく遊び、天神様を祭る。

順調 中断中 中断中 29

811 つぢうだんご 吾妻町 11月30日 岩島地区
脱穀したとき集めた雑穀類（ツヂウ）を粉
にし、団子にしたものを神棚・座敷神等に
カヤの先に刺して 供える悪魔除け。

順調 不明 順調
(中断地
区有)

15

812 茅の輪祭 吾妻町 7月30日前後 氏子
茅の輪をくぐり、茅にシメをまいたオタンメ
で体を清め川に流して、けがれを払い落
とす。

順調 順調 順調 15

813 百八灯 吾妻町 8月16日 各地区
篠竹の先に立てたロウソクに火を灯し、精
霊への施しの献灯を行う。

順調 危機 順調
(中断地
区有)

19

814 天神講とお茶講 吾妻町
2月24日以前の直
近の土曜日

丑ヶ淵地区青年会

お茶講は、香料等配合の異なる4種類の
お茶を、始めに4種類のお茶を順に味見
した後に、名前を伏せて4種類のお茶をラ
ンダムに出して、出したお茶の銘柄を順
番に当てる。

順調 順調 順調 29

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

高橋平五良の百万遍
東村
（吾妻郡）

7月中旬日曜日 高橋平五良地区
天正年間の平五良観音設立時より行わ
れ、数珠玉約200個、長さ約15ｍの輪状
にして使用。

町 順調 順調 順調 24

原町祇園
（原町祗園囃子）

吾妻町 7月25日・26日 原町地区
原町の上之町区、下之町区、紺屋町区、
新井区の四区で祇園執行。25日宵祭り、
26日には神輿巡行。

盛況 順調 順調 28

畔宇治神社獅子舞 吾妻町 4月中旬・11月中旬
畔宇治神社獅子
舞保存会

順調 順調 順調 25大戸 ※

本宿 ※

五町田高橋
平五良地区

原町地区

岩島地区

矢倉  鳥頭
神社

※

行沢・天神・
姉山・漆貝
戸

※

奥田下組

奥田中組下

岩島根古屋

備考

広場・中組

奥田下組

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

尻高火の口

尻高北之谷

問合せ先 教育委員会（社会教育課）

尻高戸室

尻高関田

尻高北之
谷・熊野

中山五領

中山新田

中山判形・
向井

中山・本宿・
清水谷
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片品村 0278－58－2111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

815 十二様 片品村 1月12日
小字行政単位（28
単位）

山の神に対して、お神酒を上げ五穀豊
穣、村人の安全を祈願をする。

順調 順調 順調 17

816 ドンドン焼き 片品村 1月14日 村内各地域
厄年の人が中心になり、各戸の松飾り等
をたきあげる。

順調 順調 順調
(不実施地

区有)

817 越本祇園祭 片品村 7月 越本地区 神輿の巡行 順調 順調 順調

818 東小川夏祭り 片品村 7月 東小川地区 神輿の巡行 順調 順調 順調

819 花咲祇園祭 片品村 （7月） 花咲地区 山車の巡行 順調 中断中 中断中

820 尾瀬みこし祭り 片品村 7月 鎌田地区
笠科神社境内及び鎌田商店街に村内各
地の神輿が集合

順調 順調 順調

821 武尊神社夏祭り 片品村 （7月） 摺渕地区 大人神輿、子ども神輿の巡行 順調 中断中 中断中

822 戸倉天王祭 片品村 7月 戸倉地区 神輿巡行 順調 順調 順調

823 越本御神火祭 片品村 2月 越本地区 神輿渡御、太鼓演奏 順調 順調 順調

824 針山の十二様 片品村 旧暦9月28日 針山地区

山仕事の安全と作物の豊穣・子孫繁栄・
地域の安全等を祈願するとともに、豊作
に感謝する祭りである。男性は男根、女
陰のさとうづめっこをつくり会食する。

村 順調 順調 順調 17

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

にぎりっくら祭り 片品村 11月3日 第5区

赤飯をいれた12のお櫃を境内に置き、合
図に合 わせて氏子が赤飯を握り、持ち
帰って食べる。握った赤飯が大きいほど、
また、赤飯がこぼれたほどその年は豊作
であると言われる。

順調 順調 順調 5

猿追い祭り 片品村 旧暦9月中の申の日 猿追い祭り保存会

神事、赤飯の投げ合い、謡い、猿追いの
ほぼ四区切りの祭りである。猿追いの場
面がクライマックス で、拝殿に猿が逃げ
込み、祭が終了となる。

国 順調 順調 順調 6

川場村 0278－52－3458

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

825 ドンドン焼き 川場村 成人の日 村観光協会
昭和57年復活、お正月の飾り松等のおた
きあげをする行事

順調 順調 順調 順調 22

826 萩室の庚申講 川場村 （12月8日） （庚申講）
庚申の掛軸を掛け、供物を供え、経文を
唱え、食事をする。

廃絶 廃絶 廃絶 廃絶 8

827 金甲稲荷祭り 川場村 2月11日 吉祥寺
養蚕の豊穣を願い、お札を請けお参りを
する。春駒祭りも行っている。

盛ん 順調 順調 順調 26

萩村  小林
市太郎家

※

門前吉祥寺
境内金甲稲
荷社

※

テーマ 備考

田園プラザ
駐車場

問合せ先 教育委員会

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定

花咲地区針
山

※

越本 ※

花咲 ※

摺渕地区 追加

戸倉地区 追加

越本地区 追加

伝承状況

東小川地区 追加

花咲地区 追加

鎌田地区 追加

村内一円

村内一円 追加

越本地区 追加

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

問合せ先 教育委員会

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織
伝承状況
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【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

念仏講 川場村 秋分の日 太郎地区住民 大日堂内で念仏を唱える。 順調 順調 順調 順調 24

春駒 川場村 2月11日 門前春駒保存会
地区の青年が女装し、養蚕の豊作を祈る
踊りを披露してまわる。

県 順調 順調 順調 17

昭和村 0278－24－5120

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

828 ドンドン焼き 昭和村 1月中旬 子ども育成会
子供たちが中心となり、正月の松飾り等の
おたきあげを行う。

順調 順調 順調 順調 22

829 なんまいだ（百万遍） 昭和村 6月下旬 糸井地区

無病息災・害虫駆除の儀式として子供た
ちが先頭にボンゼン、鉦をかつぎ、その
後に大きな数珠をもち行列を組んで各戸
をまわる。

順調 順調 24

830 なんまいだ（百万遍） 昭和村 8月下旬 橡久保地区

無病息災・害虫駆除の儀式として子供た
ちが先頭にボンゼン、鉦をかつぎ、その
後に大きな数珠をもち行列を組んで各戸
をまわる。

順調 順調 24

831 つっかけまんどう 昭和村 9月28日･29日 子ども育成会
2基のまんどうが、神社に飾られた後、や
ぐらの周りをぶっつけ合ってまわる。

盛ん 盛ん 順調 順調 3

832
森下のかつぎまんどう
（諏訪祭り）

昭和村 9月30日・10月1日
森下上組・中組・
下宿・入沢の小中
学生

諏訪信仰の祭り行事として、武者人形を
飾りつけたかつぎまんどうを造り、豊年踊
りの2日目にやぐらのまわりでぶつけ合う。

盛ん 順調 順調 3

みなかみ町 0278－25－5025

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

833 茂左衛門地蔵尊縁日 月夜野町 3月21日・9月23日
茂左衛門保存委
員会

領主の悪政から命をかけて領民を救った
茂左衛門の個人をしのび刑場近くに地蔵
尊、千日堂を建てて春と秋の彼岸を縁日
とし、祭る。

順調 順調 順調 順調 順調 2

834 駒形観音祭 新治村 4月第2日曜日 須川在住信者
牛馬の絵馬、お札を受けることができ、御
神酒を振舞う。

順調 順調 順調 8

835 祇園祭 新治村
須川＝7月31日･8
月1日、湯宿・布施
＝7月最終土曜日

各地区単位 式典後、山車、神輿の巡行。 順調 順調 順調 2

836 小池祭 新治村 （旧11月初午の日） 関係者
小池、本多、綿貫の一族の祭りである。一
定の場所でホコラを作り、親戚一同が参
加してお参りする。

県 順調 順調 順調 危機 中断中 8

837 地蔵まつり 新治村 11月23日 但馬院檀家

世話人が地区から白米の寄進をお願い
し、集まった白米を製粉して団子を作り上
げ、お供えするとともに、団子投げが行わ
れる。

順調 順調 順調 5

838 十二様祭り 新治村 4月12日 氏子総代
神官による神事。以前は弓引きの行事を
行っていた。

順調 順調 順調 順調 17

839 ざる観音 新治村 3月3日 東峰須川金泉寺
修験僧が観音堂でダルマやお札の供養
を行う。境内では農具や養蚕で使うざるを
販売する。

順調 順調 順調 順調 17

840 お冨士参り 月夜野町 （11月15日） （なし）
7歳の子供に新しい着物を着せて、浅間
様にお参りする。

順調 廃絶 廃絶 廃絶 23

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

藤原諏訪祭
（藤原の獅子舞）

水上町 8～9月の間
藤原獅子舞保存
会

五穀豊穣を目的とした祭り。獅子舞及び
奉納相撲を行う。

町 順調 順調 危機 8

月夜野の祇園祭り 月夜野町 8月1日～3日
祇園祭実行委員
会

沼田藩の2大祭として知られ、祭りは組毎
に大幟を立て、町内を神輿の渡御があ
る。一時中断したが、復活した。

順調 順調 順調 順調 順調 28

十二社神社例大祭
（永井十二神社獅子
舞）

新治村 4月12日 保存会
獅子舞を奉納後、村内各戸をまわり、悪
魔払いを行う。途中2回神楽を行う。

順調 順調 順調 25

藤原諏訪神
社

月夜野町組
地区

永井十二神
社

相俣字赤谷
地内

※

布施千手院 ※

下津の冨士
宮と里宮

※

須川・湯宿・
布施

東峰須川

下新田但馬
院

備考

月夜野千日
堂

須川駒形山

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

川額地区八
幡宮

森下地内大
森神社

※
H28

問合せ先 教育委員会（事務局）

村内5カ所

糸井地区

橡久保地区

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

門前 ※

問合せ先 教育委員会（社会教育係）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織

川場湯原太
郎大日堂

伝承状況
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ヤッサ祭り 月夜野町 9月最終土曜日
小川島区若宮八
幡宮

地元の男子十数名が、ふんどし姿で数珠
つながりになって、鉦叩きを先頭に大蛇
のように練り歩き、引き合い押し合い、駆
け回り、はい回り、寝そべりなど7回繰り返
した後、大鈴をもぎ取る。

順調 順調 順調 16

玉村町 0270－30－6180

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

841 どんどん焼き 玉村町
（1月15日に近い日
曜日）

（南玉子供会）
竹と藁で組み立てた道祖神や正月の飾り
等を焼く祭りである。

盛ん 盛ん 中断中 廃絶 廃絶 22

842 おくんち祭 玉村町 11月23日
おんこちの会子供
会

槍刀薙刀等を持ち、鎧兜に身をかため、
サキウマ、ヤブシャミ、キンコシを中心に
行列を組み、地区内を練り歩く子どもの祭
りである。

順調 順調 順調 順調

843 どんど焼き 玉村町
1月15日に近い日
曜日

おんこちの会
竹と藁で組み立てた道祖神や正月の飾り
等を焼く祭りである。

盛ん 順調 順調 順調

844 どんど焼き 玉村町
（1月15日に近い日
曜日）

（飯倉区子供会、
長寿会）

竹と藁で組み立てた道祖神や正月の飾り
等を焼く祭りである。

盛ん 中断中 廃絶 廃絶

845 どんどん焼き 玉村町
1月15日に近い日
曜日

箱石区子供会
竹と藁で組み立てた道祖神や正月の飾り
等を焼く祭りである。

盛ん 順調 順調 順調

846 どんど焼き 玉村町
1月15日に近い日
曜日

斎田区子供会
竹と藁で組み立てた道祖神や正月の飾り
等を焼く祭りである。

盛ん 順調 順調 順調

847 下之宮わら舟まつり 玉村町 7月25日 火雷神社氏子

火雷神社境内に祀られている八坂神社
の天王様の悪魔払いとして行われるも
の。7月24日にわら舟を作成し翌25日に
わら舟で下之宮地区全域をムラまわりし
て、最後に利根川へ流す。

順調

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

角渕の祇園祭 玉村町
7月14日・15日に近
い土・日曜日

角渕区
八坂神社は堀西と堀東の二ヶ所にあり、
各組が1台ずつ屋台を所有する。屋台を
引き廻す。

町 危機 危機 順調 順調 順調 28

悪魔払い 玉村町 7月24日 飯玉神社氏子
飯玉神社境内の八坂神社の悪魔退散の
祭り。俵 蓋を利用した獅子頭を作り、獅
子が各家々を廻る。

町 順調 順調 順調 順調 順調 15

水神祭
（麦わら舟）

玉村町
7月25日に近い日
曜日

五料水神祭保存
会

麦わらと青竹にチガヤを使って神社の境
内に本物そっくりの約7ｍの舟をつくる。祭
り当日は夕方から子供たちが舟を曳いて
地区を廻り、家々からは賽銭などが供えら
れる。薄暗くなった頃、麦わら舟は大人た
ちにより担がれ、五料橋下流から利根川
に流される。

国
県

順調 盛況 順調 順調 2

春鍬祭 玉村町 2月11日
樋越神明宮春鍬
祭保存会

神主らによる祭典の後、鍬持が鍬に見立
てたものを持ち、拝殿の前に並び、作頭
の指図によりくろぬりや水をまわす仕草等
を行う。次に祭典長役の祢宜が頃合いを
みて「春鍬よｰし」と叫ぶと、一同が「いつ
も、いつも、もも世よｰし」と唱和しサクを切
るまねをする。これを3回繰り返すと観衆
が鍬を奪い合う。その鍬を家に飾っておく
と、養蚕があたるという。

国 順調 盛況 順調 順調 4

地蔵祭
（地蔵かつぎ）

玉村町 2月・7月 地蔵祭保存会

1体の小さな地蔵を厨子に入れ、子どもた
ちが元気よく「地蔵様わっしょい」と連呼し
ながら地域をまわ り、各家では家内安全
などを祈って礼拝する。

町 順調 順調 危機 危機 22

すみつけ祭 玉村町 2月11日
すみつけ祭祭典委
員会

天狗の面をつけ、手に「ボンゼン」を持っ
た「先達」を先頭に、御神体を奉持した
人、その後に2人が太鼓を担いで打ち鳴
らしながら従う。さらに顔中にスミをぬりつ
けた大人や子供たちが続き、家々を廻り、
家の人の顔に輪切りの大根につけたスミ
をぬる。

町 順調 盛況 順調 順調 25

樋越 ※

箱石 ※

上福島 ※

角渕

飯塚

五料 ※

飯倉 追加

箱石 追加

斎田 追加

下之宮 追加3

南玉

角渕 追加

角渕 追加

祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

小川島 ※

問合せ先 教育委員会（生涯学習課文化財係）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織
伝承状況
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板倉町 0276－82－2435

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

848 十九夜様 板倉町 3月上旬
北尾コウチの内女
性

コウチ内の嫁や嫁いだ娘たちの安産を
祈って行われる。十九夜様の掛軸を掛
け、ロウソクと線香を絶やさず行う。

順調 順調 順調 順調 順調 12

849 どんど焼 板倉町 1月 町内の行政区
正月飾り、供え物などを地域の子供を中
心に集め、燃やし、正月神を送り、無病息
災を祈る。

順調 順調 順調 順調 順調 22

850 七夕の飾竹と馬 板倉町 8月7日 各家庭
マコモから七夕馬を作り、吊す。七夕後、
馬は子供たちが村落中を引いてから川へ
流される。

危機 危機 危機 危機 危機 4

851
夏越
（輪くぐり）

板倉町 6月第4日曜日 雷電神社氏子
神社の一の鳥居に茅の輪を取り付け、人
形を持ってくぐる。翌日に茅の輪を利根
川本流に流し、その年の健康を祈る。

順調 順調 順調 順調 順調 15

852 火番小屋づくり 板倉町 12月下旬 下新田全戸
小型の火番小屋や消火関係の小道具を
作り、会食をする。

町 順調 順調 順調 順調 4

853 祭礼当番引継式 板倉町 4月第2日曜日 賀茂神社氏子
祭礼当番の引き継ぎ、千両箱の引き渡し
を行う。

町 順調 順調 順調 順調 6

854 初山 板倉町 8月最終日曜日
一峯神社氏子総
代

お参りに来た子供（一歳未満）の額に浅
間様の「神璽」の朱印をおす。

順調 順調 順調 順調 12

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

長良神社弓取り式 板倉町
毎年1月10日前後
の日曜日

長良神社岩田社
寺世話人

大世話人が「テンピョウブレ、マンピョウブ
レ」と叫んで天に向かって矢を放ち、次に
子どもたちが一斉に的めがけて矢を放
つ。矢が黒星に命中すると、参加者が的
に命中した矢と的の周りに飾られた色紙
を奪い取り合う。

町 順調 12

大杉囃子
（山口の大杉信仰）

板倉町
（7月と3月の28日に
近い日曜日）

山口大杉囃子保
存会

大杉神社の信仰は水神を祀るもので、船
頭関係の人々に強く信仰された。コウチ
内の主立った家を神輿がまわり、お囃子
を奏する。

中断中 16

明和町 0276－84－4491

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

855 どんど焼 明和町 1月の土・日曜日 各行政区 正月飾り等を焼き無病息災を祈願。 順調 順調 順調 順調 順調 22

千代田町 0276－86－6311

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

856 不動尊大祭 千代田町 10月28日・3月28日 不動講
疱瘡様（現在も祭祀）の祭りから御本尊不
動明王の祭りとして親しまれる。秘仏不動
明王開帳、大般若あり。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 15

857 八坂神社大祭 千代田町
7月15日に近い日
曜日

八幡神社氏子総
代

十二の社が合祀して、夏祭りは八坂神社
の祭り。かつては神輿と山車が出た。

順調 順調 順調 順調 順調 28

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

赤岩の川施餓鬼 千代田町 8月18日 川施餓鬼保存会
水難供養としての盆行事の一つである
が、千代田町の祭りとして、花火や民踊
流しなどが行われる。

順調 順調 19

千代田町赤
岩光恩寺

千代田町赤
岩

赤岩 ※

指定 テーマ 備考祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要
伝承状況

備考

矢島大佐貫

問合せ先 教育委員会（生涯学習係）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定 テーマ
伝承状況

岩田 ※

海老瀬 ※

問合せ先 教育委員会（生涯学習課）

下新田愛宕
神社

※

北海老瀬賀
茂神社

※

海老瀬  一
峯神社

※

全町内

全町内

板倉雷電神
社

テーマ 備考

除川

問合せ先 教育委員会（生涯学習係）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況
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大泉町 0276－63－3111

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

858 初山 大泉町 6月1日 世話人等
産まれて一年以内の赤ん坊の額に健康
を祈願して朱印を押す。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 23

859 地蔵回し 大泉町 旧8月24日 地蔵堂年番

地区の無病息災、家内安全等を願って地
蔵堂に安置される地蔵を軽トラックに乗せ
て地区を巡る。昔は年番が担いで回っ
た。

危機 危機 危機 順調 順調 15

860 つつがい 大泉町 1月15日 神明宮役員

茅を編んでスダレを作り、それを小豆がゆ
の中に入れ、米粒と小豆のつつに入った
量で、その年の雨量を占い、作付け品目
の予測とした。

順調 順調 順調 順調 順調 11

【市町村民俗芸能一覧に重複して掲載されているもの】

社日稲荷神社探湯神
事

大泉町
3月・9月の彼岸に
最も近い日曜日

社日神社氏子

境内に大釜を据え湯をわかして熱湯を作
り、笹の小枝を熱湯に浸して全身に振り
かけ、人々の健康、家内安全、厄難除け
等を祈願する。

町 順調 順調 順調 順調 順調 11

仙石ささら舞い 大泉町 正月、春・秋分等 仙石ささら保存会
仙石地区の無病息災や豊作を願って行う
獅子舞。年6回行い、うち1回は「村回り」と
行って地区内の全戸を回る。

町 順調 順調 順調 順調 順調 15

邑楽町 0276－47－5043

H12 H20 H25 H30 状況 R4 状況

861 根本様のお祭り 邑楽町 (1月) （前瀬戸宿地区）
供物を根本様に供える。以前は4月15日
と11月1 5日に栃木県の根本神社に参拝
に行った。

廃絶 廃絶 廃絶 8

862 前谷の百万遍 邑楽町 （田植え終了後） （前谷地区)
直径5cmくらいの数珠を安置し、念仏を唱
えながら数珠を回す。5回数珠が回ると二
手に分かれもみ合う。

順調 順調 危機 廃絶 廃絶 24

863 八坂神社夏祭り 邑楽町 7月15日前後 天王元宿自治会）

天王様の社殿にある雄・雌二対の獅子頭
が天王元宿地区の家々を回り悪疫退散
のおはらいをする。また山車をけん引し区
内を巡回する。山車には、 祇園囃子を奏
でる子どもたちを乗せ祭りの気分を分か
ち合う。

盛ん 盛ん 盛ん 順調 順調 28

864 十三坊塚の石尊様 邑楽町 (廃絶） （十三坊塚地区）
耕地の四辻に石尊様を祭る燈籠立てが
行われ、灯明をあげる。疫病除けや精霊
迎えをお願いする。

盛ん 中断中 中断中 廃絶 廃絶 16

865 前原浅間神社火祭り 邑楽町 毎年8月21日
浅間神社氏子
自治会役員
前原有志会

薪・枯れ枝を境内に集め積み上げ、高さ3
ｍ程の松明を作る。神主による祈祷後、
松明に点火。氏子は護符と赤飯、燃えさ
しを1本持ち帰り、玄関等に燃えさしを置
く。

順調 順調 盛ん 順調 順調 23

866 鶉の十六夜念仏 邑楽町 （毎月旧暦16日） （鶉地区）
仏画をかけて念仏供養をする。講員がそ
ろうと20人くらい。

順調 順調 危機 危機 廃絶 24

867 一本木の庚申講 邑楽町 （麦まき後） （一本木地区）
宿という当番の家でごちそうを用意。飾り
付け(掛け軸)を下げて線香をあげて飲食
をする。

順調 順調 危機 危機 廃絶 8

868 雷電神社春祭り 邑楽町 （5月第2日曜日） 下中野自治会

神主、役員による神事の後、来場区民に
はお札受領、福引き、そして役員出店の
焼きそば・わたあ め・金魚すくい・輪投
げ・カラオケで楽しんでもらっている。

順調 順調 中断中

869 三峰の会 邑楽町
（4月19日及び11月
19日）

（前谷三峰会）

代理参拝者が秩父の三峰山に行って会
員のお札を受けてくる。会員は集会所に
出向き、お札を受け取る。その後、飲食を
行う。

危機 廃絶 廃絶

870 前原浅間神社初山祭 邑楽町 毎年6月1日 浅間神社氏子
昨年と今年生まれた子供の健やかな成長
を祈念 し、祈祷後、その子の額に「朱印」
を押し、お札などを渡す。

盛ん 順調 順調

871 注連縄作り 邑楽町
毎年12月第4日曜
日

子ども会育成会・
前原自治会

お正月を迎えるに当たり、注連縄を長寿
会と自治会役員の方々の指導のもと作成
する。

盛ん 順調 順調

872 かつも馬飾りと七夕祭 邑楽町
（毎年8月第１日曜
日）

（子ども会育成会・
前原自治会）

秋の収穫・家内安全祈願・お盆のご先祖
様お迎えのために、七夕祭とあわせて、
かつも馬を作成し、公民館玄関に飾る。

盛ん 中断中 廃絶

873 どんど焼きと繭玉作り 邑楽町
毎年1月14日前後
の日曜日

前原自治会
正月に家庭の神様、仏様にお飾りしたお
供え物   (注連縄・お札・ダルマ等）をお
祓い、お炊き上げし邪気を払う。

盛ん 順調 順調前原公民館 追加1

浅間神社境
内

追加1

前原公民館 追加1

前原公民館 追加1

雷電神社境
内

追加1

中野前谷地
区

追加1

中野鶉

藤川一本木

中野天王元
宿

中野十三坊
塚

前原浅間神
社境内

中野前瀬戸
宿

中野前谷地
区

組織 祭り・行事概要 指定 テーマ 備考

仙石神明宮

問合せ先 教育委員会（生涯学習課）

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日

間之原地蔵
堂

仙石神明宮

上小泉社日
稲荷神社

テーマ 備考

下小泉浅間
神社

伝承状況

問合せ先 教育委員会　生涯学習課

祭り・行事名 所在地 旧市町村 期日 組織 祭り・行事概要 指定
伝承状況
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874 子ども神輿 邑楽町
毎年8月中旬の日
曜日

子ども会育成会
子どもらの健やかな成長と秋の実りを祈
願して、2基の子ども神輿が参加。

盛ん 順調 順調

875 阿夫利様祀り 邑楽町 毎年7月25日 前原自治会役員
お盆を控え、先祖の霊をお迎えする灯篭
を設置。

順調 順調 順調

876 八坂神社春祭り 邑楽町 4月15日前後 天王元宿自治会
本部役員が中心に神社の清掃、幣束の
飾りつけ、山のもの海のもの等を供えて年
度初めの自治会活動スタｰトとする。

順調 順調 順調

877 八坂神社秋祭り 邑楽町 11月15日前後 天王元宿自治会
本部役員が中心に神社の清掃、幣束の
飾りつけ、山のもの海のもの等を供え、収
穫に感謝する。

順調 順調 順調

878 阿夫利神社灯篭立て 邑楽町 8月15日前後 天王元宿自治会

資料不足で定かでないが昭和初期から
地域で始まり、お盆の時期に亡くなった
人が甦り実家へ帰るとき道を見失わない
よう灯篭を立て明かりを灯したと聞く。昔
は一連の行事はカマ番が順番で行われ
ていた。発祥は神奈川県茅ケ崎大山神
社と聞 く。1ケ月間灯篭点灯。

順調 順調 順調

879 七草祭り 邑楽町 （1月8日） （世話人会）
現在は中断しているが、節分の豆の注文
書配布を行っている。世話人会のみ。

中断中 廃絶 廃絶

880 春祭り 邑楽町 （4月15日前後）
十三坊塚自治会
世話人会

神事。神主による祈祷後、全戸を対象に
祝賀会実施。

盛ん 順調 中断中

881 夏祭り 邑楽町 （7月15日前後） 育成会・世話人会
育成会が中心となり、山車、神輿にて、町
内を練り歩く。世話人会はサポｰトしてい
る。

盛ん 順調 中断中

882 宝登山神社代参 邑楽町 （9月初旬） 世話人会
全戸を対象に、お札の注文と配布を行
う。

盛ん 順調 中断中

883 秋祭り 邑楽町 （10月第3日曜日） 世話人会
神事。神主による祈祷後、全戸を対象に
祝賀会実施。

盛ん 順調 中断中

884 梅宮神社祭 邑楽町 （11月第3日曜日） 世話人会
神事。神主による祈祷後、世話人会で飲
食。安産の神様なので、腹帯管理者も招
待している。

盛ん 順調 中断中

885 愛宕神社春祭り 邑楽町 4月29日 五耕地氏子
五耕地の防火の神様として祀られており、
春と秋に祭典を行う。参加者には、赤飯
がふるまわれ、八木節の奉納を行う。

盛ん 順調 順調

886 愛宕神社秋祭り 邑楽町 10月21日 五耕地氏子
五耕地の防火の神様として祀られており、
春と秋に祭典を行う。参加者には、赤飯
がふるまわれ、八木節の奉納を行う。

盛ん 順調 順調

887 百万遍 邑楽町 7月上旬 西宿地内氏子

西宿地区で疫病や無病息災を願い、開
催。氏子 が数珠を回しながら念仏を唱
え、それぞれの願いを込めながら祈願す
る。その後、お母さんたちの手料理をいた
だきながら地区の懇親を深める。

盛ん 順調 順調

888 百万遍 邑楽町 （7月末の日曜日）
前瀬戸宿の
5． 6．7班

灯篭を立て、その後飲食会実施。 順調 順調 中断中

889 根本様 邑楽町 （1月1日）
（前瀬戸宿の
5． 6．7班）

参加者20名弱で飲食会実施。 順調 順調 廃絶

890 道陸神（道祖神）祭り 邑楽町 4月～5月 中野向地地区
神主が祈祷し、榊の小枝を上げる。神に
供えた餅は全員で分ける。その後、懇親
会を行う。

順調 順調 順調

891 大根村八幡宮新年祭 邑楽町 （元旦）
大根村八幡宮自
治会全59戸

全戸対象。11時30分集合し、お供えを上
げてから、お昼の飲食会を実施。（大根村
のみ）

順調 順調 中断中

892 大根村八幡宮春祭り 邑楽町 （4月初旬吉日）
大根村八幡宮自
治会全59戸

氏子が集まり、お供えを上げてから、賽銭
の確認、お供えの分配などを行い、その
後飲食をする。（大根村のみ）

順調 順調 中断中

893
大根村八幡宮灯篭立
て祭り

邑楽町
（7月20日前後吉
日）

大根村八幡宮自
治会全59戸

氏子が集まり、灯篭の周りに幣束を飾る。
お供えを上げ、その後飲食をする。（大根
村のみ）

順調 順調 中断中

894 浅間神社祭 邑楽町 （12月初旬吉日）
大根村八幡宮自
治会全59戸

氏子が集まり、お供えを上げてから、その
後飲食をする。（大根村のみ）

順調 順調 中断中

895 花祭り 邑楽町 5月5日 年番

前日から花や松の新芽などでお釈迦様
の飾り付けを行い、、当日は参加した皆さ
んにお団子とお菓子を配り、お釈迦様に
甘茶をかけ願い事をする。

盛ん 順調 順調

896 百万遍 邑楽町 7月中旬 年番
年番さんが団子を作り、青少推と育成会
の皆さんが数珠を回して願い事をする。

盛ん 順調 順調

897 火祭り 邑楽町 （8月下旬） 年番

各家庭から持ち寄られたお札やお守り、
しめ飾り、だるまなどが、絵馬とともに積み
上げられ、神事の後、ろうそくで火がつけ
られる。火が消えてから、氏子は幣束を一
つづつ持ち帰る。

順調 順調 中断中 ○
浅間神社荒
神神社

追加1

浅間神社境
内

追加1

蛭沼薬師堂 追加1

第11区公民
館広場

追加1

八幡宮境内 追加1

八幡宮境内 追加1

前瀬戸宿公
民館

追加1

前瀬戸宿公
民館

追加1

中野向地地
区

追加1

愛宕神社境
内

追加1

愛宕神社境
内

追加1

豊穂稲荷神
社境内

追加1

十三坊塚地
内

追加1

十三坊塚地
内梅宮神社
境内

追加1

十三坊塚地
内

追加1

十三坊塚地
内神明宮社
殿

追加1

十三坊塚地
内

追加1

中野天王元
宿

追加1

中野天王元
宿

追加1

中野天王元
宿

追加1

八幡宮境内 追加1

おうら祭り会
場

追加1

前原公民館 追加1

十三坊塚 追加1
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898
長良神社元朝祭
（元旦初詣）

邑楽町
12月31日午後11時
～1月1日午前1時
頃

長良神社氏子役
員

ドラム缶で樹木や薪を燃やし、古いお札
やダルマなど氏子が持ち寄り焼却し、家
内安全、交通安全等を祈祷する。

盛ん 順調 順調

899 長良神社八王子様 邑楽町 2月中旬
長良神社役員・氏
子役員

神社役員、地区各役員が参集し、神主に
よる祈祷を行う。その後、会食をして解
散。

順調 順調 順調

900 長良神社春祭り 邑楽町 4月中旬
長良神社役員・氏
子役員

神社役員、地区各役員が参集し、神主に
よる祈祷を行う。その後、会食をして解
散。

順調 順調 順調

901 長良神社八坂祭り 邑楽町 7月中旬
長良神社役員・氏
子役員

神社役員、地区各役員が参集し、神主に
よる祈祷を行う。その後、会食をして解
散。育成会による子ども神輿も練り歩く。

順調 順調 順調

902 長良神社秋祭り 邑楽町 10月中旬
長良神社役員・氏
子役員

神社役員、地区各役員が参集し、神主に
よる祈祷を行う。その後、会食をして解
散。

順調 順調 順調

903 どんど焼き 邑楽町
1月11日以降の最
初の日曜日

集落全体
境内にある枯れ枝、各戸が持ち寄ったお
札、正月の飾り物を積み上げ、祈祷後点
火する。

盛ん 順調 順調

904 春祭り 邑楽町 4月第3日曜日 集落全体
一年間の安全を祈願し、年度初めの情報
交換を行う。

盛ん 順調 順調

905 弁財天祭礼（春） 邑楽町 5月5日 釜番
当日は、鶉の恩林寺から御神体を移動
し、参拝者に備える。住職にお経をいた
だく。

盛ん 順調 順調

906 阿夫利神社祭 邑楽町 7月最後の日曜日 集落全体
竹で四角をつくり縄でくくり、中央に灯篭
を立て全員で祈願する。

盛ん 順調 順調

907 十五夜祭 邑楽町
十五夜日に近い日
曜日

集落全体
当日は、館林長良神社より宮司を迎え、
祈願する。

盛ん 順調 順調

908 弁財天祭礼（秋） 邑楽町 11月第1日曜日 釜番
春祭りと同じ。当日は、鶉の恩林寺から御
神体を移動し、参拝者に備える。住職に
お経をいただく。

盛ん 順調 順調

909 宝登山神社代参 邑楽町 （春祭りの前まで） （釜番）
春祭りまでに宝登山へ行き、集落用の大
札と各戸から依頼された札を代行購入し
てくる。

盛ん 中断中 廃絶

910 神明宮元旦祭 邑楽町 1月1日 氏子全員

前年の暮れに作成した神明宮の神璽札
祈願を行い、神官は祈願者の氏名を読
み上げ、代表者による玉串奉上を行う。
続いて神官が祝詞をあげて今年の豊穣と
氏子の家内安全を神に願う。参列した氏
子は、各々家庭の願い事を願って玉串を
奉上し祭典を終わる。そのあと、直会（な
おらい）（神と共に酒宴を開く）となる。

順調 順調 順調

911 神明宮春季大祭 邑楽町 4月中旬 氏子全員

氏子参列のもと、神官により祝詞をあげ、
今年の五穀豊穣と悪疫退散を神に願い、
参列者は玉串を奉上して各人の願い事
をお願いする。

順調 順調 順調

912 神明宮夏越大祓い祭 邑楽町 7月中旬 氏子全員

神明宮で、人形の白紙（なでがみ）で病
の部分を触れて、氏名を書いて神前で祓
いの儀式を行い、その人形を流す、また
はお焚火の時に焼却する。

順調 順調 順調

913 神明宮勤労感謝祭 邑楽町 （11月中旬） （氏子全員）
お供物を神社へあげて、宮司に祝詞をあ
げてもらう。その後、飲食を行う。

順調 順調 廃絶

914 四祀開神社元旦祭 邑楽町 1月1日
担当耕地が1年交
代

渋沼（19区）、一本木（18区）、藤川（16
区）で合同で行っている。神主のお祓い
を受ける。
神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

915 四祀開神社春の祭り 邑楽町 4月中旬
担当耕地が1年交
代

渋沼（19区）、一本木（18区）、藤川（16
区）で合同で行っている。神主のお祓い
を受ける。
神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

916 四祀開神社秋の祭り 邑楽町 10月中旬
担当耕地が1年交
代

渋沼（19区）、一本木（18区）、藤川（16
区）で合同で行っている。神主のお祓い
を受ける。
神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

917 石盛稲荷大明神 邑楽町 2月初午
一部の耕地が1年
交代

旗を上げて祝う。 順調 順調 順調

918 宝登山神社 邑楽町 3月中旬
一部の耕地が1年
交代

旗を上げて祝う。 順調 順調 順調

919 三嶋大明社 邑楽町
（一部の耕地が1年
交代）

旗を上げて祝う。 危機 廃絶 廃絶神社境内 追加1

四祀開神社
境内

追加1

四祀開神社
境内

追加1

神社境内 追加1

神明宮 追加1

神明宮 追加1

四祀開神社
境内

追加1

神明宮 追加1

神明宮 追加1

鶉新田集会
所

追加1

鶉新田八幡
様境内

追加1

弁財天境内 追加1

八幡様境内 追加1

八幡様境内 追加1

弁財天境内 追加1

神社境内 追加1

鶉長良神社
境内

追加1

鶉長良神社
境内

追加1

鶉長良神社
境内

追加1

鶉長良神社
境内

追加1

弁財天境内 追加1

鶉長良神社
境内

追加1
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920
玉取神社祭礼
（初午）

邑楽町 3月上旬 玉取神社氏子

各耕地の役員、氏子代表及び区長が境
内の清掃、のぼり旗の掲揚を行う。長柄
神社の宮司による祈祷、玉串の奉奠のあ
と、茶話会を行う。

順調 順調 順調

921
玉取神社祭礼
（春祭）

邑楽町 4月中旬 玉取神社氏子

各耕地の役員、氏子代表及び区長が境
内の清掃、のぼり旗の掲揚を行う。長柄
神社の宮司による祈祷、玉串の奉奠のあ
と、茶話会を行う。

順調 順調 順調

922
玉取神社祭礼
（夏祭）

邑楽町 7月中旬 玉取神社氏子
各耕地の役員、氏子代表及び区長で、本
殿の奥の院に参拝し、その後、茶話会を
開く。

順調 順調 順調

923
玉取神社祭礼
（秋祭）

邑楽町 10月上旬 玉取神社氏子
長柄神社の宮司による祈祷後、奥の院に
参列者が玉串を奉奠する。その後、茶話
会を行う。

盛ん 順調 順調

924 三峰講 邑楽町 （3月・5月） （講加入者）

秩父の三峰神社にお札を受けに行き、お
山祝いを公民館で行う。地域内に2カ所
の祠があり、2カ所とも御眷属のお札を受
けてきた。

危機 廃絶 廃絶

925 石尊様阿夫利神社講 邑楽町 7月～8月 氏子
7月下旬から8月下旬まで毎日灯明を灯し
雨乞いをする。灯明立ては帳面を回し順
番で実施。最終日は山祝いを行う。

順調 順調 順調

926 延命地蔵 邑楽町 （9月） 講加入者
下耕地の三辻にあり、秋彼岸の時、講員
がカネをたたき焼香する。

順調 順調 中断中

927 秋葉山講 邑楽町 12月
担当耕地が一年
交代で行う

12月中旬に上三耕地が交代で、光林寺
住職によるお経のあと、火災予防の焼香
をする。

順調 順調 順調

928
観音堂講（光林寺）
薬師様（清岩寺）

邑楽町 12月
担当耕地が一年
交代で行う

光林寺と清岩寺で一年交代で講を開く。
カネをたたいてふれを廻し、世話役となっ
た耕地の人を中心に念仏講を行う。

中断中 中断中 順調

929 弁天様春祭り
邑楽町一
本木

5月中旬
（土・日曜日）

集落全員

神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

930 八坂神社祇園祭
邑楽町一
本木

7月中旬
（土・日曜日）

集落全員

神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

931 弁天様秋祭り
邑楽町一
本木

10月上旬
（土・日曜日）

集落全員

神社総代・役員・区長等三役、代理区
長、各班長1名づつで、榊・お供物を神社
へあげて、社日の宮司に祝詞をあげても
らう。その後、公民館で飲食を行う。

順調 順調 順調

932 元旦祭 邑楽町 元旦 八幡宮神社氏子
神官による祈祷祈願のあと年番が料理を
用意し、会食を行い新年を祝う。

順調 順調 順調

933 初午 邑楽町 2月午の日
砂田稲荷神社氏
子

年番が料理を用意し、氏子全員で会食を
行う。

順調 順調 順調

934 初午 邑楽町 2月午の日 旭神社氏子
年番が料理を用意し、氏子全員で会食を
行う。

順調 順調 順調

935 春祭 邑楽町
旧暦3月1日後の初
寅の日

八幡神社氏子
神官による祈祷祈願のあと年番が料理を
用意し、会食を行い新年を祝う。

順調 順調 順調

936 花祭 邑楽町 5月初旬 観音堂氏子
花御堂を観音堂の前に飾り、その中に釈
迦像を供え、甘茶をかける。甘茶を飲み
ながら歓談する。

順調 順調 順調

937 花祭 邑楽町 5月初旬 阿弥陀堂氏子
花御堂を阿弥陀様の前に飾り、その中に
釈迦像を供え、甘茶をかける。甘茶を飲
みながら歓談する。

順調 順調 順調

938 祇園祭 邑楽町 7月第2日曜日
砂田稲荷神社氏
子

石打八坂神社夏祭りと同じ神官の祈祷祈
願。神輿を迎え、年番が料理を用意して
もてなす。

順調 順調 順調

939 土用念仏 邑楽町 7月下旬 観音堂氏子
氏子が持参したお供え物を全員で分けあ
いながら歓談する。

順調 順調 順調

940 土用念仏 邑楽町 7月下旬 阿弥陀堂氏子
氏子が持参したお供え物を全員で分けあ
いながら歓談する。

順調 順調 順調

941 秋祭 邑楽町 10月中旬 八幡宮神社氏子
神官が祈祷祈願する。年番が料理を用意
してもてなす。

順調 順調 順調

942 秋祭 邑楽町 10月中旬
砂田稲荷神社氏
子

神官が祈祷祈願する。年番が料理を用意
してもてなす。

順調 順調 順調

943 春祭り 邑楽町 毎年4月25日 石打地区全員
年番耕地担当毎年実施。神主の祝詞
後、役員による玉串奉納。その後、飲食を
行う。

順調 順調 順調

944 雷電神社雹祭り 邑楽町 毎年4月25日 福地家・山口家
福地家・山口家の行事。神主の祝詞後、
飲食実施。

順調 順調 順調雷電神社 追加1

八幡神社 追加1

弁天様 追加1

八幡宮神社 追加1

弁天様 追加1

八坂神社 追加1

砂田稲荷神
社

追加1

菅原神社境
内

追加1

観音堂 追加1

阿弥陀堂 追加1

八幡宮神社 追加1

観音堂 追加1

阿弥陀堂 追加1

砂田稲荷神
社境内

追加1

光林寺境内
清岩寺境内

追加1

秋妻全域 追加1

各耕地内 追加1

下耕地地内 追加1

秋妻地内玉
取神社境内

追加1

秋妻地内玉
取神社境内

追加1

秋妻地内玉
取神社境内

追加1

砂田稲荷神
社

追加1

旭稲荷神社 追加1

秋妻地内玉
取神社境内

追加1

光林寺境内 追加1
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945 八坂神社夏祭り 邑楽町 7月第2日曜日
石打、住谷崎、渋
沼一部

当番耕地が担当し、毎年実施。神主の祝
詞後、役員による玉串奉納。その後、石
打→渋沼→住谷崎の各神社を、神輿、太
鼓、旗を持ちながら、総勢 40～50名の隊
列で回る。

順調 順調 順調

946 諏訪神社祭礼 邑楽町
4月下旬
(菅原神社の春祭り
と同日一緒に開催)

石打地区全員
年番制耕地が担当し、毎年実施。神主の
祝詞 後、役員及び代表者が玉串を奉納
しその後、軽い飲食を行う。

順調 順調 順調

947 別火祭 邑楽町 1月第4日曜日 中耕地全員
中耕地の住民が八王子神社で軽い飲食
実施。

順調 順調 順調

948 秋祭り 邑楽町 毎年10月18日 石打地区全員
年番耕地により毎年実施。神主の祝詞
後、役員による玉串奉納。その後、飲食を
行う。

順調 順調 順調

949 雷電神社秋祭り 邑楽町 毎年10月18日 福地家・山口家
福地家・山口家の行事。神主の祝詞後、
飲食実施。

順調 順調 順調

950 元旦祭 邑楽町 1月1日 石打地区全員
石打区民全体の行事として実施。神主の
祝詞後、役員による玉串奉納。その後、
新年会としての飲食を行う。

順調 順調 順調

951 初午祭 邑楽町
2月初午後の日曜
日

石打地区全員
当番耕地が毎年実施、神主の祝詞後、役
員による玉串奉納。その後、飲食を行 う。

順調 順調 順調

952 弁財天祭礼（初巳） 邑楽町 4月第1日曜日 氏子全員
御神酒、御供物を上げて、氏子が二拝二
拍手一拝をする。

順調 順調 順調

953 八坂神社祭典 邑楽町 7月第2日曜日
八坂神社氏子全
員

石打八坂神社夏祭りと同じ神宮の祈祷祈
願。神輿を迎え、役員による玉串奉納。

順調 順調 順調

954 阿夫利神社祭礼 邑楽町 7月第4日曜日
阿夫利神社氏子
全員

御神酒、御供物を上げて、氏子が二拝二
拍手一拝をする。

順調 順調 順調

955
稲荷神社祭礼
（初午）

邑楽町 2月第1日曜日
稲荷神社氏子全
員

御神酒、御供物を上げて、氏子が二拝二
拍手一拝をする。

順調 順調 順調

956 道祖神 邑楽町 十三夜の前の日 中坪谷地区20戸
講中の各家持ち回りで、収穫した野菜な
どを持ち寄って、供物をささげ、食事会を
する。

順調 順調 順調

957 赤城神社 邑楽町 12月中旬 上坪谷地区20戸
講中の各家持ち回りで、食べ物を持ち
寄って、供物をささげ、食事会をする。

順調 順調 順調

958 八丁神社 邑楽町 （4月29日） （八丁地区30戸）
氏子みんなで神社を年一回清掃し、中で
食事会をする。

順調 順調 廃絶

959
坪谷ふるさと祭り
(稲荷神社大祭）

邑楽町
2年に一度9月第1
土曜日

坪谷八丁地区全
体

二年に一回の夏祭り。
舞台をつくり、その上で、お神楽の上演、
カラオケ、子供八木節、フラダンス、婦人
会の踊りなどを行う。ビンゴゲｰム等のお
楽しみ会も。祈祷などの神事はない。

盛ん 順調 順調

960 稲荷神社秋季例祭 邑楽町 毎年9月5日
稲荷神社総代会
（年番と総代、来
賓）

修ばつ、拝礼、献せん、祝詞奏上、玉串
奉奠、てっせん、閉扉、拝礼、宮司（長柄
神社）挨拶を行う。その後食事会を行う。

順調 順調 順調

961 大黒神社甲子まつり 邑楽町 4月下旬日曜日 大黒神社氏子

氏子達が大黒神社に集まり、大黒様が安
置されている神社の中で、大黒様を前に
二礼二拍手一礼をして、五穀豊穣を祈願
する。

順調 順調 順調

962
大黒神社百万遍まつ
り

邑楽町 7月下旬日曜日 大黒神社氏子

木で作られた丸玉に紐を通して約直径5
ｍ位にしたものを氏子たちがさわって廻し
ながら体の悪いところをさわり良くなるよう
お願いをする。約15人くらいで。

順調 順調 順調

963 秋葉神社まつり 邑楽町 3月中旬 秋葉神社氏子

水立地区は昔火事が多かった。火の神
様、秋葉神社を設置して、火災を出さな
いように神様を拝む。終了後は、氏子た
ちで会食する。

順調 順調 順調

964 お地蔵様まつり 邑楽町 7月中旬 地蔵様氏子

子どもが病気にかからないようにと地蔵様
にお願いをする。昔は念仏を唱えてやっ
ていたが、最近は お参りをして氏子たち
で会食をする。

順調 順調 順調

965 天神講 邑楽町 2月末日曜日
西の根宮内中島の
6班、13班

33戸に参加してもらい掃除を行い、宮司
様に祈祷をしてもらう。その後、懇親会を
行う。

盛ん 順調 順調

966 地蔵様 邑楽町 3月第3日曜日 西の根地区
90戸に参加してもらい、住職にお経を唱
えてもらい、その後、懇親会を行う。

盛ん 順調 順調

967 桜祭り 邑楽町
3月末の日曜日又
は4月第2日曜日

宮内地区
長柄神社の江戸彼岸桜を中心にお花
見、親睦会を行う。H30年から希望者のみ
の開催。

盛ん 危機 順調

968 庚申様祭り 邑楽町 11月中旬 大林地区住民
役員は当番制で、1年交代（3～4戸で）。
庚申様にお参りした後、親睦会を行う。

順調 順調 順調

969
愛宕様
（愛宕神社祭典）

邑楽町 （4月24日） （寺中住民）
神主の祈祷後、会食して地域の親睦を図
る。

中断中 廃絶 廃絶

大林地区 追加1

愛宕神社 追加1

天神様境内 追加1

西の根地区 追加1

宮内地区長
柄神社境内

追加1

大黒神社境
内

追加1

秋葉神社境
内

追加1

地蔵様境内 追加1

稲荷神社 追加1

稲荷神社内 追加1

大黒神社境
内

追加1

中坪谷地区
道祖神

追加1

上坪谷地区
赤城神社

追加1

八丁地内八
丁神社

追加1

八坂神社 追加1

阿夫利様境
内

追加1

稲荷神社 追加1

菅原神社境
内

追加1

社氏稲荷神
社

追加1

弁天様境内 追加1

八王子神社 追加1

菅原神社 八
王子神社

追加1

雷電神社 追加1

八坂神社 追加1

諏訪神社 追加1

―80―



970 地蔵様 邑楽町 4月、7月、10月 氏子全員
二人一組の輪番制により祠内の清掃等を
行う。

順調 順調 順調

971 狸塚長良神社祭典 邑楽町
1月1日、4月15日、7
月15日、10月19日

狸塚地区氏子
氏子から氏子費をいただき神社関係者が
集まり、神主が祝詞を奏上し、氏子と地域
の安寧を祈願する。

盛ん 順調 順調

972
観音様
（馬頭観世音菩薩の
祭典）

邑楽町 1月9日、8月19日 狸塚全域住民

神輿の渡御、八木節の上演。以前は、農
耕馬による競馬や相撲大会などを行って
いた。
農耕で活躍した馬たちの安全祈願及び
亡くなった馬たちを供養をするために
祭ったものである。現在は、高源寺住職
に読経してもらい祭典を行っている。

順調 順調 順調

973
愛宕様
（愛宕神社祭典）

邑楽町 3月下旬 店地区住民

愛宕神社は火防せの神であり、五穀豊穣
の神である。また、疫病を防ぐ神として、
古来から当地区（店地区）で祭典を行っ
ている。

順調 順調 順調

974 大日様 邑楽町 4月下旬 狸塚全域住民

高源寺世話人のほか、各地区当番制で2
～3名が縁日に線香をあげ、礼拝、祈祷
をする。その後会食をして一般参詣人の
来所者に敬意を表す。

順調 順調 順調

975 大日様 邑楽町 10月下旬 江原地区住民

高源寺世話人のほか、各地区当番制で2
～3名が縁日に線香をあげ、礼拝、祈祷
をする。その後会食をして一般参詣人の
来所者に敬意を表す。

順調 順調 順調

976 三峯神社春の大祭 邑楽町 4月上旬 古家自治会
三峰神社に代表者4人でお札を受けてく
る。

盛ん 順調 順調

977 大山阿夫利神社大祭 邑楽町 （7月下旬） （十軒自治会）
阿夫利様境内で、年1回部落一同集まり
お払いをして親睦会を行う。

盛ん 廃絶 廃絶

978 天神様 邑楽町 3月 赤東地区中心
十数戸で、御神酒とお供物をあげ、灯ろう
に火をともす。その後、飲食を行う。

順調 順調 順調

979 長良神社（春） 邑楽町 4月10日 30区・31区
役員が、御神酒とお供物を上げ、館林台
宿長良神社の宮司が祝詞をあげ、その
後、飲食を行う。

順調 順調 順調

980 石尊様 邑楽町 7月下旬 赤東地区中心
十数戸で、御神酒とお供物をあげ、飲食
を行う。灯ろうに火をともし、周りに幣束を
飾る。（10日間）

順調 順調 順調

981 観音様 邑楽町 8月中旬 30区・31区
役員が、御神酒とお供物をあげ、飲食を
行う。

順調 順調 順調

982 長良神社（秋） 邑楽町 10月中旬 30区・31区
役員が、御神酒とお供物を上げ、館林台
宿長良神社の宮司が祝詞をあげ、その
後、飲食を行う。

順調 順調 順調

983 庚申様 邑楽町 12月上旬 31区
御神酒とお供物をあげ、飲食を行う。掛け
軸を立てて道具の入った箱を持ち回りで
伝える。

順調 順調 順調

984 八幡神社春祭り 邑楽町 4月中旬日曜日 氏子
境内の清掃としめ縄を交換する。集会所
にて飲食後、氏子にお札を配布する。

順調 順調 順調

985 八幡神社秋祭り 邑楽町 10月中旬日曜日 氏子
境内の清掃としめ縄を交換する。集会所
にて飲食後、氏子にお札を配布する。

順調 順調 順調

986
横町・化楽・前原
稲荷神社初午祭り

邑楽町
毎年2月最初の午の
日

氏子
その年の豊年祈願がもとで、冬の時期で
火の用心の呼びかけ行事でもある。

順調 順調

987 新中野まつり 邑楽町
（7月最終日曜又は
8月第1日曜）

新中野八木節保
存会・燦燦会

順調 中断中

988 阿夫利神社灯篭立て 邑楽町 7月最終日曜日 十軒自治会
十軒の神明様と出戸地区の2か所へ灯篭
を立て、集会所でお祭の後各家で順番に
灯明をつける。

順調 順調

989 阿夫利神社祭礼 邑楽町 7月
阿夫利神社氏子
全員

順調 順調 順調

990 長良神社祭礼 邑楽町
1月3日、2月3日
4月中旬、7月下旬
11月23日

長良神社氏子役
員

1月3日（元始祭）、2月3日（節分祭）、4月
中旬（春祭り）、7月下旬（夏越祭）、11月
23日（秋祭り、新穀感謝祭）

順調 順調 順調

蛭沼
阿夫利神社
境内

追加2

中野長良神
社境内

追加2

稲荷神社 追加2

新中野 追加2

十軒集会所 追加2

大谷端・宿 追加1

八幡神社境
内

追加1

八幡神社 追加1

赤東地区 追加1

明王院 追加1

長良神社 追加1

阿夫利様境
内

追加1

赤東地区 追加1

長良神社 追加1

大日様 追加1

大日様 追加1

三峯神社境
内

追加1

長良神社境
内

追加1

狸塚観音堂
境内

追加1

愛宕神社境
内

追加1

地蔵様境内 追加1

※限られた条件での調査・執筆のため、誤認や
誤記があればお詫びし、今後補完してまいりま
す。

ぐんま地域文化マップ

群馬県教育文化事業団では、県内のさまざまな伝統文化・芸能・行事を紹介するWEBサイト「ぐんま地域文化マップ」を運営してい

ます。

○団体情報や上演情報（地域の祭り、イベント等）を検索し、調べることができます。また、団体の方は上演情報を事務局にお寄せ

いただき、ＰＲや集客にご利用いただけます。

○広く県民の皆様に情報を提供していただき、それを公開できる場として「伝統文化レポート」のページを設けています。

○伝統文化レポーターとして登録し、県内の身近な伝統文化情報をお寄せ下さい。応募資格は特にありません。地域の伝統文化を広

く紹介したい熱意のある方で、インターネットが使用できる環境をお持ちの方ならどなたでもご参加いただけます。また、インター

ネットが使用できる環境にない方も、情報を事務局にお寄せいただければ公開します。

ＵＲＬ→ https://www2.gunmabunkazigyodan.or.jp/

YouTubeチャネル「ぐんまアーツ」

群馬県教育文化事業団では、県内の伝統芸能や文化芸術に興味関心を持ってもらうため、YouTubeチャネル「ぐんまアーツ」を開設

し、動画を無料配信しています。

ＵＲＬ→https://www.youtube.com/channel/UC7K_-r7DXgdbG2oIP9C1feA
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